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第 1章
特別支援学校(知的障害)と道徳教育
第 1節  学習指導要領 における道徳教育 とその変遷
道徳が教育課程に位置づけられたのは、1958(昭和 33)年の学習指導要領 が最初
となる。学習指導要領データベース作成委員会(2007)が作成 したデー タベースを基
に、各学習指導要領における道徳教育について特徴的な点を挙げてい くと、次の
ように整理 される。
まず、1598(昭和 33)年の学習指導要領において、「学校の教育活動全体を通 じて
行 うことを基本 とす る」 ことや、その 目標は 「教育基本法お よび学校教育法に定
められた教育の根本精神 に基 く」こと等が記 された。内容 としては、「日常生活の
基本的な行動様式」の理解や 「民主的な社会お よび国家の成員 として、必要な道
徳性」を発達 させ ること等が示 されている。
1969(昭和 44)年の改訂では、「道徳の時間」についての記述がな され、「各教科
お よび特別活動における道徳教育 と密接な関係 を保 ちなが ら、計画的、発展的な
指導 を通 して、これ を補充 し、深化 し、統合」す るとされている。 また 「読み物
資料」等を適宜使用することが示 された。
1977(昭和 52)年の改訂では、「教師 と生徒及び生徒相互の人間関係 を深 める」こ
とや、「家庭や地域社会 との連携 を図 りなが ら」「道徳的実践の指導 を徹底す る」
とい う文言が登場 している。
1989(平成元)年の改訂では、日標に「人間 としての生き方の自覚 を深め」ること
が掲げられ、内容についても、「主 として自分 自身に関すること」、「主 として他の
人 とのかかわ りに関す ること」、「主 として 自然や崇高なもの とのかかわ りに関す
ること」、「主 として集団や社会 とのかかわ りに関す ること」の四つの柱に整理 し
て記 された。また、道徳教育を進めるにあたつては「学級や学校の環境 を整 える」
ことも示 された。
1998(平成 10)年の改訂では、「校長や教頭の参加、他の教師 との協力的な指導」、
「ボランテ ィア活動や 自然体験活動な どの体験活動 を生かすなど多様 な指導の工
夫」や 「魅力的な教材の開発や活用」等を通 して、創意工夫 ある指導を行 うこと
が示 された。なお評価 については、いずれの学習指導要領 において も実施す るこ
とが求め られているが、他の教科 と同様 の数値による評価(評定)は適 さない とする
旨が共通 して記 されている。
近年においては、OECDのPISA調査など各種の調査結果 を背景に、「教育再生
会議第一次報告」(文部科学省,2007)において、「子供の規範意識 は低下 し」、「国際
的に見て も、我が国の子供は 自尊心が乏 しい」 ことが指摘 されてい る。 これ を受
け、学校 に対 して 「道徳の時間について十分な授業時間を確保 し、体験的活動や
心に響 く教材 を取 り入れ る」ことや、「地域や企業の有識者を招いた授業を実施す
るな ど、道徳教育を形骸化 させない」 こと等が示 された。
これ らを踏まえて改正 された教育基本法や学校教育法及び学習指導要領 には、
発達段階に応 じた指導内容の重点化や魅力的な教材 の開発・活用、道徳教育推進
教師を中心 とした指導体制の充実、家庭や地域社会 との共通理解 0相互連携等が、
改善点 として盛 り込まれた。小 0中学校 においては、道徳の時間を要 として学校
の教育活動全体を通 じて行 うもの とされ、「美 しいものや 自然 に感動する心などの
柔 らかい感性」や 「正義感や公正 さを重ん じる心」、「生命 を大切 に し、人権 を尊
重す る心な どの基本的な倫理観」等 を育成す る教育 として期待 されている(文部科
学省,2008)。高等学校においては、「倫理」や 「現代社会」、「ホームルーム活動」
を中核的な指導場面 とし、「人間としての在 り方生き方に関す る教育」を学校の教
育活動全体 を通 じて行 うとされている(文部科学省,2009a)。
昨今においては、道徳教育について 「今なお多 くの課題が存在」 し、「期待 され
る姿には遠い状況にある」(文部科学省,2013a)との見解か ら、さらなる充実に向け
て、文部科学省に有識者 による 「道徳教育の充実に関す る懇談会」が発足 し、議
論が進められているところである。その中で文部科学省は、「小中学校の道徳 を国
語や算数 とは異 な る『 特別 の教科』 として新設 し、教科化す る方針 」(読売新
聞,2013,11.29)を打 ち出 している。
同懇談会のこれまでの会議資料等に、特別支援教育の対象 となる児童生徒に対
す る道徳教育に関す る記述は今の ところ見受 け られないが、特別支援学校等にお
いて も、国の動向 と無関係ではい られ ないはずである。 このことは、学校教育法
第 72条において 「特別支援学校は、…(中略)…、幼稚園、小学校、中学校又は高
等学校に準ず る教育を施す」 と示 されているように、通常の学校における教育と
特別支援学校における教育は「原則 として『 同一』」(全国特別支援学校知的障害教
育校長会,2010)と考えられることからも明らかである。一方で、「完全に同一であ
ることは難 しいので、考慮すべきことを示 している」との視点も不可欠であ り、「障
害のある児童生徒 の状態、能力や適性等 を考慮 して、幼稚園、小学校、中学校、
高等学校の教育 目標の達成 に努 める教育を行 う」ことが必要 となる。道徳教育に
関す る国の新たな動 きを契機 として、特別支援教育の対象 となる児童生徒 に対す
る教育 とは何か、 どうあるべ きなのか とい うことについて今一度見つめ直す こと
が求められているように感 じる。
第 2節  特別支援教育の対象 となる児童生徒に対す る道徳教育
特別支援学校の小・中学部における道徳教育について、特別支援学校学習指導
要領解説の総則等編(幼稚部 0小学部 。中学部)には、「道徳の 目標、内容及び指導
計画の作成 と内容 の取扱いについては、…(中略)…小学校又は中学校 に準ず ること」
が示 されている(文部科学省,2009b)。加 えて、特別支援学校独 自の項 目が三つ示 さ
れている。一つ 目は、「児童生徒が 自己の障害についての認識 を深 め、自ら進んで
学習上または生活上の困難 を改善・克服 して、強 く生きようとする意欲 を高 める」
こと、二つ 日は、各教科等 との「連携 を密にしながら」、「経験の拡充 を図ること」、
三つめは、特別支援学校(知的障害)における配慮事項 として、「児童生徒一人一人
の知的障害の状態や経験等に応 じ」るとい う点を重視 し、「実際的な体験を重視す
ること」である。
高等部における道徳教育ついては、「知的障害者である生徒に対す る教育 を行 う
特別支援学校 においては、道徳の時間をは じめ として、各教科、総合的な学習の
時間、特別活動及び 自立活動において、それぞれの特質に応 じて適切な指導を行
わなければな らない」ことが示 されている(文部科学省,2009c)。
しか し、特別支援教育の対象 となる児童生徒 に対す る道徳教育について は、先
行研究、実施事例 ともに、ほ とん ど見当た らないのが現状である。小学校特別支
援学級において、役割演技 とソーシャルスキル トレーニングを取 り入れた道徳の
時間の指導を実施 し、その効果について検討 した岩瀧(2009)は、「『 道徳の時間』は
生活単元学習や 自立活動などの学習活動に代替 されていると推察 され」、「特別支
援教育の対象 となる子 どもたちへの道徳教育に関す る先行研究や実践例は非常に
少ない」 とした上で、「効果的な道徳教育の方法や『 道徳の時間』の設定について
の研究が模索 されている」 と述べている。
特別支援学校(聴覚障害)小学部における道徳の時間の指導について、教員への質
問紙調査を行つた川合(2011)は、教員たちが「知識 として道徳心や規範 を指導する
ことはできても、それ らを 日常生活に般化 させ ることに困難 を感 じていた」 こと
を報告 した。また、充実に向けて 「定期的に通常学級 との共 同学習や学部 内・学
部間交流を含む縦割 りの授業を設ける」ことを提言 している。そ して、「道徳の時
間だけでな く、教科や 自立活動、その他の学校活動 とも関連づけなが ら、学校全
体 として道徳教育を推進 してい く必要がある」 と結んでいる。
一方、諸外国に目を向けてみると、イギリスでは「Citizenship」、アメ リカでは
「Character Education」が、 日本における道徳の時間に最 も近い教科 0科目・領
域等 として捉 えることができる(文部科学省、2013b)。アメ リカにおけるCharacter
Educationについて、実施校の視察を行 つた青木 ら(2012)は、「特別支援教育の対
象 となつている子 どもたちは、人生において何か と壁 にぶつかることが多 く、自
己肯定感や 自己有用感が低下す る可能性が高い」ことを指摘 し、そ ういつた子 ど
もたちが「生きる意味や価値 を実感するために、Character Educationは大 きな役
割 を果 たす ので はなか ろ うか」 としてい る。 また 、 同 じくアメ リカにお ける
Character Educationの実施校 を視察 した川合(2013)は、「教師 と生徒が話 し合 う
機会が設 け られ」、「なるべ く生徒に リーダー シップをもたせ る工夫 がな され」て
いたことで、問題行動の多かつた生徒たちが望ましい方向に変化 していつた とし、
これ らの成果を指 して 「特別支援教育 との関連が深い」 と考察 している。
このように、特別支援教育の対象 となる児童生徒に対す る道徳教育については、
よ うや く研究が進み始めた ところであると同時に、新たな教育の可能性 として注
目に値す る分野で もあると言える。
第 3節  特別支援学校(知的障害)高等部の現状
文部科学省が毎年実施 している 「学校基本調査」によると、2013年度における
特別支援学校数は、前年度 より21校増力日して 1,080校、在籍児童生徒数は約 2,500
人増加 して約 13万3,000人とな り、過去最高を更新 した(文部科学省,2013c)。坂
爪(2012)は、特別支援学校 に在籍す る知的障害のある児童生徒数は 1996年ごろか
ら増 え始め、1996年度か ら2006年度 までの 10年間で 19,000人あま り(約37%)
増カロしたことを報告 している。
さらに、井上 ら(2010)が全国特別支援学校知的障害教育校長会 と連携 して実施 し
た調査か らは、近年、特別支援学校(知的障害)の在籍者数は増加 の一途をた どつ
てお り、中でも高等部の増加の割合が小・中学部に比べて高いことが明 らか とな
つた。また、「その多 くが中学校特別支援学級か らの入学者であ り」、「中には通常
学級か らの転籍者 も多 く含 まれ る可能性が示唆 された」 と述べてい る。つま り、
高等部においては 「知的機能にはほ とん ど問題 はないが、適応行動 の困難 がある
ことで知的障害教育の対象 となつた」生徒、すなわち知的障害の程度が軽度 (以下
「軽度知的障害」 と記す。)な生徒の在籍数の増カロが著 しい と考えて良いだろ う。
このよ うな現状か ら、特別支援学校(知的障害)高等部においては、これまで行つ
てきた教育 を充実 させてい くことはもちろんであるが、今後は、軽度知的障害の
生徒に対す る教育 とい う新たな視点をカロえて教育内容 を検討 してい くことが求め
られ ると考える。軽度知的障害の障害特性に応 じた支援 として、涌井(2005)は、認
知面では 「具体的で生活 に密着 した実用的な教材の活用」、「記憶に負担をかけす
ぎないこと」、言語面では 「具体物の提示」や 「簡潔で具体的なコミュニケーショ
ン」が必要であると述べている。また、心理・行動面では 「自分の力で成功する
体験の積み重ね」や 「社会的スキルの指導」が肝要 としてい る。 こ ういつた知見
を踏まえて教育活動 を検討 してい くとともに、「成人後は、独立 して生活 した り、
共同住宅で適応 した りしている人が多い」(菅野,2006)といつた将来像 も念頭 に置
きなが ら、適切な教育内容 を模索 してい くことが求め られている。特別支援学校(知
的障害)高等部においては、今後 さらに軽度知的障害の生徒の在籍数 が増加 してい
くことが予想 され るため、軽度知的障害の生徒 に対す る教育の充実 に向けて検討
してい くことが差 し迫つた課題であると言えよう。
第 4節  特別支援学校(知的障害)高等部における道徳教育の必要性
井上 ら(2012)は、軽度知的障害の生徒 に対す る必要性 が高い指導内容に関する調
査か ら、「対人コミュニケーション」、「社会生活のルール」、「基本的な生活習慣」、
「職業能力の育成」の四つのキーワー ドが見出せた とし、具体的には、「本目手の気
持 ちを考えて話す」、「ロッカーや机など身の回 りを整理す る」等、22の内容に整
理できた としている。そ して、これ らの内容 のほぼ全てが道徳教育で扱 う内容項
目と関連 していることを指摘 した。井上 らは、「小学校学習指導要領 、中学校学習
指導要領に示 されている道徳の内容 を踏まえて、『必要性の高い指導内容』 におい
て設定 され る指導内容 と関連す る内容 を適切 に設定 し、指導 を進めてい く必要が
ある」 と述べている。
また、芝 田(2013)は、「自分理解や 自身の障害受容にも有意義なもの」で あるこ
とか ら、「障害児に対す る障害理解教育は必要であ り、非常に大切である」 として
お り、そ ういつた 「障害理解教育」は 「道徳 の一内容 として定め られ ることが期
待 され る」 と述べている。 さらに、「障害理解」は 「人間理解」を基礎 とす るもの
であ り、この 「人間理解」の内容は、道徳教育における「主 として 自分 自身に関
すること」にも関連するもの と考えられ る。
知的障害児の行動特性 を食事 0睡眠・排泄 0着衣・清潔の五つの視点か ら分析
した上岡・井原(1992)は、知的障害児が最 も通過が遅れる項 目は、清潔領域 である
と報告 した。また、精神年齢 よ りも生活年齢 の影響 を受けやすい とも述べている
ことか ら、例えば、道徳教育の内容項 目の一つでもある「基本的生活習慣・節度 0
節制」については、継続的な指導によつて改善 させ る可能性 があることが示唆 さ
れ る。
このよ うに、道徳教育の実施 によ り期待 され る教育的な効果は少 なか らずある
と言える。こういつたことか らも、道徳教育は特別支援学校(知的障害)高等部にお
いて必要 とされてい くべ き教育であると考えられる。
第 5節  本研究の 目的
ここまで述べてきたよ うに、近年における特別支援学校(知的障害)高等部の現状
や、道徳教育の実施によ り期待 され る教育的な効果等 を鑑み ると、道徳教育は特
別支援学校 (知的障害)高等部において必要な教育 として注 目してい くべきもので
あると考えられる。
しか し、特別支援学校(知的障害)高等部における道徳教育に関す る先行研究や実
施事例はほ とん ど見当た らないのが現状であ り、道徳 の時間の指導 をは じめとす
る道徳教育の実施状況について も明 らかにされていない。
そこで本研究では、特別支援学校(知的障害)高等部における道徳教育の実施状況
を明 らかにす るとともに、現場の教員が道徳教育について どのような意識 を持つ
ているのか とい うことについて把握 し、整理す ることを目的 とす る。その上で、
特別支援学校(知的障害)高等部における道徳教育のあ り方についての検討 を行 う。
この研究が、特別支援学校(知的障害)高等部における道徳教育のみな らず、教育そ
のもののあ り方についても再考す る契機 とな り、また、その可能性 の広が りに寄
与す ることを期待する。
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第 2章
調査 1
特別支援学校(知的障害)高等部 にお ける
道徳教育の実施状況
第 1節 問題 と目的
第 1章で述べてきたよ うに、近年 における特別支援学校(知的障害)高等部の現状
や道徳教育の実施 によ り期待 され る教育的な効果等 を鑑みると、道徳教育は特別
支援学校(知的障害)高等部において必要な教育 として注 目され、そのあ り方 につい
て も検討 されてい くことが望まれると考える。
しか し、特別支援学校(知的障害)高等部における道徳教育に関する先行研究はほ
とん ど見当た らないのが現状である。日本国内の公立小・中学校については、文部
科学省が数年に一度、道徳教育の実施状況調査 を行つているが、特別支援学校(知
的障害)高等部については調査対象 とされて こなかつたため、実施状況についても
未だ明 らかにされていない。
そこで本調査では、本研究を進める第一歩 として、特別支援学校(知的障害)高等
部における道徳教育の全国的な実施状況を明 らかにす ることを目的 とする。
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第 2節  方法
1,調査対象
全国の高等部を設置 している特別支援学校(知的障害)高等部の うち、分校 を除い
た 416校を対象 とする。対象校の選定にあたっては、「特別支援教育資料(平成 23
年度)」 (文科省,2012)及び各都道府県教育委員会のホームページの内容を参考 とす
る。
2。 調査方法
郵送法による質問紙調査を行 う。対象校に、調査委依頼文 (資料 1)、質問紙 (資
料 2)1部、返信用封筒 1部を送付す る。回答者は、管理職、教務主任、または道
徳教育推進教師のいずれかの立場の教員 とす る。
3.調査期間
調査期間は 2013年2月～3月とす る。
4.調査内容
文部科学省(2013d)が日本国内の公立小 。中学校を対象に 2012年5月～6月に
実施 した道徳教育実施状況調査(以下「2102年小 0中学校道徳調査」とする。)の内
容 を参考に筆者が原案 を作成 し、特別支援教育専攻の大学教員 1名及び大学院生
7名と検討 を重ね、全 12間とする(表 1)。
表1 調査1の質問内容
間1 道徳教育推進教師の配置について
間2 道徳の時間の指導の実施について
間3 道徳の時間の指導の年間指導計画の作成について
間4 道徳の時間の指導の年間指導計画の内容について
間5 道徳の時間の指導の授業時数について
間6 道徳の時間の指導における工夫について
間7 道徳の時間の指導における教材について
間8 道徳教育実施上の課題について
間9 道徳教育の全体計画の作成について
間10道徳教育に関する保護者や地域の理解・協力を得るための取組の実施について
間11 道徳教育に関する保護者や地域の理解口協力を得るための取組内容について
間12 道徳教育に関する校内研修の実施回数について
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第 3節 結果 と考察
1.回収結果
416校中 225校か らの返信が得 られた(回収率 54.2%)。その うちの 2校は、事
情により全問回答不可 とされていたため、有効回答数は 223(有効回答率 53.6%)で
あつた。
2.道徳教育推進教師の配置について 【問 1】
「配置 している」が 63校(28.2%)、「配置 していない」が 160校(71.8%)とい う
結果であつた(図 1)。
中学校学習指導要領解説の道徳編(文科省,2008)には、道徳教育推進教師は 「道
徳教育の推進 を主に担当す る」役割 として期待 されてお り、全国特別支援学校知的
障害教育校長会(2010)は、その役割について具体的に「道徳教育の指導計画の作成
に関す ること」、「全教育活動における道徳教育の推進、充実に関す ること」、「道徳
用教材の整備・充実 。活用など情報の提供や交換に関す ること」、「家庭や地域社会
との連携に関す ること」、「道徳教育の研修の充実、評価 に関す ること」の五つであ
ると示 している。
しか し、特別支援学校(知的障害)高等部においては、その配置の割合 は高い とは
言えない結果であつた。2102年小 。中学校道徳調査では、99。9%が配置 している
とい う結果であつたことと比較す ると、特別支援学校(知的障害)高等部 と小・ 中学
校の様相は大きく異なつていることが確認できる。特別支援学校(知的障害)高等部
における配置の割合 を低 めている要因 として、配置の必要性が認識 されにくいこ
とや配置が困難 となるような現状があることが考えられる。
道徳教育推進教師の配置
日配置している
日配置していない
図 1
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3.道徳の時間の指導の実施について 【問 2】
「実施 した」が 46校(20。6%)、「実施 していない」が 177校(79.4%)とい う結果
であつた(図2)。
「実施 した」が全体の約 2割に達 したことは予想 よ り多い結果であつたが、返
信がなかつた 191校の中に 「実施 した」 とい う学校が含まれている可能性は低い
とも考えられ ることか ら、全国的な状況 としては 2割を下回ることが推測 される。
多 くの学校において「道徳の時間」の指導の実施に難 しさがあることが明 らか とな
ったがその中でも、「実施 した」 とい う学校が 46校あつたことは注 目に値す ると
考える。
図2 道徳の時間の指導の実施
4。 道徳の時間の指導の年間指導計画の作成について 【問 3】
この間は、間 2において「道徳の時間の指導を実施 している」とした学校(46校)
のみに回答 を求めた。「作成 した」が 37校(80。4%)、「作成 していない」が 9校
(19,6%)であつた(図 3)。
道徳の時間の指導を実施 している学校の多 くが道徳の時間の指導の年間指導計
画を作成 してお り、他の教科等 と同様に、計画的な実施が されていることが うかが
われた。しか し、2102年小・中学校道徳調査では小学校の 99.6%、中学校の 99.7%
が作成 しているとい う結果であ り、これ と比較す ると割合が高い とは言 えないの
が現状である。
図3 道徳の時間の指導の年間指導計画の作成
口実施した
国実施していない
100(%)
□作成した
国作成していない
loo(%)
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5。 道徳の時間の指導の年間指導計画の内容について 【間 4】
この間は、間 3において 「道徳の時間の年間指導計画を作成 した」とした学校
(37校)のみに回答を求めた。なお、該当するものはすべて選択することとした。
「指導時期」と「主題名」がともに最も多く、28校(75.7%)の年間指導計画に記
載 されていた(図4)。次いで 「ねらい」が24校(64.9%)、「学年の基本方針(目標)」
が 23校(62.2%)という結果であつた。「その他」としては、「指導体制」や 「予定
時数」、「自立活動の日標」等が挙がつていた。一方、「展開の大要・指導の方法」
といつた実施に関する具体的な記載はほとんどされていないことが分かつた。ま
た、「資料名」の記載が少ないことから、小・中学校では一般的である読み物資料
を用いた指導は、あまり実施 されていないことが推測された。
図4 道徳の時間の指導の年間指導計画の内容
学年の基本方針(目標)
指導時期
主題名
ねらい
資料名
主題構成の理由
展開の大要・指導の方法
他の教育活動との関連
その他
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6。 道徳の時間の指導の授業時数について 【問 5】
この間は、間 2において 「道徳の時間の指導を実施 した」とした学校(46校)の
みに回答を求めた。なお、46校中 1校は、開校 1年目であることにより第 1学年
のみであつたため、第 2学年及び第 3学年は45校の結果 となつている。
各学年 とも、最も多かつたのは「1～9時間」であつたが、回答の内容は 1時間
から116時間とい うものまで、大きな差があつた(図5-1、図 5-2、図 5-3)。通
常、道徳の時間の指導は週 1時間、年間 35時間前後であると考えられるが、それ
とは大きく異なる時数が多数見 られたことが特徴的であつた。また、授業時数の算
出は不可能とした学校が 7校あり、明確な授業時数の算出が困難な現状が見られ
た。これは、特設の道徳の時間ではなく、教科・領域を合わせた指導等における道
徳教育を道徳の時間と位置づけていることを意味するものと推測 される。道徳の
時間とは、通常特設の時間を指すものと考えられるが、特設が困難な状況から、特
別支援学校の教育課程の特徴を生かし、合わせた指導等において道徳を扱 う時間
を確保 している現状がくみ取れる。なお、各学年による傾向の違いは特に見られな
かつた
40時間以上
30～39時間
20～29時間
10～19時間
1～9時間
0時間
回答なし
図5-1 道徳の時間の指導の授業時数(第1学銅
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40時間以上
30～39時間
20～29時間
10～19時間
1～9時間
0時間
回答なし
図5-2 道徳の時間の指導の授業時数(第2学0
40時間以上
30～39時間
20～29時間
10～19時間
1～9時間
0時間
回答なし
図5…3 道徳の時間の指導の授業時数(第3学鋤
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7.道徳の時間の指導における工夫について 【問 6】
この間は、間 2において 「道徳の時間の指導を実施 した」とした学校(46校)の
みに回答を求めた。なお、該当するものはすべて選択することとした。
「資料を提示する工夫」が最も多く、31校(67.4%)であつた(図6)。次いで「発間
の工夫」が 28校(60.9%)、「話 し合い活動」と「動作化、役割演技等の表現活動」
がともに 23校(50.0%)という結果であつた。「その他」としては、「外部講師の活
用」や 「教員による寸劇 ビデの作成」等が挙がつていた。一方、「板書を生かす工
夫」や 「説話」はあまり挙がらなかった。
図6 道徳の時間の指導における工夫
読み物資料の利用
資料を提示する工夫
発間の工夫
話し合いの工夫
書く活動の工夫
動作化・役割演技等の表現活動の工夫
板書を活かす工夫
説話の工夫
ICTの利用(パソコン等)
その他
工夫していない
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8,道徳の時間の指導における教材 について 【問 7】
この間は、間 2において 「道徳の時間の指導を実施 した」 とした学校(46校)の
みに回答 を求めた。なお、該 当す るものはすべて選択することとした。
「写真」が最 も多 く、23校(50.0%)であった(図 7)。次いで 「インターネ ッ トに
より得 られた情報」が 16校(34.8%)、「自作(学校作成 を含む)の読み物資料」と「書
籍 0雑誌」が ともに 14校(30.4%)とい う結果であつた。道徳の時間の指導 を実施
した学校の半数が 「写真」を教材 として挙げた ことになるが、「写真」のみ を教材
として用いた授業展開は考 えに くく、補助的な教材 として活用 されていることが
推測 され る。実際の情景や実物に代わるもの として写真を用いることによつて、生
徒たちに分か りやす く伝 えようとす る工夫の表れであると考 えられ る。2102年小・
中学校道徳調査では、8割以上の小・中学校で「心のノー ト」や 「民間の教科書会
社で開発・刊行 した読み物資料」を教材 として使用 していることが示 されていたが、
特別支援学校(知的障害)高等部では、「心のノー ト」は 1割程度、「民間の教科書会
社で開発 0刊行 された読み物資料」は 2割を切 る程度の使用にとどまつていた。一
方で、「自作(学校作成 を含む)の読み物資料」や、「その他」において 「自作教材」
や「自作ワークシー ト」が挙がるな ど、教材 を自作す る傾向が強いことが特徴的で
あった。これは、対象 となる生徒の実態に合わせて教材 を準備する方が良い とする
教員の思いの表れであると読み取れ るが、生徒たちに合 う適切な教材が見 当たら
ない現状の表れであるとも考えられ る。
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8,7
6.5
21.7
17.41
コ4.3
30,4
21.7
30。4
50.0
10。91
ヨ
28.3
??．??
34.8
1■21
コ
心のノー ト
国で開発・刊行した読み物資料
都道府県や市町村教育委員会で
開発・刊行した読み物資料
民間の教材会社で
開発・刊行した読み物資料
民間の道徳教育研究団体で
開発・刊行した読み物資料
自作(学校作成を含む)の
読み物資料
新聞記事
書籍・雑誌
写真
教授用掛図、紙芝居、大型絵
人形劇体験教材
(指人形、紙人形、パネルシアター 等)
動画コオ ンツ
パソコン用ソフト
音声コンテンツ(録音テープ、CD等)
インター ネットにより得られた情報
その他
使用していない
???
?80604020
図7 道徳の時間の指導における教材
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9。 道徳教育実施上の課題について 【問 8】
この間は、間 2において「道徳の時間の指導を実施 した」 とした学校(46校)の
みに回答を求めた。なお、該 当す るものはすべて選択す ることとした。
「適切な教材の入手が難 しい」が最 も多 く、20校(43.5%)であつた(図8)。次い
で「効果的な指導方法が分か らない」が 16校(34.8%)、「指導の効果を把握す るこ
とが困難である」が 15校(32.6%)とい う結果であつた。これ らの項 目については、
2102年小・ 中学校道徳調査においても上位の 3項目であつたことか ら、実施に伴
う困難 さについては、小・中学校 と共通 している部分があることが うかがわれた。
一方、「その他」 として 「一人ひ とりの実態に応 じる」 とい う回答が複数見 られた
が、これは道徳教育に限 らず、障害のある生徒に対す る教育を行 う上では意識 され
やすい ことであることか ら、特別支援学校(知的障害)高等部の特徴が表われた部分
であると思われた。
適切な教材の入手が難しい
効果的な指導方法が分からない
地域や保護者の協力が得られにくい
指導の効果を把握することが困難である
十分な指導時間が確保できない
その他
特になし
図8 道徳教育実施上の課題
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10。 道徳教育の全体計画の作成について 【問 9】
「作成 した」が 161校(72,2%)、「作成 していない」が 59校(26.4%)とい う結果
であつた(図9)。
道徳教育の全体計画を作成す るとい うことは、ある程度認識 されていることが
確認できた。また、道徳教育の全体計画は、学校の教育活動全体を通 じた指導の要
となる計画であるため、作成の割合は学校の教育活動全体を通 じた指導に対す る
意識に通 じるもの と考えられ る。
□作成した
図9 道徳教育の全体計画の作成
11.道徳教育に関す る保護者や地域の理解 0協力を得 るための取組の実施について
【問 10】
「行 つた」が 44校(19,7%)、「行つていない」が 177校(79.4%)とい う結果であ
つた(図 10)。
8割近 くの学校は、道徳教育に関す る保護者や地域の理解 3協力 を得 るための取
組を行つていない ことが明 らか となった。2102年小・ 中学校道徳調査では、小学
校の 84.4%、中学校の 73.3%が行つているとされ、 これ と比較す ると非常に少な
いことが明 らか となった。 しか し、道徳の時間の指導の実施が 2割程度であつた
ことを鑑みると、この間の結果が 2割程度であることは自然であるとも考えられ
る。
国作成していない
■回答なし
国行つていない
■回答なし
図10 道徳教育に関する保護者や地域の理解 口協力を得るための取組の実施
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12.道徳教育に関する保護者や地域の理解・協力を得るための取組内容について
【FH1 11】
この間は、間 10において「道徳教育に関する保護者や地域の理解・協力を得る
ための取組を行つた」とした学校(44校)のみに回答を求めた。なお、該当するもの
はすべて選択することとした。
「道徳教育に関連 した教育活動や体験活動等に地域の人々や保護者の参加・協力
を求めた」が最も多く、30校(68.2%)であつた(図 11)。次いで「学級・学年保護者
会、PTA総会等の際に道徳教育について取 り上げた」が 11校(25。0%)、「学級・学
年・学校通信で道徳教育について取 り上げた」が 10校(22.7%)とい う結果であつ
た。2102年小・中学校道徳調査では、小・中学校の両方で「道徳の授業参観(公開
授業)を行つた」が最も多かつたが、道徳の時間の指導の実施 自体がほとんど行わ
れていないこともあり、特別支援学校(知的障害)高等部では最も少ない項 目の一つ
となつていた。
道徳教育に関連した教育活動や体験活動等に
地域の人々や保護者の参加・協力を求めた
学級・学年保護者会、PTA総会等の際に
道徳教育について取り上げた
家庭訪問や保護者面談の際に
道徳教育について取り上げた
道徳教育に関する講演会を開催した
道徳の授業参観(公開授業)を行つた
学級・学年口学校通信で
道徳教育について取り上げた
道徳教育に関する特別な資料を作成・配布した
その他
図11 道徳教育に関する保護者や地域の理解・協力を得るための取組内容
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13,道徳教育に関する校内研修の実施回数について 【問 12】
「1回」が26校(11,7%)、「2～3回」が 15校(6。2%)、「4回以上」が 2校(0。9%)
という結果であり、実施 した学校を合計すると43校(19.3%)であつた(図 12)。一
方「実施 していない」は 175校(78.5%)と多く、道徳教育に関する校内研修への実
施要望は、あまり高くない傾向であることが読み取れた。
□1回
国2～3回
■4回以上
1.8口実施していない
■回答なし
(%)
図12 道徳教育に関する校内研修の実施回数
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第 4節 ま とめ
調査 1により、特別支援学校(知的障害)高等部における道徳教育の全国的な実施
状況の一部が把握できた。道徳の時間の指導に関することを中心に、各校において
道徳教育が どのよ うに位置づ け られ、捉 えられているのか等 を概観す ることがで
きた と考える。
道徳の時間の指導の実施状況 としては 2割程度であることが明 らかとな り、多
くの学校において実施が困難な状況が見 られた。また、道徳教育推進教師の配置や、
道徳教育に関す る校内研修の割合 も低 かった ことか ら、道徳教育 を取 り組むべき
教育的課題 の上位 に位置づけているとは言い難い状況であつた。
意欲的に道徳の時間の指導に取 り組んでいる学校 も一部見受けられたが、「道徳
の時間の指導は実施 していな くても、学校の教育活動全体 を通 じた道徳教育は実
施 しているため、道徳教育そのものを実施 していない と捉えないでほ しい」とする
記入が複数校か ら寄せ られ る等、道徳の時間の指導 よ りも学校の教育活動全体を
通 じた道徳教育の方に重 きを置 くよ うな傾 向が読み取れた。道徳教育の全体計画
については 7割以上の学校で作成 されていることが明 らか とな り、道徳教育を学
校教育の中に位置づけることについてはある程度認識 されていることが明 らかと
なった。
道徳教育実施上の課題 としては、「適切な教材の入手が難 しい」ことや 「効果的
な指導方法が分か らない」こと、「指導の効果 を把握することが困難である」こと
が上位 に挙がつた。第 1節において述べてきたように、道徳教育の実施事例はほ
とん ど見当た らず、実施に関す る情報について も容易に入手できない ことか ら、何
を用いるのか、 どのよ うに指導す るのか といつたことについての困惑は生 じやす
い現状であると推察 され る。その現状がまた、実施に対するハー ドル を押 し上げる
とい う悪循環が生 じているのではないか と考 えられた。
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第 3章
調査 2
特別支援学校(知的障害)高等部 にお ける
道徳教育 に関す る教員 の意識
第 1節 問題 と目的
調査 1では、全国の特別支援学校(知的障害)高等部に対 し、道徳教育の実施状況
についての質問紙調査を実施 した。
道徳の時間の指導の実施状況は 2割程度であ り、道徳教育推進教師の配置の割
合が低かつたこと等か らも、全体 として、特別支援学校(知的障害)高等部において
は、道徳教育を取 り組むべき教育的課題の上位 に位置づけているとは言い難い状
況が うかがわれた。
一方、道徳教育の全体計画の作成は 7割を超 えていること等か ら、道徳教育を
学校教育の中に位置づけることについては、ある程度認識 されてい ることが確認
された。また、道徳の時間の指導に比べ ると、学校 の教育活動全体 を通 じた道徳
教育に対す る意識 はそれな りに高いことも示 された。
しか し、学校の教育活動全体 を通 じた道徳教育が具体的に どのよ うに実施 され
ているかについては、調査 1では把握することができなかった。道徳教育推進教
師の配置の割合の低 さを鑑み ると、学校の教育活動全体を通 じた道徳教育の実施
は、各教員の意識 に任 されている部分が大きい と推測 され る。 したがつて、学校
の教育活動全体 を通 じた道徳教育が具体的に どのよ うに実施 されているかについ
ては、各教員が どのよ うな意識 を持つているかを把握す ることによつて明 らかに
なるものと思われた。また、特別支援学校(知的障害)高等部における道徳の時間の
指導の実施 についての検討 を進 めるために、教材や指導方法、評価等に関する意
識 を問 うことも、併せて必要であると思われた。
そこで本調査では、特別支援学校(知的障害)に勤務す る教員の高等部にお ける道
徳教育に関す る意識 を把握す ることを目的 とす る。 この調査 を通 して、学校の教
育活動全体 を通 じた道徳教育についての整理 を行い、道徳の時間の指導について
の検討 も進めたい と考える。
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第 2節  方法
1・ 調査対象
調査 1において、継続調査に応 じるとした教員 40名を対象 とす る。なお、一つ
の学校か ら複数名 の教員が継続調査に応 じるとした学校があつたことか ら、対象
校は 36校となる。
2.調査方法
郵送法による質問紙調査を行 う。対象教員に、調査委依頼文 (資料 3)、質問紙 (資
料 4)1部、返信用封筒 1部を送付す る。
3.調査期間
調査期間は 2013年7月～8月とす る。
4。 調査内容
調査 1の結果 をふまえ、 さらに東京学芸大学 「総合的道徳教育プ ログラム」推
進本部(2012)の「道徳教育に関す る小・中学校の教員 を対象 とした調査一道徳の時
間の指導への取組 を中心 として一」(以下「小 0中学校教員調査」とする。)の内容
を参考に筆者が原案を作成 し、特別支援教育専攻の大学教員 1名及び大学院生 7
名 と検討 を重ね、全 6間とす る(表2)。
表2 調査2の質問内容
問1 学校の教育活動全体樋 じた道徳教育において重視する内容項目について
間2 学校の教育活動全体樋 じた道徳教育の具体例(機会・内容・方法)について
問3 道徳の時間の指導に用いたい指導方法・学習活動について
間4 道徳の時間の指導の評価材料について
間5 道徳の時間の指導に用いたい読み物資料について
間6躍藤質響朧 馴 潔響 教割こついて
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第 3節  結果 と考察
1,回収結果
40名中 30名(26校)からの返信 が得 られ(回収率 75,0%)、すべての回答を採用す
ることとした (有効回答率 75.0%)。
2.学校の教育活動全体 を通 じた道徳教育において重視する道徳の内容項 目につい
て 【問 1】
この間は、軽度知的障害の生徒に対す る学校の教育活動全体を通 じた道徳教育
において重視す る道徳の内容項 目について回答 を求めたものである。24ある選択
肢の中か ら七つ以内で選択す るものとした。
「基本的生活習慣・節度・節制」が最 も多 く、24名(82.8%)、次 いで 「礼儀」
と「思いや り・親切」が ともに 21名(72.4%)、「役割 と責任」、「勤労」と続いた(図
13)。これ らの結果か らは、高等部卒業後の就労や社会生活 を念頭に置 き、その際
必要になると考 えられ る望ま しい行動等について教 えることが重要 とする教員の
意識が読み取れ る。小 0中学校教員調査においては 「勤労」や 「役割 と責任」は
あま り上位 に挙が らなかつたことか ら、就労や社会生活に対す る意識 には、小 。
中学校 と特別支援学校(知的障害)高等部 との間に違いがあることが うかがわれた。
「基本的生活習慣・節度 0節制」や 「思いや り 0親切」については、小 。中学校
教員調査においても重視 され る傾 向であつた ことか ら、これ らの内容項 目はどの
よ うな段階においても重要 とされ る内容であ り、学校教育にな じみやすい側面を
持つていると考え られた。一方、小 0中学校教員調査において上位 に挙がつてい
た 「生命尊重」については、今回の調査では 20.7%とあま り重視 されていない様
子が うかがわれた。
学校の教育活動全体を通 じた道徳教育において重視 され る内容項 目は、道徳の
時間の指導 においても重視 され ることが 自然であると考え られる。つま り、上位
に挙がつた内容項 目は、道徳の時間の指導を行 う際取 り上げ られやすい とい うこ
とが言えるだろ う。反対に、上位 に挙が らなかつた内容項 目は、道徳の時間の指
導を行つた として も、取 り上げ られに くいもの と思われた。
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基本的生活習慣・節度・節制
勤勉・努力・希望
自主 口自律
真理愛・理想
個性の伸長
礼儀
思いやり・親切
信頼・友情
異性の理解
寛容・謙虚
尊敬 口感謝
生命尊重
自然愛・長敬の念
弱さの克服・生きるよろこび
規則尊重・権利義務
公徳心
正義 口公正公平
役割と責任
勤労
家族愛
愛校心
郷土愛
愛国心
国際理解・親善
図13 学校の教育活動全体を通じた道徳において重視する道徳の内容項目
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3。 学校の教育活動全体を通 じた道徳教育の具体例(機会 0内容 0方法)について
【問 2】
この間は、軽度知的障害の生徒に対する学校の教育活動全体を通 じた道徳教育
が、具体的にどのように実施 されているかについて回答を求めたものである。機
会(いつ)0内容(どのようなこと)0方法(どのようにして)について記述する欄をそ
れぞれ三つずつ設け、主なもののみを記述することとした。記述方法については
細かく指定せず、自由な記述で良いとした。
(1)機会について
記述内容 を、特別支援学校学習指導要領解説 の総則等編(高等部)(文科省,2009)
に従つて教科・領域 ごとに分類 した(表3-1)。なお、学習内容(記述内容)をどの教
育課程(分類)に位置づけるか とい うことについては、学校によつて異なる可能性が
ある。具体的には、「交流及び共同学習」を 「総合的な学習の時間」ではな く「特
別活動」に位置づけた り、「産業現場等における実習」を 「職業」ではなく 「作業
学習」に位置づけた り、あるいは 「朝 の会 0帰りの会」を 「特別活動」ではなく
「日常生活の指導」に位置づけた りす る場合があることを記 してお く。
教科・領域の中では 「特別活動」に分類 され る内容 の記述が最 も多 く、25件で
あつた。次いで、「各教科」や 「総合的な学習の時間」に分類 され る記述が多 く、
ともに 20件であつた。具体的には、「学級活動」や 「学校行事」、「職業」、「施設
見学等校外学習」に分類 され る内容の記述が多 く見 られた。これ らの教育活動が、
学校の教育活動全体を通 じた道徳教育を実施す る機会 として設定 されやすい、あ
るいは設定 されていると認識 されやすい とい うことが言える。
「学級活動」については、係活動等毎 日行 う活動 を指 している記述が多 く、毎
日の教育活動の中で道徳教育が実施 され る可能性があることが うかがわれた。一
方、「職業」については、産業現場等における実習 といつた、期間が限 られている
教育活動 を指 している記述が多 く、「学校行事」や 「施設見学等校外学習」につい
ても 日常的な教育活動ではない ことか ら、学校の教育活動全体を通 じた道徳教育
の多 くは、 日常 とは異なる特別 な機会 を提 えて実施 されてい る、あるいは実施す
るもの と考 えられている傾向が強いよ うに思われる。
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表3-1 軽度知的障害の生徒に対する学校の教育活動全体4iEじた道徳教育の機会
記述内容(件)     分類く教科`領域及び学習内容〉 分類く教科・領域〉(件)
各教科(2)          各教科
国語(1) 国語
保健体育(1)
性教育(2)～______～_一 保健体育
武道(1)
朝の運動(1) 各教科(20)
職業(1)
産業現場等における実習(8)_三二___…… 職業
校内実習(1)
ビルクリー …しグ(1)
流通・サービス(1) 流通・サービス
総合的な学習の時間(1)    総合的な学習の時間
交流及び共同学習(2)      交流及び共同学習
作業製品等販売学習(3)    作業製品等販売学習
宿泊学習(2) 宿泊学習 総合的な学習の時間(20)
施設見学等校外学習(3)    施設見学等校外学習
進路学習(2)         進路学習
人権学習(2)          人権学習
特別活動(1)         特別活動
行事(1)
_■1壼112…………………………… 学校行事
体育祭(1)
修学旅行(2)
全体集会(2) 全体集会 特別活動(25)
児童生徒会活動(4) 児童生徒会活動
学級活動(2)
…堡重黎1,)…………………… 学級活動
朝の会・帰りの会(2)
学級だより(1)
自立活動(1) 自立活動 自立活動(1)
日常生活の指導(4)
登下校(3)
日常生活の指導 日常生活の指導(12)
給食(3)
掃除(2)
作業学習(4) 作業学習 作業学習(4)
_壁整晏賽割堅ユ、____……… その他
寄宿舎生活(1)
その他(6)
(2)内容について
記述内容 を中学校学習指導要領解説の道徳編(文科省,2008)に示 されている 「道
徳の内容」の学年段階・学校段階の一覧表に従つて分類 した(表3-2)。
「基本的生活習慣 0節度・節制」に分類 され る内容 の記述が最 も多 く、41件で
あつた。次いで「役割 と責任」が 33件、「ネL儀」が 32件とい う結果であつた。「基
本的生活習慣 0節度 0節制」については、間 1の学校の教育活動全体を通 じた道
徳教育において重視す る道徳の内容項 目でも最 も多 く挙がつてお り、重視す る内
容 と実施す る内容が一致 していることが うかがわれた。「役割 と責任」や 「礼儀」
についても、間 1において上位 に挙がつていた内容であつたため、 どのよ うな内
容を重視す るのか とい うことが実施内容に影響 を及ぼす もの と考え られた。
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表3-2 軽度知的障害の生徒に対する学校の教育活動全体を通じた道徳教育の内容
分 類 件 具体例
基本的生活習慣・節度・節制 41
=体力をつける
[身なりを清潔にする
・順番狩 る
・時間を守る
・環境美化に心がける
・あいさつをする
・正しい言葉づかいについて学ぶ
・人との付き合い方について学ぶ
役害1と責任
口与えられた仕事を行う大切さを知る
・協力して仕事を行う良さを知る
礼儀
・公共におけるマナーについて学ぶ
(交通・食事口買い物・見学等)
・周囲への配慮について学ぶ
思いやり・親切 16
・相手の気持ちを考える
・助け合う1いをもつ
個性の伸長
'自己理解を図る
・他者理解を図る
・違いや個性を認める心をもつ
勤勉・努力・希望
・努力する大切さを知る
・あきらめなしヽいれ つ
ヨロ標をもつ
規則尊重・権利義務
・公共におけるルールを知る(交通等)
・ルールの大切さそ鍬口る
勤労
・社会参加の意識をもつ
0ボランティア精神を育てる
自主口自立
・自己選択をする
,自分で決める
信頼・友情
日仲間意識をもつ
・友人の大切さを知る
異性の理解
・望ましい男女交際について学ぶ
・望まない妊娠を避ける
尊敬・感謝
=他者をほめる気持ちをもつ
[感謝の気持ちを大切にする
正義・公正公平
口人権同和について学ぶ
・いじめをしない心を育てる
生命尊重 ・自分の命を守る
弱さの克服]生きるよろこび ・人としての誇りをもつ
愛校心 ・学校を美しく保つ
郷土愛
?
?
?
?
・地域の伝統や文化を知る
(3)方法について
(2)で記述 された内容 と組み合わせ る形での記述が多かったため、(2)で上位に
挙がつた 「基本的生活習慣・節度・節制」、「役割 と責任」、「ネL儀」 を指導す る際
の方法についてそれぞれ整理 して結果 を示す(表3-3-①、表 3-3-②、表 3-3
-③)。
「基本的生活習慣 0節度・節制」については、生徒が 自分で気づいて行動でき
ることに重点を置 き、それを促すためにカー ドを貼 つた リモデルを示 した りする
方法が多 く記述 されていた。「チェックする」は、この内容項 目のみで見 られた方
法であ り、外的な基準により行動等を振 り返 る体制 を整 えてお くことが有効であ
ると考え られているよ うであつた。チェックをきつかけに して、生徒が自分で気
づ くことを促 した り、教員が教 えた りす るとい うよ うに、指導が連動 して展開さ
れていくものと考 えられた。「チェックする」を含め、 日常的に継続 して取 り組む
ことが方法の中心であることが うかがわれ る結果であつた。
表3-3-① 「基本的生活習慣・節度・節制」の指導に取り組む際の方法
分 類    件 具 体 例
見せることで気づかせる
教える
体験させる
習慣化させる
チェックする
ほめる
環境雄 える
・カー ドを貼つて注意喚起する
・ゴミが落ちている時には教師が進んで拾って見せる
・なぜ制服を正しく着用するのか説明する
・指導してもらえるのは今のうちだけだと伝える
・ロー ルプレイを取り入れる
・教師が手伝わない
・毎日時間を決めて行わせる
・毎日使つた場所をそうじさせる
・生徒指導部が身なりを一人ひとリチェックする
・登下校時にあいさつチェックをする
・朝のあいさつがきちんとできたらほめる
・言語環境整 える
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「役割 と責任」については、話 し合わせた り決めさせた りす る等、生徒 に考え
させ ることを意識 した方法が多 く記述 されていた。実際に生徒に役割 を担わせた
り仕事の責任 を感 じさせ た りす ることで、学べ るもの とす る様子が読み取れた。
「『 あ りが とう』 と声をかけあえる雰囲気づ くりをす る」等、役割や責任を果たす
ことの心地良 さを感 じさせ るよ うな配慮 を行 うことで、生徒 の意欲 を高めるとい
う方法 も見 られた。
表3-3-② 「役割と責任」補 導する際の方法
分 類    件 具 体 例
話し合わせる        5  :撃頼留]蔦闇れ17義望し合わせる
任せる・決めさせる     4  :香倉宅嘗驚昆繊厳退理:画・運営させる
補助具を用意する      2  ・補助具を用意し、一人で仕事がこなせるようにする
教える
ほめる
1  ・反省会で係の仕事の大切さについて話す
1  ・活動後に賞賛する
体験させる         1  ・実習などで実際に仕事を体験させる
見せることで気づかせる   1  ・役割表を掲示し、自分で気執 てヽ動けるようにする
環境を整える        1  ・「ありがとう」と声をかけあえる雰囲気づくり村 る
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「礼儀」については、「教える」 とい う記述が多 く見 られた ことが特徴的であつ
た。例えば、「ネL儀」の内容に含 まれ るマナーは、教わった り、マナーが求められ
るよ うな場 を経験 した りしなければ気づかない ものであ り、身に付 けにくい もの
である。 このことか ら、「ネL儀」は教 えた り体験 させた りすることで学ばせ るとす
る意識 を多 くの教員が持つ もの と考 えられた。
表3-3-③ 「ネL儀」の指導に取り組む際の方法
分 類    件 具 体 例
・食べる時のマナーなどを説明しながら食事村 る
教える          8  ・就労に向けて礼儀の大切さを伝える
・登下校指導で交通マナーについて教える
体験させる         3  :香F紛鸞婁覆轟醤喬       ~を身に付ける
自然と学ばせる      2  ・他者との関わりの中で自然と学ばせる
1  ・食事中、望ましい食べ方をしている生徒をほめる
考えさせる         1  ・具体的な場面でどうすればよいか拷 えさせる
見せることで気づかせる   1  ・教師が手本を見せる
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4。 道徳の時間の指導に用いたい指導方法・学習活動について 【問 3】
この間は、軽度知的障害の生徒 に対す る道徳 の時間の指導 に用いたい指導方
法・学習活動について回答 を求めた ものである。九つある選択肢の中か ら五つ以
内で選択す るもの とした。
「学習 ノー ト0学習プ リン ト」が最 も多 く、24名(82.8%)、次いで 「プログラ
ムや集団ゲーム」が 22名(75。9%)、「話 し合い(小集団 0ペア)」 が 20名(69,0%)
とい う結果であつた(図 14)。選択の理由については、間に含 んでいなかつたため
推測の域 を出ないが、ノー トやプ リン トを使用すれば学習の跡が残 りやす く、 ど
の よ うなことに取 り組んだのかについて振 り返 りやす くなるため、多 く選択 され
た もの と考えられた。「プログラムや集団ゲーム」については、ソーシャルスキル
トレーニングを想定 して選択 されたのではないか と考え られた。実際に動 きを伴
いなが ら指導 を進 めることが効果的 とす る意識 の表れであろ う。「話 し合い(小集
団・ペア)」 は、小・ 中学校教員調査 において最 も多かつたものである。特別支援
学校(知的障害)高等部においても上位 には挙がつたが、「学習プ リン ト0学習 ノー
ト」や 「プ ログラムや集団ゲーム」 よ り下回つた ことは、話 し合 うとい う学習活
動が生徒たちにとつて難 しいのではないか との懸念があつたもの と推察 された。
話し合い (小集団 ロペア)
話し合い (討論)
学習ノート・学習プリント
プログラムや集団ゲーム
模擬体験・追体験
役割演技や劇遊び
講師やゲスト
調査 口観察
その他
図14 道徳の時間の指導に用いたい指導方法・学習活動
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5。 道徳の時間の指導の評価材料について 【間 4】
この間は、軽度知的障害の生徒 に対す る道徳の時間の指導の評価材料 について
回答 を求めた ものである。九つある選択肢の中か ら四つ以内で選択す るもの とし
た。 なお、 この間における評価 とは、道徳の時間の指導が生徒 に与える影響やそ
れに伴 う生徒の変化 を、 どのよ うに把握す るのか とい うことを意味 している。
「授業中における生徒の話す内容」が最 も多 く、23名(79,3%)、次いで 「授業
後の学校生活における生徒の話す内容」が 20名(69.0%)、「授業中における生徒の
書 く内容」が 17名(58.6%)とい う結果であつた。授業中の発表や授業後の生徒同
士または生徒 と教員 との会話等、話す内容が生徒の変化の表れ として教員に注 目
されやすいことが うかがわれた。一方、「授業の前後にアンケー トを実施 し、その
結果」や 「授業の前後に道徳性発達検査を実施 し、その結果」を選択 した教員は
ほとん どなかつた。
授業中 話す内容
授業中 書く内容
授業中 その他の様子
授業後の学校生活 話す内容
授業後の学校生活 書く内容
授業後の学校生活 その他の様子
授業前後 アンケート
授業前後 道徳性発達検査
その他
図15 道徳の時間の指導の評価材料
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6。 道徳の時間の指導に用いたい読み物資料について 【問 5】
この間は、軽度知的障害の生徒 に対す る道徳の時間の指導の際、用いたい読み
物資料 について回答を求めたものである。小・ 中学校教員調査において効果的で
あるとされた読み物資料か ら人つの資料 を取 り上げ、それ ら一つ一つにつ いて、
「使用 したい」、「どちらか とい うと使用 したい」、「どちらか とい うと使用 したく
ない」、「使用 した くない」のいずれかを選択す るもの とした。
小・中学校教員調査において、小学校の 97.0%、中学校の 89。9%が道徳用副読
本 を道徳の時間の指導に使用す る教材 として挙げてお り、小 0中学校 においては
読み物資料の使用が一般的であることが分かる。また、「児童生徒の現実の生活そ
のものについて扱 うより、少 し離れた読み物資料の中の出来事を扱 う方が、安心
して 自分の思いや考えを語 り合 うことができる」(渡辺,2012)や、「優れた読み物資
料は児童生徒の経験 を拡大 し、様 々な場面や状況に応 じた行為のあ り方や考え方
を理解 させ る」(村田,2009)といつた指摘 もあ り、道徳 の時間の指導 における読み
物資料の使用には一定の意義があるとされている。
一方、調査 1の結果か ら分かるように、特別支援学校(知的障害)高等部において
は、読み物資料 を使用 した道徳の時間の指導は一般的ではない。そ こで、読み物
資料 の使用に関 して教員は どのような考えを持 つているのかについて明 らかにす
るために設定 した間である。 なお、質問紙には各資料の対象学年 とあ らす じを記
載 した。
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(1)「カーテンの向こ う」
対象は中学校であ り、温かな人間愛を主題 としている。「使用 したい」 と「どち
らか とい うと使用 したい」を合わせ ると 8名(16.7%)、「どち らか とい うと使用 し
た くない」と「使用 した くない」を合わせ ると21名(70,0%)とい う結果であつた(図
16--1)。
この資料には、主人公が登場人物の一人の死を願 う場面等が描かれてお り、そ
の登場人物が亡 くなる展開 となつている。 こ ういつた内容 を生徒たちが どのよ う
に受 け止 めるのか とい うことについて不安を抱 くためか、使用に否定的な傾 向が
強かつた。
図16-1 「カーテンの向こう」
口使用したい
口どちらかというと使用したい
口どちらというと使用したくない
■使用したくない
■回答なし
100(%)
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(2)「足袋の季節」
対象は中学校であ り、良心に恥 じない生き方を主題 としている。「使用 したい」
と「どちらか とい うと使用 したい」を合わせ ると 17名(56.6%)、「どち らかとい う
と使用 した くない」 と「使用 した くない」を合わせ ると 11名(36.7%)とい う結果
であつた(図16-2)。
この資料には、人か ら与えられた優 しさを今度は 自分が誰かに与えたい と考 え
る主人公の姿が描 かれてお り、「どちらかとい うと使用 したい」 とす る回答が多 く
見 られた。 しか し、おつ りを多 く受 け取つて も言い出せなかつた主人公の行動に
ついて、生徒に どのよ うに伝 えるのか といつたことや、貧 しくて足袋が買えない
といつた背景が生徒 には想像 しに くいのではないか とい う懸念か らか、使用に否
定的な回答 も一定数見 られた。
図16-2 「足袋の季節」
口使用したい
口あ らかというと使用したい
口島 らかというと使用したくない
ぜ使用したくない
■回答なし
■00 (%)
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(3)「元 さん と二通の手紙」
対象は中学校であ り、法やきま りの遵守、誠実 さを主題 としている。「使用 した
い」と「どちらかとい うと使用 したい」を合わせ ると 17名(56.6%)、「どちらか と
い うと使用 した くない」 と「使用 した くない」を合わせると 11名(36.7%)とい う
結果であつた(図16-3)。
この資料 には、小 さな子 どもの兄弟への同情心か ら仕事のきま りを破 り、解雇
となる主人公が描かれているが、きま りをやぶつたことによ り子 どもの親 か ら感
謝 され る様子 も描かれている。主人公 はどうい う行動 をとるべきであつたのか と
い うことについて葛藤 させ ることをね らい とす る資料であるが、そのよ うな学習
活動が生徒 に適 当であるか どうかは意見が分かれ るとことであると考え られ る。
そ ういつた教員の迷いを反映 したためか、「どちらか とい うと使用 した くない」 と
する回答が半数近 くを占めた。
口使用したい
口どちらかというと使用したい
口どちらかというと使用したくない
口使用したくない
●回答なし
図16-3 「元さんと二通の報
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(4)「手品師」
対象は小学校高学年であ り、誠実 さや信頼 を主題 としている。「使用 したい」は
0名であつたが、「どちらか とい うと使用 したい」は 16名(53.3%)であ り、「どち
らか とい うと使用 した くない」 と「使用 した くない」を合わせ ると 12名(40.0%)
とい う結果であつた(図16-4)。
この資料には、悩んだ末に仕事の大 きなチャンスよりも小 さな男の子 との約束
を選ぶ主人公の様子が描かれてお り、小・ 中学校教員調査においては、小学校高
学年段階の読み物資料の中で最 も効果的だ とされた資料であつた。 しか し、特別
支援学校(知的障害)高等部の教員では同様の結果 とな らなかつた。
口使用したい
口どちらかというと使用したい
口どちらかというと使用したくない
口使用したくない
●回答なし
図16-4 『手品師」
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(5)「ロレンゾの友達」
対象は小学校高学年であ り、信頼や友情を主題 としている。「使用 したい」と「ど
ちらか とい うと使用 したい」を合わせ ると 11名(36。7%)であ り、「どちらか とい う
と使用 した くない」 と「使用 した くない」を合わせ ると 17名(56.6%)とい う結果
であつた(図16-5)。
この資料は、友情 とは何かについて生徒たちに深 く考 えさせ ることができると
い う特徴があ り、そのため小・ 中学校教員調査では、効果的だ とす る回答が二番
目に多い読み物資料であつた。しか し、特別支援学校(知的障害)高等部の教員の間
では使用に否定的な回答が半数 を超 えるとい う結果 となつた。罪 を犯 した友だち
に対 して、 どうい う行動を取 るべきか とい う葛藤 を起 こす ことが資料のね らいで
あるが、そのよ うな状況を想像 した り、意見を持 つた りす ることが生徒 にな じむ
か どうか とい う懸念があるのではないか と思われた。
図16-5 「ロレンゾの友達」
口使用したい
口どちらかというと使用したい
口どちらかというと使用したくない
日使用したくない
●回答なし
100(%)
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(6)「ブラッ ドレーの請求書」
対象は小学校 中学年であ り、家族愛 を主題 としている。「使用 したい」 と「どち
らか とい うと使用 したい」を合わせ ると 12名(40.0%)であ り、「どちらか とい うと
使用 した くない」 と「使用 した くない」を合わせ ると 16名(53.3%)とい う結果で
あつた(図16-6)。
この資料 は、家族が 自分に して くれている様 々なことを改めて振 り返 り、その
愛情に気づいた り感謝の気持 ちを育んだ りす ることをね らい としているが、使用
に否定的な回答がやや多 く見 られ る結果 となつた。現代においては家族のあ り方
も多様化 してお り、ひ とり親であつた り、両親以外の大人が保護者 となるケース
もあつた りす ることか ら、道徳に限 らず、家族 を扱 う教材 には配慮が必要 となる
ことが往々に してある。特別支援学校(知的障害)高等部において も例外ではな く、
家庭環境 に問題 を抱 える生徒が少な くない現状を鑑みて、使用に肯定的にな りに
くかつたことが考えられ る。また、間 1において 「家族愛」はほとん ど選択 され
なかつた内容項 目であつたこととも一致 した傾向であつた。
口使用したい
口どちらかというと使用したい
口どちらかというと使用したくない
口使用したくない
■回答なし
図16-6 「プラッドレー の請求書」
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(7)「雨のバス停留所で」
対象は小学校 中学年であ り、公徳心や規則尊重を主題 としている。「使用 したい」
と「どちらか とい うと使用 したい」を合わせ ると21名(70.0%)であ り、「どちらか
とい うと使用 した くない」と「使用 した くない」を合わせ ると8名(26。7%)とい う
結果であつた(図16-7)。
この資料は、順番 を守 るといつた基本的なルールの大切 さについて考 えさせ る
ものであ り、順番 を抜か してバス停 に並ぼ うとした主人公が、母 に制止 され るこ
とによ り自分の行動 を振 り返 る様子が描かれている。実際に遭遇 しそ うな場面設
定であることや、伝 える道徳的価値が明確であることか ら、教員に使用 しやすい
と感 じさせたことが うかがわれ る。また、間 2では教員の多 くが学校の教育活動
全体 を通 じた道徳教育で行 う内容 として公共におけるルール を挙げてお り、そ う
いつた面か らも使用に肯定的な回答が集まったもの と考えられ る。問 5で取 り上
げた人つの読み物資料の中では最 も人気の資料 となつた。
口使用したい
口どちらかというと使用したい
口どちらかというと使用したくない
3.3日使用したくない
■回答なし
図16-7 「雨のパス停留所で」
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(3)「は しの うえのおおかみ」
対象は小学校低学年であ り、思いや りや親切 を主題 としている。「使用 したい」
と「どちらか とい うと使用 したい」を合わせ ると 18名(60.0%)であ り、「どち らか
とい うと使用 した くない」 と「使用 した くない」を合わせ ると ll名(36.7%)とい
う結果であつた(図16-8)。
この資料には、相手に親切 に された ことをきつかけに、親切 にされ る喜びを知
り、 自分 も誰かに親切に してみた ところ良い気持 ちになつた とい う主人公の様子
が描 かれている。使用に肯定的な回答が半数以上 となつたが、否定的な回答 も一
定数見 られた。小学校低学年が対象 とい うこともあ り、高等部の生徒に対 して使
用す ることについて抵抗を感 じた可能性 もある。
口使用したい
口どちらかというと使用したい
口どちらかというと使用したくない
口使用したくない
■回答なし
図16-8 「はしのうえのおおかみ」
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7.特別支援学校(知的障害)高等部における道徳教育について 日頃感 じていること
(難しさやな じみにくさ等)【問 6】
この間は、特別支援学校(知的障害)高等部における道徳教育について 日頃感 じて
いること(難しさやな じみにくさ等)について 自由な記述を求めたものである。記述
されたものの中か ら、一つの主張を含んでいると考え られ るまとま りを 1件とし
て抽 出 し、カテ ゴリー分類 した。抽 出 0分類作業にあたつては、筆者及び特別支
援教育専攻の大学院生 1名の計 2名で行 つた。
カテ ゴリーは大きく七つに分けることができ、それをさらに 2～5の小カテ ゴリ
ーに分類するとい う形で整理す ることができた。件数の多いカテ ゴリー順に、「道
徳の時間の指導に関す ること」27件(40.3%)、「教員に関す ること」10件(14.9%)、
「教材に関すること」9件(13.4%)、「生徒の障害特性に関す ること」8件(11.9%)、
「指導内容に関す ること」8件(11.9%)、「評価に関す ること」3件(4.5%)、「その
他」2件(3.0%)とい う結果であつた(図 17)。
図17 道徳教育について日頃感じていること
「道徳の時間の指導に関す ること」における小カテゴ リーでは、「道徳の時間の
指導の必要性 に疑間を感 じる」や 「学校の教育活動全体を通 じた道徳教育の方を
よ り大切 に したい」 といつた、道徳の時間の指導に対す るやや否定的な意見が多
く見 られ、その理由 として「生徒の実態により道徳の時間の指導が難 しい」や「学
校の体制により道徳の時間の指導が難 しい」 といつた意見が多 く挙がつた(表 4)。
この結果 と道徳の時間の指導の実施が積極的に実施 されに くい現状 とは、お互い
に影響 を及ぼ し合 つていることが うかがわれ る。「知的の程度が様々な生徒が混在」
していることや 「『 道徳』 とい うことばの理解 自体難 しい生徒が多い」 ことが、道
???
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徳の時間の指導を実施す ることの難 しさの要因 とする考えが見 られた。また、「知
的障害の生徒 には、時間に とらわれず に道徳 を指導 していかなけれ ばならない」
のよ うに、知的障害のある生徒 に対す る効果的な教育 を考えた時、道徳の時間の
指導にこだわらない方が良い とす る考えも見 られた。
一方、実施す る際には 「他の教科 0領域 と関連 させ なが ら実施すべ き」 とする
意見があ り、道徳教育 とい う特性上その方が効果的であるとい う考 えと、知的障
害のある生徒への教育では、様 々な場面で繰 り返 し指導 してい くことで身 につ く
とす る考えのどちらにも通 じる意見であると考 えられた。
表4 道徳の時間の指導に関すること
分 類 具 体 例
道徳の時間の指導の必要性に
疑間を感じる
学校の教育活動全体樋 じた
道徳教育の方をより大切にしたい
生徒の実態によリ
道徳の時間の指導が難しい
学校の体制により
道徳の時間の指導が難しい
他の教科・領域と関連させながら
実施すべき
・知的障害の生徒には、時間にとらわれずに道徳を旨導していかなけれ
ばならない
。道徳的な内容補 導する場面が学校生活の中で多く存在するため、時
間を設定した指導の必要性をあまり感じない
・一斉授業では、教員側からの一方的な指導になつてしまう
・日々の学校生活の場面で、道徳的価値れ かヽにして生徒たちに伝えて
いくかが大切である
・時間を設定するより、学習や生活の場面でその都度指導節 うよう:こし
ている
・知的の程度が様々な生徒が混在しており、一斉授業は成り立たない
・道徳の時間の指導が可能な生徒と難しい生徒がいる
・「道徳」ということばの理解自体難しい生徒が多い中で、「道徳」という
授業は設定しにくい
・時間割の中で「道徳」を設定するところから困難である
・時間と教員数に余裕がない
・行事等が多く、特設の「道徳」を設定することは難しい
口「自立活動」「国語」「社会」とも関連させながら道徳の時間の指導を行う
必要がある
・職業教育の一環として、道徳の時間の指導桁 う
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「道徳の時間の指導に関す ること」以外のカテゴリー としては、道徳の時間の
指導 を難 しくさせていると考え られ る 「生徒の障害特性」の内容や 、その よ うな
障害特性のある生徒たちへの 「指導内容」や 「教材」、「評価」をどのように考え
ればよいか分か らない とす る意見が挙がつた。また、道徳教育を行 う上では 「教
員の人間性が重要である」 といつたよ うに、十分な研鑽を積 んだ教員である方が
良い との考えも見 られた。
表5 教員口教材・生徒の障害特性・指導内容・評価等に関すること
分 類 件 具 体 例
教員
道徳教育に対する意識に関する意見
教員の人間性が重要である
・教員同士が情報交換し共通理解細 りながら、指導の
方向性を ろえることが必要
口自分が行つている指導が道徳教育に通じるという意識
が少ない
・教員自身が心豊かに生活していかなければ、「豊かな
心」等について教えることはできない
・教員自身の人間性を高めることが必要
教材 適切な教材が分からない・見当たらない
口適切な副読本がない
・生徒の障害の幅が大きく、同じ教材を睫用した授業は
難しい
・多様な障害の状況に対応できる教材選定は難しい
???
日常生活への般化が難しい
他人の気持ちの理解や自分の気持ちの
表現が難しい
繰り返し取り組むことが必要
・授業で学んだ道徳観盤 際に行動に移すことが生徒に
とつて難しい
・自閉傾向の生徒は、他人の気持ち雄 し量ることが難
しい
口自分が感じている気持ちがあつたとしても、それを表現
することが難しい生徒が多い
。何度も繰り返し行わなければ身につかない
指導内容
:適切な指導内容が分からない
具体的で身近な指導内容が適している
・どのような内容にすべきか迷う
・目標を定めるのに迷う
。生徒の実態が異なるため指導内容の設定が難しい
・具体的に「○○の場面」「君ならどうするJという問いかけ
が適している
・生活の中で生きる道徳にするためには、身の回りの
出来事が題材にしやすい            _
評価
道徳性は評価できるのか疑問
道徳性の評価方法が分からない
・意欲口関心口態度以外は評価にそぐわない
・何をもって人間性を評価するのか
・思いや考えを表現できる生徒とできない生徒がいる中で
どのよう観点で評価をすればよいのか分からない
・他校の実践例を知りたい
。通常の高校には「道徳」はないが、特別支援学校(知的
障害)高等部にはある
その他
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第 4節 まとめ
調査 2により、特別支援学校 (知的障害)に勤務する教員の高等部における道徳教
育に関す る意識の一端を把握す ることができた。
学校の教育活動全体を通 じた道徳教育は、 日常的には学級活動等 を指導の機会
としていることが明 らか となつた。また、校外学習や行事、産業現場等における
実習 といつた特別な機会 を提 えて指導す るとした意見 も多 く見 られ た。指導の内
容項 目としては、「基本的生活習慣 。節度・節制」、「役割 と責任」、「ネL儀」、「思い
や り 。親切」等が重視 されやすい傾 向にあ り、これ らの内容項 目については実施
もされやすいことが うかがわれた。指導の方法については、「見せ ることで気づか
せ る」、「教える」、「話 し合わせ る」等が見 られ、指導す る内容項 目によつて方法
を変えていることもうかがわれ る結果であつた。
また、軽度知的障害の生徒 に対す る道徳の時間の指導方法 0学習活動 としては、
「学習 ノー ト・学習プ リン ト」を使用す るとい う意見が最も多かつた。これ は「学
習 ノー ト・学習プ リン ト」が、生徒の学びに適 してい るとす る考えの表れ ととら
えられ る一方、他に適 当な指導方法 0学習活動が想定できなかつた ことの表れで
もある可能性は否めない。
評価材料 については、生徒の話す内容 に着 日しやすい傾向が読み取れた。 これ
は生徒 に とつて 自分の思いや考 えを表現す る方法 として、話 しことばが他 の表現
方法 と比べて行いやすい と考え られ ることによるものであろ う。「アンケー ト」や
「道徳性発達検査」については、質問内容を正 しく理解 し、 自分の考えを適切に
表現す ることが求め られ ることか ら、生徒に とつて適 した評価材料 とは考 えにく
かつたよ うである。また、「『 アンケー ト』や『 道徳性発達検査』の結果が表すも
のが、生徒の道徳性 を測 つた もの といえるのか どうかについて確信 が持てない」
とす る意見も見 られた。
読み物資料の使用については、「使用 したい」や 「使用 した くない」 とい うはつ
きりとした回答が全体的に少な く、「どちらか とい うと使用 したい」や 「どちらか
とい うと使用 した くない」が選択 されやすい傾 向であつた。 これは、道徳 の時間
の指導に限 らず、読み物資料 を使用 して授業 を進めるとい うことが特別支援学校
(知的障害)高等部においては稀であるため、読み物資料 を使用 した授業 自体が可能
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であるのか どうかについて明確 な考えが持てないことの表れではないかと考 えら
れた。その上、道徳 とい う領域の特性上、気持 ちの読み取 りやその理解が求めら
れ るとなれば、他人の気持 ちの理解等 に困難がある生徒に対す る教材 として適切
であるか どうかの判断は、 さらに難 しくなることが推察 され る。そのような中で
も、伝 えるべ き道徳の内容項 目がはつき りとしている(答えがはつき りしている)
資料や、対象学年が小学校低 。中学年程度の資料であれば、使用に肯定的になり
やすい傾 向が見 られた。反対に、病気や死、犯罪、解雇 といつたネ ガティブな印
象 を与えやすいことばを含んだ資料は避 けられ る傾 向にある とい う印象を持 つた。
ところで、本調査で取 り上げた読み物資料は、わずか八つではあつたが、小・
中学校教員調査において 「手応 えがあった、子 どもの考えが深 まったなど、効果
的だ と思われた資料」 として上位 に挙がつた ものばか りであつた。永 田(2013)は、
このいずれ もが 「多 くの教師の評判 に支えられ」、複数の道徳副読本 に取 り上げら
れている 「定番資料」であると述べている。 しか しなが ら、本調査の結果では、
積極的に使用 したい とする回答 はあま り見 られなかつた。ここに、特別支援学校(知
的障害)高等部における道徳の時間の指導に関す る教員の意識 の特徴 が、一つ見出
せ るもの と考える。
特別支援学校(知的障害)高等部にお ける道徳教育について 日頃感 じてい ること
としては、「道徳の時間の指導に関す ること」が最も多 く「道徳の時間の必要性に
疑間を感 じる」や 「生徒の実態によ り道徳の時間の指導が難 しい」等、実施 に対
してやや否定的な意見が大半を占めていた。また、道徳教育 を行 う教員の人間性
が問われ、心豊かな生活が求め られ るとの考 えも一部見 られた。 こ ういつた意識
の高 さは重要であると同時に、道徳の時間の指導の実施に対す るハー ドル の一つ
となっていると考 えられた。
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第 4章
調査 3
特別支援学校(知的障害)高等部 にお ける
道徳 の時間の指導 に関す る教員 の意識
第 1節  問題 と目的
調査 2では、特別支援学校(知的障害)に勤務する教員に対 し、高等部における道
徳教育に関す る意識についての質問紙調査を実施 した。
学校の教育活動全体を通 じた道徳教育は、「基本的生活習慣 0節度・節制」や「役
割 と責任」、「ネL儀」、「思いや り・親切」等が重視 されやすい傾 向にあ り、これ らは
実施する内容項 目としても上位であることが明 らかとなった。指導の機会は、「学
級活動」や 「校外学習」、「行事」、「産業現場等における実習」とい う意見が多 く見
られ、方法は、「見せ ることで気づかせ る」、「教える」、「話 し合わせ る」等が重視
されていることが示 された。
また、軽度知的障害の生徒 に対す る道徳の時間の指導の実施に関す る意見の収
集 を試みた ところ、指導方法・学習活動については「学習ノー ト・学習プリン ト」
を使用す ること、評価 については生徒の話す内容に着 目すること、読み物資料につ
いては小学校低 。中学年対象のもので、なおかつ生徒に伝 えるべき内容が明確なも
のであれば使用 したい とする傾 向が認 め られた。以上のように、調査 2を通 して、
特別支援学校(知的障害)に勤務する教員の、高等部における道徳教育に関す る意識
の一端 を明 らかにす ることができた。
一方、特別支援学校(知的障害)高等部における道徳教育に関 して 日頃感 じている
こととしては、「道徳の時間の指導の必要性に疑間を感 じる」等、実施についてや
や否定的な意見が多 く見 られた。調査 2において対象 となった教員 が勤務する学
校の大半(36校中 33校)は、道徳の時間の指導を実施 していなかつた ことか ら、対
象 となつた教員の多 くは、実施についての具体的なイメー ジが持ちにくい中で回
答を行つた と思われ る。そ ういつたことが、道徳の時間の指導の実施 に対す る前向
きな回答が得 られにくかつた要因の一つではないかと考える。ただ し、調査 1に
おいて全国の特別支援学校(知的障害)高等部における道徳の実施状況が 2割程度
であつたことを鑑みると、調査 2で得 られた結果は全国的な様相 を反映 している
とも考えられた。
こういつた現状を踏まえた上で、特別支援学校(知的障害)高等部における道徳の
時間の指導の実施 について具体的な検討 を進 めるためには、道徳の時間の指導の
実施 に携わつた経験がある教員の意識 を調査す ることが必要である と思われた。
?
?
?
?
そこで本調査では、特別支援学校(知的障害)高等部において道徳の時間の指導の
実施 に携わつた教員の道徳教育に関す る意識 を把握す ることを目的 とする。 この
調査 を通 して、現場の教員が感 じている道徳の時間の指導 を実施す ることの意味
や意義を見出せるものと期待す る。
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第 2節 方法
1,調査対象
調査 2において、道徳の時間の指導を実施 しているとした特別支援学校(知的障
害)の中か ら 1校を選択 し、その学校に勤務す る教員の うち調査に応 じるとした教
員 とする。なお、以下の 4点を満たす教員に限る。
1)特別支援学校(知的障害)において高等部の生徒を指導 した ことがある。
2)特別支援学校(知的障害)において軽度知的障害の生徒 を指導 した ことがある。
3)特別支援学校(知的障害)において道徳の時間の指導に主指導者、もしくは副指
導者 として携わつたことがある。
4)特別支援学校(知的障害)における道徳教育について研究を行つている、または
興味・関心がある。
2.調査方法
グループインタビュー法によるインタビュー調査を行 う。安梅(2001)は、グルー
プインタビュー法について「グループ として意見を構築できる」ことや「相互作用
による意見の引き出 しができる」こと、「自発的な発言を引き出す」 こと等 をメリ
ッ トとして挙げてお り、「対象者の『 なまの声』を直接反映」するための質的な情
報把握の方法 として適 していることを示 している。この方法を用いることで、道徳
の時間の指導を実施 している学校に勤務する教員の「なまの声」か ら、道徳 の時間
の指導を実施す ることの意味や意義を見出せ ることが期待できる。
あ らか じめ作成 したインタビューガイ ド(資料 5)に沿つて 90分間の話 し合いを
求め、その様子をビデオ、ボイスレコーダー及び筆記 によつて記録す る。インタビ
ューのスタ ッフは、司会者 1名(特別支援教育専攻の大学教員)と記録者 1名(特別
支援教育専攻の大学院生)とする。
3.調査実施 日
調査実施 日は 2013年10月 10日とす る。
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4.調査内容
イ ンタビューガイ ドに記載す る質問項 目については、道徳 の時間の指導 を実施
す ることの意味や意義を把握す るとい う目的に沿 うよ う配慮 して筆者が原案 を作
成 し、特別支援教育専攻の大学教員 1名と検討 を重ねて決定す る (表6)。
表6 インタビュー ガイドに記載する質問項目
1 露鮨
知的障害)において、これまでに行われた道徳の時間の手旨導の中で、印象に
2言卍覆暦重歴雰理撃青認京電)琥濯1雲製ず導が行われている時、または行わ
3肥覆臓瞥程男曙壇議覗葬議枯二著鰤昇R輩讐馨Y冒:雪Fいる時、または行わ
4 今後、特別支援学校(知的障害)高等部において道徳の時間の指導を行う際、大切にしたいこと
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第 3節  結果 と考察
1.調査対象者について
第 2節の 1に示 した 1)～4)の条件 を満たす 6名の教員 を調査対象者 とした(表
7)。
表7 調査対象者プロフィー ル
特別支援学校(知的障害)
経験年数
高等部   道徳の時間 校内道徳研究班
経験年数   主指導経験   所属経験
5年① なし なし
あリ あり8年11年②
③ 13年 12年 あり あり
④ 21年 5年 なし なし
11年⑤
0年
(高・部活指導あり) あり あり
あり
2.分析方法について
ビデオ等によつて記録 されたものか ら逐語録 を作成 し(資料 6)、その中か ら一つ
の主張を含んでいると考えられ る発言 を 1件として抽 出し、カテゴリー分類 した。
なお、司会者の発言は除 くもの とした。抽出 0分類作業にあたつては、筆者及び特
別支援教育専攻の大学院生 3名の計 4名で行 つた。
3,結果の概要
インタビュー全体で、265件の発言が抽出・分類 された。カテゴリーは大 きく五
うに分けることができ、それをさらに 2～4の小カテ ゴリーに分類す るとい う形で
整理す ることができた。
件数の多いカテ ゴリー順に、「特別支援学校(知的障害)高等部に在籍す る生徒の
現状 と教育内容に関する発言」69件(26.0%)、「道徳の時間の指導の内容 0方法・
教材等に関する発言」69件(26.0%)、「道徳の時間の指導の効果や影響に関す る発
あり2年5年⑥
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言」67件(25.3%)、「道徳の時間の指導において大切に したいことに関す る発言」
32件(12.1%)、「知的障害の程度が重度な生徒に対す る道徳の時間の指導に関する
発言」28件(10.6%)とい う結果であつた(図 18)。
以下に、カテゴリー ごとの結果 を記述する。なお、各カテ ゴリー内において発言
頻度が 10%を超 えたものについては、表中の数値にアンダーライ ンを引いてお く
ものとす る。
図18  インタビューで得られた発言内容の全体結果
4.特別支援学校(知的障害)高等部に在籍す る生徒の現状 と教育内容 について(表8)
(1)生徒の実態
特別支援学校(知的障害)高等部では、知的障害の程度が軽度な生徒の在籍数が増
加 している(2.9%)中で、指導が困難な場合 も増加 している(7,2%)と感 じられ る。
生徒の実態 として、自分の気持ちをことばで表現す ることが難 しい(8.7%)、自分が
こ うしたい とい う思いだ けで動 きやすい(7.2%)、他人の気持 ちの理解 が難 しい
(4.3%)等があ り、こういつたことが指導の困難 さにつながつていると考 えられ る。
また、教員の声かけや支援 を待つている(2.9%)様子が 目立ち、じっくり迷つた り考
えた りす ることがあま りない(2.9%)とい う実態があることも示 された。 ヒン トを
与えれば自分の気持 ちを表現できる(2.9%)との声 も開かれた。
(2)生徒が 「分かる・理解す る」 とい うこと
特別支援学校(知的障害)高等部に在籍す る生徒の傾向 として、「分かつた」 と言
つていても分かつていないことがある(2.9%)ことが指摘 され、生徒が「分かつた」
と言 うことにどうい う意味があるのか とい うことについて、改めて考える必要が
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あるように思われた。実体験が伴 つて初 めて理解す る(2.9%)とも考 え られ ること
か ら、生徒 に気づかせたいことは教員が教 えてはな らない(1。4%)とす る視点 も語
られた。
(3)社会の様子 と高等部教育
社会が生徒の実態に合わせて くれ るとい うことは望 めない(2.9%)中で、生徒の
実態に合わないけれ ど社会では必要 とされ る教育内容 もある(11.6%)ことが示 さ
れた。高等部には後がない(2.9%)との考 えか ら、社会において必要 となることを学
校教育が受 け られ る間に取 り組み、いかに社会へ と移行 してい くかが高等部の課
題(1.4%)であるとい う。その一つ として、分か らないことや難 しいことと向き合つ
ていける心を養 うことが必要(2.9%)とす る考えが示 された。また、社会参カロについ
て、知的障害の程度 が軽度 な生徒だけでな く、重度 な生徒 に もさせ てい くべき
(4.3%)とす る意見が聞かれた。
(4)道徳の時間の指導が実施 され るようになつた経緯
これまでは、生徒の社会参力日のためには職業教育だけで良い(2,9%)とい う雰囲
気 があつた。 しか し、道徳的な基礎 があつて初 めてキャ リア教育 が実践 で きる
(2.9%)との考 えか ら、必要に迫 られて道徳の時間の指導を開始 した(4.3%)ことが
示 された。まずは高等部での実施か ら始ま り、小 0中学部へ と広がった(2,9%)。知
的障害の程度では、軽度 の生徒 か ら重度の生徒へ と実施 の広 が りを見せ ている
(2.9%)。
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表8 特別支援学校(知的障害)高等部に在籍する生徒の現状と教育内容に関する発言
カテゴリー 発言回数 発言頻度(%)
1.生徒の実態について
指導が困難な生徒が増加している
知的障害の程度が軽度な生徒が増加している
卒業後に社会生活を営む生徒が増加している
家庭環境に課題を持つ生徒が増加している
自分の気持ちをことばで表現することは難しい
自分がこうしたいという思いだけで動きやすい
g他人の気持ちの理解が難しい
h教員の声かけや支援を待つ
iじつくり迷ったり考えたりすることがあまりない
jヒントを与えれば自分の気持ちを表現できる
k多様な価値観齢 たせることは難しい
1表面的なおもしろさにとらわれやすい
m他学部の児童生徒との方が合う生徒がいる
生徒が『分かる・理解する」ということについて
a「分かつた」と言つていても分かつていないことがある
b実体験が伴って初めて理解する
c生徒に気づかせたいことは教員が教えてはならない
社会の様子と高等部教育について
生徒の実態に合わないけれど社会では必要とされる内容がある
知的障害の程度が重度な生徒も社会参加をさせるべき
社会が生徒たちの実態に合わせてくれるということは望めない
高等部には後がない
e分からないことや難しいことと向き合つていける心を養うことが必要
fいかに社会へと移行していくかが高等部の課題
g生徒の発達の実態に合わせることは必要
4.道徳の時間の指導が実施されるようになつた経緯について
a必要に迫られて道徳の時間の指導実施を開始した
b高等部から小・中学部へと広がつた
知的障害の程度が軽度の生徒から中・重度の生徒へと広がった
職業教育だけで社会に出すと考えてきた
道徳的な基礎があつて初めてキャリア教育が実践できる
教員に道徳の時間の指導が必要であるという認識が根付いていなかつた
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5,道徳の時間の指導の内容・方法・教材等について(表9)
(1)道徳の時間の指導の内容
生徒 の課題点か ら内容 を考える(4。3%)といつた意見や、社会生活 に必要な内容
(5.8%)に取 り組む といつた意見が聞かれた。具体的には自分の気持 ちを自分のこ
とばで表見 させ るような内容(10。1%)や、他人 とのや りとりに関す る内容 (5。8%)、
社会のルールやマナーに関する内容 (5。8%)等が挙がつた。良い 0悪いがはつき りし
ている内容(2.9%)について、一つ一つ教えてい くことが適 しているとい う意見が
認 め られ る一方、具体的な場面における対処法 を一つ一つ伝 えてい くことに意味
はない(7.2%)とす る意見 も聞かれた。
(2)道徳の時間の指導の方法や工夫
自分の意見を持たせた り表現 させた りす る(4,3%)活動や、読み物資料を読んで
気持 ちを考 えさせ る(2.9%)活動、SST(4.3%)、モラル ジレンマ (2。9%)が、方法 とし
て挙がつた。集団やペアの活動 を取 り入れた り(2.9%)実際の体験を通 して学ばせ
た り(2.9%)するといつた工夫点 も語 られた。また、答えのない授業展開はお もしろ
い(2.9%)とい う意見が聞かれたが、これは(1)において良い・悪いがはつき りして
いる内容が適 しているとした意見 と相反するものであると考えられた。また、「分
か らない」状態を体験 させ る(2.9%)ことが重要 とい う意見がある一方、生徒が「分
か らない」授業展開は生徒 も教員 もしん どい(4.3%)とする対立意見 も聞かれた。
(3)道徳の時間の指導の教材
読み物資料 を使用す る(2,9%)とい う意見 と、読み物資料 を使用す るのは難 しい
(1.4%)とす る意見 とが聞かれた。教材 として読み物資料を使用するとい うことに
ついて、対立する意見がある現状が うかがわれた。また、適切 な副読本が見つけに
くい とい う現状 を反映 してか、生徒に合 う副読本があれば良い(1,4%)とす る意見
も聞かれた。す ごろくを使用す る(1.4%)とい う意見もあつたが、これは遊び的な要
素を取 り入れなが ら、集団で取 り組む ことが可能である教材 として有効であると
思われた。
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(4)道徳の時間の指導に対す る不安
道徳教育について学んだ記憶があま りない(8.7%)ことによ り、指導に対す る自
信が持 ちに くいためか、道徳の時間の主指導を任 された ら戸惑 う(2.9%)とす る声
が聞かれた。道徳教育の実施に対す る教員の不安は、以前か ら指摘 されているとこ
ろであり、大関(2012)は、「公務分掌で『道徳』を担当することになった教師が困
惑の態度を示すような事態は、今でも決 して珍 しくない」としている。続けて、「そ
のような現状を容認できるものではない」とも述べている。
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表9 道徳の時間の指導の内容・方法・教材等に関する発言
析 ゴリー 発言回数 発言頻度(%)
1.道徳の時間の指導の内容について
自分の気持ちを自分のことばで表現させるような内容
社会生活に必要な内容
c社会のルールやマナーに関する内容
d他人とのやりとりに関する内容
e生徒の課題点から内容構 える
f良い・悪いがはつきりしている内容
g心の強さや柔軟さを鍛えるような内容
h具体的な場面における対処法」云える
i物事には良い面と悪い面があるということを伝える
j生徒の実態に合わないような内容もおもしろい
k具体的な場面における対処法を一つ一つ伝えていくことに意味はない
1気持ちを考えさせるような内容は合わない
2.道徳の時間の指導の方法や工夫について
a自分の意見を持たせたり表現させたりする
b SST(ソーシャルスキルトレー ニング)を行う
答えのない授業展開はおもしろい
実際の体験樋 して学ばせる
集団やペアの活動を取り入れる
モラルジレンマを取り入れる
g読み物資料を読んで気持ち考えさせる
h『分からない」状態林 験させる
i生徒が「分からない」授業展開は生徒も教員もしんどい
道徳の時間の指導の教材について
a読み物資料教 用する
bすごろくを使用する
c特別支援学校(知的障害)の生徒に合う副読本があれば良い
d読み物資料を用いるのは難しい
道徳の時間の指導に対する不安について
a道徳教育について学んだ記憶があまりない
b道徳の時間の指導の主指導雄 されたら戸惑う
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6。 道徳の時間の指導の効果や影響 について(表10)
(1)効果 を確認することの難 しさ
道徳 の時間の指導だけで生徒 は変わ らない(lo.4%)とす る意見が多 く聞かれた。
道徳 の時間の指導で扱 う内容 は、指導 したか らといってす ぐに効果が表れ るわけ
で はない(3.0%)との考 えか ら、今 指導 してい るこ とがいつ か役 に立て ば 良い
(4.5%)とい う心構 えで取 り組んでいるとの思いが語 られた。また、取 り組んだ内容
をどのように して定着 させ るかが課題(3.0%)とする意見も示 された。一方、そもそ
も効果 を確認する方法がない(6.0%)との指摘 もあつた。
(2)生徒への効果や影響
生徒同士で話 し合 う機会が増 えたこと(4.5%)や、 自分の意見が持 てるよ うにな
つたこと(1.5%)、行動の選択ができるようになつたこと(1.5%)が効果や影響 とし
て挙がつていた。しか し、全体 として生徒への効果や影響に関する発言は多 くはな
かつた。
(3)教員の変化
生徒 に考 えさせ た り決 め させた りす る機会 を増やす ようになつた(23.9%)とい
う意見が、教員の変化 として最 も多 く聞かれたものである。しか し、生徒に考えさ
せた り決めさせた りすることは大変だ(3.0%)とする指摘 もあつた。一方、教員同士
協力 して道徳の授業の準備や実施 をす るのが楽 しかつた(9,0%)や、教員同士が授
業の仕方や生徒 を見る目を鍛 え合っている(7.5%)、教員 同士の話 し合 う機会が重
要(6.0%)等、道徳 の時間の指導 を実施す るにあたつては、教員 同士がお互いに意識
し合つた り影響 し合つた りする状況が生まれやすいことが うかがわれた。また、授
業づ くりを通 して教員 自身が学んでいると感 じる(4.5%)等、道徳の時間の指導が
教員 としての学びの機会であると捉 え られ る傾 向にあつた。異年齢集団での学習
形態の重要性 を感 じた(7.5%)との指摘 もあつた。
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表10 道徳の時間の指導の効果や影響に関する発言
カテゴリー 発言回数 発言頻度(%)
1.効果を確認することの難しさについて
道徳の時間の指導だけで生徒は変わらない
効果雄 認する方法がない
今指導していることがいつか役に立てば良い
道徳の時間の指導の効果はすぐに表れない
取り組んだ内容をどのようにして定着させるかが課題
普段の生活の中で効果を確認する
g他の授業や日常生活と合わさつて効果が出る
h環境が良くないと取り組んだ内容が活かせない
生徒への効果や影響について
a話し合う機会が増えた
b自分の意見が持てた
o行動の選択ができた
教員の変化について
a生徒に考えさせたり決めさせたりする機会を増やすようになった
b教員同士協力して道徳の授業の準備や実施村 るのが楽しかつた
o教員同士が授業の仕方や生徒を見る目を鍛え合つていると感じた
d異年齢集団での学習形態の重要性を感じた
e教員同士が話し合う機会の重要性を感じた
f授業づくりを通して教員自身が学んでいると感じた
g生徒に考えさせたり決めさせたりするのは大変だと感じた
?
?
?
?
?
?
10.4
6,0
4.5
3.0
3.0
1.5
1.5
1.5
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?
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16
6
5
5
4
23.9
9.0
7.5
7.5
?
?
?
?
合 計 67 100.0
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7,道徳の時間の指導において大切に したいことについて(表11)
(1)主指導者 として大切にしたいこと
優 しくあたたかな雰囲気(15,6%)や「しんどいことは嫌」等の自然 な気持 ちを否
定 しない(15.6%)といつた意見が多 く見 られた。取 り組んだ内容の定着に向けて、
繰 り返 しや積み重ね(6.3%)を重視す る意見や、道徳の時間の指導だけで完結 しな
い とい う意識 (9。4%)も聞かれた。
(2)教員 自身の学びや成長
道徳の時間の指導においては、教員 の人生が授業に表れ る(9.4%)との考 えをは
じめ、教員が学んでいない と生徒を導 けない(12.5%)等、教員 自身の学びや成長が
必要 とす る考えが聞かれた。道徳の時間の指導の実践にあたつては、教員が悩むこ
とも少なくないが、そのような悩む姿を大切に したい(12.5%)とい う指摘もあつた。
また、各教員独 自の創意工夫や思いを反映 した授業が実施 されやい ことが影響 し
てか、挑戦的な授業が見 られて嬉 しい(6.3%)との思いも聞かれた。
表11 道徳の時間の指導において大切にしたいことに関する発言
カテゴリー 発言回数 発言頻度α)
1,主指導者として大切にしたいことについて
a優しくあたたかな雰囲気
b「しんどいことは嫌」等の自然な気持ちを否定しない
c道徳の時間の指導だけで完結しないという意識
d繰り返しや積み重ね
e生徒を年齢相応に認める
f「しんどいけれど頑張る」という気持ちをどのようにバランス良く伝えるか
2.教員自身の学びや成長について
a教員が学んでいないと生徒を尊けない
b教員の悩む姿を大切にしたい
c教員の人生が授業に表れる
d挑戦的な授業が見られて嬉しい
e道徳教育について学んでみようと思う
f色んな考え方の教員がいることが良い
4
4
3
2
1
1
15.6
15.6
9.4
6.3
3.1
3.1
12.5
12.5
9,4
6.3
3.1
3.1
合 計
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8.知的障害の程度が重度な生徒に対す る道徳の時間の指導について(表12)
(1)重度の生徒に対す る道徳の時間の指導に関す る思いや考え
重度の生徒に対す る道徳 の時間の指導は必要なのか(10,7%)と疑間を投 げかけ
る発言が一定数聞かれた。その中で、重度の生徒に対す る道徳の時間の指導は必要
(14.3%)とす る意見 と、それは難 しい(10.7%)ため、身近な 日常生活 に関す る指導
に重点を置 くべき(7.1%)とす る意見 とがあ り、賛否両論ある(3.6%)現状が読み取
れた。
(2)重度の生徒に対する道徳の時間の指導の具体的な内容
動作を伴い具体的な内容に取 り組む(21,4%)という意見や、「ありがとう」や「大
切」などシンプルなテーマで行 うといつた意見が聞かれた。また、集団授業の形式
を大切にする(7.1%)ことや継続的に取 り組む(7.1%)ことを重視するといつた意見
もあつた。
表12 知的障害の程度が重度な生徒に対する道徳の時間の指導に関する発言
カテゴリー 発言回数 発言頻度(%)
1.重度の生徒に対する道徳の時間の指導に関する思いや考え
a重度の生徒に対する道徳の時間の指導は必要
b重度の生徒に対する道徳の時間の指導は必要なのか
c重度の生徒に対する道徳の時間の指導は難しい
d重度の生徒は身近な日常生活に関する指導に重点雄 くべき
e重度の生徒にとつて道徳教育とは何か
f重度の生徒に対する道徳の時間の指導の実施については賛否両論ある
2.重度の生徒に対する道徳の時間の指導の具体的な内容
a動作を伴い具体的な内容に取り組む
b「ありがとう」や「大切」などシンプルなテーマで行う
o集団授業の形式を大切にする
d継続的に取り組む
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
14.3
10,7
10.7
7.1
3.6
3.6
21.4
14.3
7.1
7.1
合 計
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第 4節 ま とめ
調査 3により、特別支援学校(知的障害)高等部において道徳 の時間の指導の実施
に携わつた教員の意識 を収集 し、整理することができた。
特別支援学校(知的障害)高等部では、軽度知的障害の生徒が増加傾 向にあること
が示 され、井上 ら(2010)の指摘等 と一致 していることが確認できた。また、軽度知
的障害の生徒に対す る教育においては、特有の難 しさがあ り、就労や一人暮 らし等、
社会生活 を営んでい くケースが増加 したことによる新たな課題が見 出されいるこ
とが読み取れた。
道徳の時間の内容 0方法・教材 においては、自分のことばで 自分の気持ちを表現
す ることを重視す る傾向が認 め られた。菅野 ら(2007)は「アメ リカ合衆国では障害
児教育の分野において、 自己決定が重視 されている」 ことを踏まえて、「わが国に
おいて 自己決定 とい う概念や教育方法が浸透 しているとは言い難い」 ことを示 し
ていたが、本調査か らは道徳の時間の指導を通 して、自己選択や 自己決定を重視す
る傾 向にある教員の意識が見出 された。
また、本調査では、一つのことが らに対 し、教員間で相反す る意見が聞かれ るこ
とが多かったことが特徴的であつた。例 えば、道徳の時間の指導では、社会のルー
ルやマナー等、良い悪いがはつき りしていることを教 えるべ きだとす る意見 と、具
体的な対処法を教 えることに意味はない とす る意見が聞かれた り、生徒に「分から
ない」状態 を感 じさせ ることは意味があるとす る意見 と、「分か らない」授業展開
は教員 も生徒 もしん どい とい う意見が聞かれた りす るとい うことが認 められた。
道徳 の時間の指導の実施に伴 って、教員 同士の教育に対す る考 え方の違いが表面
化 しやすいことが推測 された。このことは、道徳の時間の指導の効果や影響が、教
員への影響 とい う視点で語 られ ることが多かったこととも関連 していると考 えら
れ る。
また、道徳の時間の指導の実施は、教員にこれまでの教育のあ り方 を振 り返 らせ、
気づきを促す とい う効果 もあることが示唆 された。例 えば、これまで生徒に考えさ
せた り決 めさせた りす る機会が少なかつたことに気づ き、増や してい こうとする
意識 につながるといつたこと等が確認できた。大切に したい こととして、道徳の時
間の指導 を実施す るにあたつて教員が悩む姿 と、それによる教員の成長が挙げら
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れていた点も注 目すべきであると考える。
一方、道徳の時間の指導の効果や影響について、生徒の変化 とい う視点で語 られ
ることは多 くなかつた。この要因 としては、生徒の変化が把握 しにくいことが考え
られた。本調査においては、生徒の変化 を把握する方法が分か らない ことや、指導
が直ちに生徒に変化 を促す とは考えにくいことが指摘 されていた。
知的障害の程度が重度な生徒 については、社会参加す るとい う意識 が中心に据
えられていることが うかがわれた。その中で、道徳の時間の指導を実施するのか、
必要であるのか とい うことについては意見が分かれ るところであつた。指導の内
容 としては、動作伴い、「あ りが とう」等のシンプルなテーマ実施す ることが望ま
しい とす る指摘があつた。
ま とめると、道徳の時間の指導が生徒 にどのような効果や影響 をもた らすかと
い うことについては、明確 な意義や意味が語 られにくかつたが、教員への効果や影
響 としては、悩む ことを通 した成長や これまでの自らの教育のあ り方 を振 り返る
きつかけとして有効であることが示 された。また、教員同士が協力 し合い、磨 き合
う機会にもつながることが示唆 された。特別支援学校(知的障害)高等部における道
徳の時間の指導 とはこうあるべ きといつた明確 なものは見出せ なかつたが、教員
に対 し、日の前の生徒にとつて何が必要か とい うことを考えさせ、そのことを通 し
て教員間の意見の相違を表面化 させ、葛藤を生み出させ るもの と考え られた。現場
では、そ ういつた葛藤 も経なが ら試行錯誤的に指導 を展開 している様子が うかが
われた。
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第 5章
総合考察
第 1節  特別支援学校(知的障害)高等部における道徳教育の現状
本研究における調査か ら、道徳の時間の指導の実施状況は 2割程度であ り、道
徳教育推進教師の配置の割合が低かつたこと等か らも、全体 としては、道徳教育
を取 り組むべき教育的課題の上位 に位置づけているとは言い難い現状が把握 され
た。
一方、学校の教育活動全体を通 じた道徳教育に関す る意識 は、道徳の時間の指
導 と比較す るとそれな りに高いことが示 された。そこでは、「基本的生活習慣・節
度・節制」や 「役割 と責任」、「ネL儀」、「思いや り0親切」等が重視 されやすい傾
向にあ り、これ らの内容項 目は、実施 もされやすいことが明 らか となった。指導
の機会は、「学級活動」や 「校外学習」、「行事」、「産業現場等における実習」 とす
るとい う意見が多 く、方法は、「見せ ることで気づかせ る」、「教える」、「話 し合わ
せ る」等が重視 されていることが認 め られた。
また、軽度知的障害の生徒に対す る道徳の時間の指導については「学習 ノー ト 0
学習プ リン ト」を使用す ること、評価については生徒の話す内容に着 目すること、
読み物資料 については小学校低 0中学年対象のもので、なおかつ生徒に伝 えるベ
き内容が明確なものであれば使用 したい とす る傾向が読み取れた。
しか し、全体 としては 「道徳の時間の指導の必要性 に疑間を感 じる」等 、実施
についてやや否定的な意見が多 くを占める現状 も把握できた。道徳教育は、特別
支援学校(知的障害)高等部において必要なもの、あるいは教育活動の中に位置づけ
るものであるとは捉 えられているものの、時間を設定 して指導す ることの意味や
意義については認識 されにくい現状であることが明 らか となつた。
道徳教育の 目標や取 り組むべ き内容等については、学習指導要領等によ り明確
にされているとは言 うものの、その捉 え方は教員によつて異な りやすい。さらに、
知的障害がある生徒たちへの道徳教育 を考えた時、そ こには独特の難 しさが存在
す ることは容易に想像できる。知的障害のある生徒一人一人の個別性 は、通常の
小 。中学校、あるいは高等学校 に在籍す る児童生徒 よ り大 きいことが考え られ、
それぞれに特有の困難 さがある。その中で、道徳教育の 目標 を何 とすべきか、ど
のよ うな内容 にすべきか等については苦慮す ることが明 らかであ り、それ らを反
映 した現状 となつていると言える。
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第 2節  特別支援学校(知的障害)高等部における道徳教育の意味 0意義
道徳の時間の指導 を実施す ることの意味や意義 として把握 できた ことは、教員
に葛藤や悩みを生 じさせ、それ らを通 して成長 を促す とい う点である。村井(1990)
は、「道徳教育を考えるとい うことは、私たち教師が、 自分 自身の存在意義 を、自
分 自身で確かめなが ら生きることを意味す る」 と述べている。実際に道徳 の時間
の指導 を実施 した学校の教員か らは、 自らの教育活動や生き方その ものを振 り返
る機会を持つた とい うような発言が聞かれている。「授業づ くりを通 して教員が学
んでいると感 じた」、「教員の人生が授業に表れ る」、「教員が学んでいない と生徒
を導けない」 といつた発言がその例である。
また、「生徒に考 えさせた り決めさせた りす る機会を増やす ようになった」 とい
う発言 も聞かれた。大関(2012)が「道徳教育の 目標は子 どもが 自ら生み出し実現す
るもの」であ り、「道徳教育において大切なことは、子 どもが 自ら作 り出す 日標 と
それを実現す る過程であ り、その過程 に対す る教師の働 きかけなのである」 と述
べていることとも通 じるものと思われた。また、上地(2012)は、「子 どもたちはそ
れまでの生活経験 を通 して、道徳 についての考え方 を未熟なが らもすでに形成 し
てもつている」 とし、「未熟な考 え方を発展 させ、多様 な観点から深 く考え判断で
きるようになること」が 目指 され るべ きであるとしている。
一方、道徳の時間の指導を実施す ることの意味や意義 として、生徒への影響や
それによる生徒の変化が語 られ ることはあま りなかった。 この要因 として、生徒
の変化 を把握す ることが難 しい ことが調査では挙がつていた。把握 が難 しい理由
としては、変化を把握す る適切 な方法が分か らないことや、道徳の時間の指導で
取 り上げた内容が直ちに生徒の変化へ とつながるとは考えに くいこ とが挙 げ られ
ていた。
しか し、生徒の変化を把握す ることが難 しい とい う意見は、非常に誠実で、ま
た重要なことでもあると思われた。道徳教育において、生徒 の何が、 どれ くらい
変化 したのかを測 ることの意味やその難 しさは、他の教科 0領域のそれ とは異な
るものであると考 える。そ もそ も私たちが沢1ることができるものは、表出 された
ことばや動作、もつと生体 レベルでは心拍数等、 日に見える形になつたもののみ
である。それ らは、ある一つの切 り口による断片で しかな く、測 りたいものの全
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てではない ことは、すでに承知 されているところであろ う。測 りたいものが道徳
性 とい う概念 のようなものであれば、 どのよ うな切 り口で、 どのよ うな断片 を見
るのか とい う判断は、なお難 しくなる。カロえて、特別支援教育の対象 となる生徒
の道徳性 となれば、難 しさも複雑化す ることが推察 され る。 しか し、そこをあえ
て、 どのよ うな切 り日が適切 なのか とい うことを問い続 け、そこか ら見える断片
をどう捉 えるのか とい うことと向き合 い続けるとすれば、それは意義深い ことで
あると考 える。
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第 3節  特別支援学校(知的障害)高等部における道徳教育あ り方
本研究を通 して得た、特別支援学校(知的障害)高等部における道徳教育のあ り方
として重要だ と感 じることを、四つに整理 し記述する。
一つ 目は、社会の中で生きる生徒像 を意識す るとい うことである。本研 究にお
ける調査では、これを念頭に置いて道徳教育の 目標 を設定 し、教育活動を展開し
よ うとす る教員の意識が読み取れた。そ して これは、軽度知的障害 の生徒 に限ら
ず、重度であつても同様 とす る考えも把握できた。道徳教育 を実施す るにあたつ
て、生徒の現在及び将来に とつて必要なことは何か と考える過程で、この意識が
明確化 されていつたもの と思われ る。 これは、道徳教育に限 らず、他の教科 0領
域 において も重視 され ることが推察 され、また、大切 にされ てい くべきであると
考 える。
二つ 目は、小 0中学校または高等学校において どの ような道徳教育を行 つてい
るのか とい うことと照 らし合わせなが ら、特別支援学校(知的障害)高等部における
道徳教育を考 えるとい うことである。本研究における調査では、小・ 中学校 と特
別支援学校(知的障害)高等部 との比較を通 した考察が中心 となつたが、それによつ
て特別支援学校(知的障害)高等部の特徴が見出せ ることも多かった。そこには、特
別支援学校(知的障害)高等部における教育 として培われてきた大切 なもの もあつ
たが、充実 0改善を要す る部分 もあつた と考 える。小 。中学校及び高等学校にお
ける道徳教育を真似た り、そのまま取 り入れた りす るとい うことではなく、視野
を広 げるとい う意味において、小 0中学校及び高等学校にお ける道徳教育 を参照
す る価値があると考える。特別支援学校(知的障害)高等部における道徳教育はどう
あるべきなのか とい うことを考 え続 けてい くことは、特別支援学校 (知的障害)の
小・中学部の教育のあ り方に示唆 を与 えるものであ り、同時に小・ 中学校 、及び
高等学校における教育のあ り方の検討にもつながるものと考 える。
二つめは、知的障害があるために行 うことが難 しい と考 え られ ることは、行わ
な くて も良い、あるいは行 うか どうか考 えな くても良いとい うわけではない とい
うことである。道徳教育のみな らず、その他 の教育活動についても言 えることで
あるが、知的障害のある生徒たちが行 えるのか どうかを十分 に考 えた末に行わな
い とす ることと、難 しい と予想 され るため最初か ら行わない とす ることとの間に
?
?
?
?
は大 きな差がある。精選す るとい うことばに甘ん じて検討 をおろそかに していな
いだろ うか と、常に問い続 けることが必要であると感 じた。
四つ 目に、道徳教育の実施 を通 して生 じる悩みや葛藤 を前 向きに捉 える とい う
ことである。本研究における調査では、特別支援学校(知的障害)高等部における道
徳教育については、「基本的生活習慣 0節度・節制」や「役割 と責任」、「思いや り・
親切」等 を重視す るとの傾 向が把握できた。 これが現場の声であ り、一つの答え
であると言 えるだろ う。つま りはそれ らが必要であると感 じさせ、重視す るに足
ると判断 させ るよ うな現場の状況があるとい うことである。 しか し、多 くの教員
が思つていることや多 くの学校が行つていること、あるいは行 つていないことが、
そのまま正解ではない との思い も、一方で持ち続 けたい。必要な内容項 目は何か、
適切 な教材 は どのようなものか、道徳の時間の指導の実施は必要なのか、 といつ
たことについて、それぞれの教員がそれぞれの意見を持ち、悩み、また、 このこ
とを契機 に教員間に葛藤が生 じることは、望ま しいことでもあると考 える。
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第 4節  今後の課題
本研究を通 して、特別支援学校(知的障害)高等部における道徳教育の全国的な実
施状況 を概観す ることができ、教員の意識 とい う視点か ら道徳教育の意味や意義
についても見出す ことができた。 しか し、調査の進 め方等については、い くつか
の点で課題 があ り、今後の研究において工夫 を要す ると考 え られたため、以下に
それ らを整理 して記述す る。
1.調査計画について
本研究では、調査 1において学校 における道徳教育の状況 を問い、調査 2にお
いて教員 の個人的な意識 を問 うとい うよ うに、明 らかにしたいことが質的に異な
っていたため、調査 1と調査 2を分 けて行 うこととした。 しか し、調査 1では、
間の数 をできる限 り減 らし、自由記述箇所を設 けない とい う工夫を施 したものの、
回収率は 54,2%と伸び悩む結果 となつた。また、調査 2では、調査 1において継
続調査に応 じるとした教員を対象 としたため、結果的に回答者 は 30名とな り、こ
こで得た結果が どれだけ一般化できるのか とい うことについては不安 を残 した。
調査 1と調査 2を一つの調査 として整理 して実施す る等、調査計画 には工夫の余
地があつた と思われた。
2.調査時期について
限 られた研究期間の中で、調査 1と調査 2を分けて行 うとい う計画を立てたた
め、調査 1はできるだけ早い時期に行 うことが適切であると考えられた。 また、
質問紙の土台 とした文部科学省 の調査が2012年度に実施 されたものであつたこと
か らも、同 じ年度の結果 を得た方が、後にそれ との比較をす る上で より適切であ
ると考えられた。そのため、調査 1を2012年度内に行 うこととしたが、実施期間
が 2月～3月とい う年度末の煩雑な時期に当た り、そのことが回答者 の負担感 を大
きくし、回収率を下げた可能性があつた。また、調査 2が年度をまたいで しまつ
たことか ら、継続調査に協力す るとした教員 の うち数名は異動や退職等の事情か
ら調査に応 じられな くなるとの事態 も起 きた。調査対象 となつた教員に異動・退
職がある場合は引き継 ぎをお願 い していたが、これ も年度末の煩雑 さの中におい
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て予定通 りにはいかなかつた。調査時期についても、もう少 し検討すべきであつ
たかも知れない。
3.調査内容 について
調査 1においては小 0中学校 を対象 とした文部科学省の調査内容 を、調査 2に
おいては小 0中学校教員 を対象 とした東京学芸大学の調査内容 を土台 とし、検討
を加 えて質問紙 を作成 した。 これによ り、小・ 中学校 における結果 との比較が可
能 とな り、特別支援学校(知的障害)高等部の特徴 を導 き出す ことがで きたと考える
が、その反面、特別支援学校(知的障害)高等部独 自の回答が引き出せ るような間で
あつたか どうかは疑間であ り、反省 され る点であった。また、高等学校において
は道徳の時間の指導が設定 されていないこともあ り小・ 中学校 との比較を中心に
考察 を進 めたが、比較の対象 として小・ 中学校が適切 であつたのか どうかは検討
の必要があつたものと考える。
4。 今後に向けて
本研究は実施状況 と教員の意識 に着 目して進めてきたが、生徒の変化や指導の
効果 とい う点には十分に触れ られないままとなつた。本論文の中で も述べてきた
よ うに、変化や効果 をどのよ うな視点で測 るのかとい うことについて、明確 な答
えを見つけることは簡単ではない。しか し、特別支援学校(知的障害)高等部 におけ
る道徳教育について、今後 さらに研究 を進めていくな らば、生徒の変化や指導の
効果 とい う点にも触れていかな くてはな らない と考 える。 これは、道徳教育の評
価について どのよ うに捉 えるのか とい うことにもつながるもの と考 える。
様々な課題 を残 した部分 もあつたが、道徳教育 とい う一つの切 り口を通 して、
特別支援学校 における教育や、高等部における教育、知的障害のある生徒への教
育のそれぞれについて、そのあ り方を改めて見つめ直 し、考 える機会 となつたこ
とは大変有意義であつた。この研究が、特別支援学校(知的障害)高等部で学ぶ生徒
たちをは じめ、すべての児童生徒たちへの教育の充実に寄与す ることを願 う。
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なお、この調査は、「平成24年度 文部科学省 道徳教育実施状況調査」の内容を参考
に作成しています。
調 査 者 :兵庫教育大学大学院 特別支援教育専攻
障害科学コース 酒丼 雅代
指導教員 :石倉 健二 准教授
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?
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ご回答にあたって
○ この調査では、質問紙と返信用封筒を 1部ずつお配りしています。質問紙
にご記入後、返信用封筒に入れ、お手数をおかけしますが3月8日(金)
までにポストヘご投函<ださい。
○ できましたら、管理醐の先生、教務主任の先生、または道徳教育推進教師の
先生にご回答いただきた<存じます。
○ ご回答いただいた内容については、研究目的以外に使用することはありませ
ん。また、ご回答いただいた質問紙は、研究終了後、確実に処分いたします。
○ 調査結果は数値イじした後、統計的に処理します。ご回答いただいた個人や学
校が特定されることはありません。
ご協力のほど、よろしくお願いいたします。
なお、この調査に関するご質問については
兵庫教育大学大学院 石倉研究室内 酒丼雅代 までお問い合わせ<ださい。
E―ma‖:m12105f@hyogo―u.ac ip
※ 選択式になつている質問については、該当するものを 1つ選び、数字
にOをつけて<ださい。
※ 記述式になつている質問については、(  )の中に回答を書きこんで
<ださい。
間1 貴校では、平成24年度現在、学習指導要領で校内の道徳教育の指導
体制の中lbとして位置付けられた道徳教育の推進を主に担当する「道徳
教育推進教師」等を配置していますか。
1 配置している
2 配置していない
間2 貴校高等部では、平成Z年度において「道徳の時間」の指導 (道徳
領域に重点を置いた授業)を実施しましたか。
1 実施した (→間3へ)
2 実施していない (→間9へ)
間3 貴校高等部では、平成24年度において「道徳の時間」の年間指導計
画を作成しましたか。
1 作成した (→間4へ)
2 作成していない (→間5へ)
2
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間4 貴校高等部の、平成24年度の「道徳の時間」の年間指導計画には、
どのような項目が含まれていますか。含まれているものをすべて選んで
<ださい。
1 学年の基本方針 (目標)
2 指導の時期
3 主題名
4 ねらい
5 資料名
6 主題構成の理由
7 展開の大要及び指導の方法
8 他の教育活動等における道徳教育との関連
9 その他 (                          )
間5 貴校高等部の生徒一人あたりが、平成24年度において受けた「道徳
の時間」の授業時数は合計何単位時間ですか。学年ごとに回答して<だ
さい。
(学科や類型によって授業時数が異なる場合は、当該学年において最も多
<授業を受けた学科や類型の生徒について、授業時数を回答してくださ
い 。)
第1学年 (     )単位時間
第2学年 (     )単位時間
第3学年 (     )単位時間
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間6 貴校高等部では、平成24年度において、どのような「道徳の時間」
の指導に関する工夫を行いましたか。該当するものをすべて選んで<だ
さい。
1 読み物資料の利用
2 資料を提示する工夫
3 発間の工夫
4 話含い活動
5 書<活動
6 動作化、役害」演技等の表現活動
7 板書を生かす工夫
8 説話の工夫
9 1C下の利用 (パソコン等)
10 その他 (
11 検討していない
(※11を選んだ場合には 1～10を選択しないこと)
4
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間7 貴校高等部の平成24年度における「道徳の時間」の指導では、どの
ような教材を使用しましたか。該当するものをすべて選んで<ださい。
1 「心のノT卜」
2 国で開発 0刊行した読み物資料
3 都道府県や市町村教育委員会において開発・刊行した読み物資料
4 民間の教材会社で開発 0刊行した読み物資料
5 民間の道徳教育研究団体で開発・刊行した読み物資料
6 自作 (学校作成を含む)の読み物資料
7 新聞記事
8 書籍 0雑誌 (随筆、評論、小説、詩、伝記等)
9 写真
10 教授用掛図、紙芝居、大型絵
11 人形劇体験教材 (指人形、紙人形、パネルシアター等)
12 動画コンテンツ
13 音声コンテンツ (録音テープ、CD等)
14 パソコン用ソフト
15 インターネットにより得られた情報
16 その他 (                         )
17 使用していない
(※17を選んだ場合は 1～16を選択しないこと)
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間8 貴校高等部において、道徳教育を実施する上での課題として、どのよ
うなことが考えられますか。該当するものをすべて選んで
…1 適切な教材の入手が難しい
2 効果的な指導方法が分からない
3 地域や保護者の協力が得られに<い
4 指導の効果を把握することが困難である
5 +分な指導時間が確保できない
6 その他 (
7 特になし (※7を選んだ場合は1～6を選択しないこと)
間9 貴校高等部では、平成24年度において、学校の教育活動全体を通じ
た「道徳教育の全体計画」を作成しましたか。
1 作成した
2 作成していない
間10 貴校高等部では、平成24年度において、学校の教育活動全体で取
り組む道徳教育を進めるに当たり、保護者や地域の人々の理解や協力
を得るための取組を行いましたか。
1 行つた (→間11へ)
2 行つていない (→間12へ)
6
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間11 間10で「1 行つた」と回答した場合、どのような取組を行いま
したか。該当するものをすべて選んで<ださい。
1 道徳教育に関連した様々な教育活動や体験活動等に保護者や地域の
人
～
の参加・協力を求めた
2 道徳教育について学級 0学年保護者会、PttA総会等の諸会合で取り
上|ずた
3 家庭訪間や保護者面談の際に道徳教育について取り上|ずた
4 道徳教育に関する講演会を開催した
5 道徳の授業参観 (/AN開授業)を行つた
6 学級・学年・学校通信等で道徳教育について取り上げた
7 道徳教育に関する特別な資料を作成 0配布した
8 その他(                          )
間12 貴校では、平成24年度において、道徳教育の校内研修を何回実施
しましたか。
1 1回実施
2 2～3回実施
3 4回以上実施
4 実施していない
一 裏面をご覧<ださい 一
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<ご協力のお願い>
今後、「特別支援学校 (知的障害)高等部における道徳教育のあり方について」
の研究を進めるために、改めて先生方に約30分のインタビューさせていただきた
いと考えております。知的障害のある生徒に対する道徳の授業について考えてみた
旦、すでに行つている道徳の授業について深めていきたい、道徳の授業を任された
けれど困つているといつた先生方をはじめ、多<の先生方のお考えをお間かせいた
だきたく存じます。
ご協力いただ<ことが可能な先生方は、ご連絡先をご記入<ださい。後日、調査
者よりご連絡をさせていただきます。
学校名 :
住 所 :〒
電話番号 :
先生のお名前 :
<調査結果の送付について>
今回の調査結果について送付をご希望になる場合は
送付先のご記入をお願いいたします。
学校名 :
住 所 :〒
もう一度、記入漏れがないかご確認<ださい。
ご協力ありがとうございました。
平成25年○月〇日
○○県立○○特別支援学校長 様
兵庫教育大学大学院
特別支援教育専攻 障害科学コース
酒井 雅代
「特別支援学校 (知的障害)高等部における道徳教育に関する調査」ご協力のお願い
拝啓
向暑の候、貴校におかれましてはますますご清栄のこととお慶び申し上げます。
平成 25年2～3月に実施いたしました「特別支援学校 (知的障害)高等部における道徳教育の実
施状況に関する調査」におきましては、○○○○先生にご協力を賜り誠にありがとうございました。
このたびは、その結果を踏まえ、特別支援学校 (知的障害)高等部における道徳教育に関する先
生方のお考え等を広く把握することを目的に、本調査を企画いたしました。
なお、本調査は前回の調査におきまして継続調査にご承諾いただきました学校のみにお送りして
おります。継続調査へのご承諾に心より感謝申し上げます。つきましては、○○○○先生に同封の
質問紙へのご回答をいただきたく存じます。
ご多用中大変恐縮ではございますが、なにとぞご協力のほど、よろしくお願い申し上げます。
敬具
調査者連絡先
〒673-1494 兵庫県加東市下久米942-1
兵庫教育大学大学院 特別支援教育専攻 障害科学コース
石倉研究室内 酒井 雅代
E一mail:m121050hyogo‐u.ac.jp
特別支援学校 (知的障害)高等部における
道徳教育に関する調査
平成25年2～3月に実施いたしました「特別支援学校 (知的障害)高等部における道徳教育の実
施状況に関する調査」におきましては、ご回答 0ご返信を賜り誠にありがとうございました。今回
はその結果を踏まえ、特別支援学校 (知的障害)高等部における道徳教育に関する先生方のお考え
等を広く把握し、さらなる検討を進めるために本調査を企画いたしました。お忙 しい中大変恐縮で
すが、ご協力いただきますようお願い申し上げます。
調 査 者 :兵庫教育大学大学院 特別支援教育専攻
障害科学コース 酒井 雅代
指導教員 :石倉健二 准教授
1
ご回答に際 してのお願い
○本調査では、質問紙と返信用封筒を1部ずつお配りしています。ご回答後返
信用封筒に入れ、お手数をおかけしますが8月2日 (金)までにご投函くだ
さいますようお願いいたします。
○本調査は、あらかじめご依頼申し上げておりました管理職の先生、教務主任
の先生、学部主任の先生、または道徳教育推進教師 (道徳主任)の先生等に
ご回答いただきたく存じます。
○ご回答いただいた内容については、研究目的以外に使用することはありませ
ん。また、ご回答いただいた質問紙は研究終了後確実に処分いたします。
○結果の集計において、ご回答いただいた先生や学校が特定されることはあり
ません。
○本調査における知的障害の程度が軽度とは、「軽度の療育手帳を保持する生
徒、または手帳未取得者のうち知的障害が軽度と思われる生徒」、あるいは「知
的障害が軽度な生徒のための教育課程を履修する生徒」と定義いたします。
◎もしよろしければ、貴校において作成された平成24年度、もしくは平成25
年度の「道徳教育の全体計画」を添えてご返信いただきたく存じます。
ご無理を申し上げますが、ご協力のほどよろしくお願いいたします。
なお、本調査に関するご質問につきましては、
兵庫教育大学大学院 石倉研究室内 酒井雅代 までお問い合わせください。
E‐mail i m12105f@hyogo―u.ac.jp
【間1】 貴校高等部において、知的障害の程度が軽度な生徒に対する学校の教育活動全体
を通じた道徳教育は、どのような内容を重視しておこなわれていますか。次の 1
～24の選択肢の中から、7つ以内で選んで0をつけてください。
基本的な生活習慣
節度・節制
望ましい生活習慣を身につけ、心身の健康の増進を図り、節度
を守り節制に心掛け調和のある生活をする。
2 勤勉・努力・希望
より高い目標を目指し、希望と勇気をもつて着実にやり抜く強
い意志をもつ。
3 自主・自律
自律の精神を重んじ、自主的に考え、誠実に実行してその結果
に責任をもつ。
4 真理愛 口理想
真理を愛し、真実を求め、理想の実現を目指して自己の人生を
切り拓いていく。
5 個性の伸長
自己を見つめ、自己の向上を図るとともに、個性を伸ばして充
実した生き方を追求する。
6 礼儀 礼儀の意義を理解し、時と場に応じた適切な言動をとる。
7 思いやり・親切
温かい人間愛の精神を深め、他の人々に対し思いやりの心をも
9。
8 信頼 口友情
友情の尊さを理解して心から信頼できる友達をもち、互いに励
まし合い、高め合う。
9 異性の理解
男女は、互いに異性についての正しい理解を深め、相手の人格
を尊重する。
10 寛容・謙虚
それぞれの個性や立場を尊重し、いろいろなものの見方や考え
方があることを理解して、寛容の心をもち謙虚に他に学ぶ。
尊敬・感翻
多くの人々の善意や支えにより、日々の生活や現在の自分があ
ることに感謝し、それにこたえる。
12 生命尊重 生命の尊さを理解し、かけがえのない自他の生命を尊重する。
13 自然愛・畏敬の念
自然を愛護し、美しいものに感動する豊かな心をもち、人間の
力を超えたものに対する畏敬の念を深める。
14 弱さの克服
生きるよるこび
人間には弱さや醜さを克服する強さや気高さがあることを信
じて、人間として生きることの喜びを見いだすように努める。
15 規則尊重
・権利義
務
法やきまりの意義を理解し、遵守するとともに、自他の権利を
重んじ義務を確実に果たして、社会の秩序と規律を高めるよう
に努める。
16 公徳心
公徳心及び社会連帯の自覚を高め、よりよい社会の実現に努め
る。
17 正義・公正公平
正義を重んじ、だれに対しても公正、公平にし、差別や偏見の
ない社会の実現に努める。
18 役割と責任
自己が属する様々な集団の意義についての理解を深め、役割と
責任を自覚し集団生活の向上に努める。
19 勤労
勤労の尊さや意義を理解し、奉仕の精神をもって、公共の福祉
と社会の発展に努める。
20 家族愛
父母、祖父母に敬愛の念を深め、家族の一員としての自党をも
つて充実した家庭生活を築く。
21 愛校心
学級や学校の一員としての自覚をもち、教師や学校の人々に敬
愛の念を深め、協力してよりよい校風を樹立する。
?
?
?
? 郷土愛
地域社会の一員としての自党をもって郷土を愛し、社会に尽く
した先人や高齢者に尊敬と感謝の念を深め、郷土の発展に努め
る。
23 愛国心
日本人としての自覚をもって国を愛し、国家の発展に努めると
ともに、優れた伝統の継承と新しい文化の創造に貢献する。
24 国際理解・親善
世界の中の日本人としての自覚をもち、国際的視野に立って、
世界の平和と人類の幸福に貢献する。
【間2】貴校高等部において、知的障害の程度が軽度な生徒に対する学校の教育活動全体
を通じた道徳教育は、具体的にどのように行われていますか。<記入例>を参考
に、下の欄にご記入ください。(主なものだけで結構です。また、②③を分けずに
ご記入いただいても結構です。)
① 機会 (いつ) ② 内容 (どのようなこと) ③ 方法 (どのようにして)
<記入例1>
・クラスでの係活動
く記入例2>
・社会見学などの校外学習
<記入例1>
・役割や責任を果たすことの大切さ
<記入例2>             |
・注文する、レジに並ぶ、支払うなど、実闘
マナー』「外食マナー」が学べるようにu
・班行動を通して、約束の時間を守るなど |
どが学べるようにしている      |
<記入例1>
・係は立候補で決め、「自分で決めた=責任
がある」という意識を持たせている
・クラスで「お仕事ありがとう」と声をか
け合う雰囲気づくりをし、役割を果たす
ことの充実感が味わえるようにしている
にに買い物や外食を体験することで「買い物
ている
「他の人に配慮した行動」の大切さや良さな
資料 4
【間3】貴校高等部において、知的障害の程度が軽度な生徒に対して「道徳の時間」の指
導を設定口実践するとした場合、どのような指導方法や学習活動を用いて進めた
いと考えますか。次の 1～9の選択肢の中から5つ以内で選んで0をつけてくだ
さい。
【間4】貴校高等部において、知的障害の程度が軽度の生徒に対して「道徳の時間Jの指
導を設定・実践するとした場合、どのような点を主に評価の材料にしたいと考え
ますか。次の1～9の選択肢の中から4つ以内で選んで0をつけてください。
話し合い (小集団やペアによる)
2 話し合い (討論の形態による)
3 学習ノートや学習プリントの使用
4 エンカウンターやソー シャルスキルなどのプログラムや集団ゲーム
5 模擬体験や追体験
6 役割演技 (ロー ルプレイ)や劇遊び
7 講師やゲストを招いての活動
8 調査や観察
9
その他
→ (具体的に
1 授業中における生徒の話す内容 (発表など)
2 授業中における生徒の書く内容 (作文など)
3
1、 2以外の授業中における生徒の様子
→ (具体的に
4 授業後の学校生活における生徒の話す内容 (会話など)
5 授業後の学校生活における生徒の書く内容 (日配など)
6
4、 5以外の授業後の学校生活における生徒の様子
→ (具体的に
7 授業の前後にアンケー トを実施し、その結果
8 授業の前後に道徳性発達検査を実施し、その結果
9
その他
→ (具体的に )
【間5】貴校高等部において、知的障害の程度が軽度な生徒に対して「道徳の時間Jの指
菫を設定し、資料を用いて実践するとした場合、次の (1)～(8)のような資料を
使用したいかどうかをお答えください。1～4の選択肢の中から1つ選んで0をつ
けてください。なお、r 」は資料の題名を、( )は対象学年を表しています。
(1)『カーテンの向こう」(中学校)
<あらすじ>
重病人の集まる病室。その窓は厚いカーテンで開ざされていた。窓際のヤコブはいつも、カー
テンの隙間から見える外の様子を病室のみんなに語る。外を見ることのできるヤコプをねたむ私
は、ヤコブの死を願うようになる。ヤコブが亡くなり、窓際のベッドに移つた私は、窓の外がレ
ンガの壁であつたことを知る。
1 使用したい 2  漢島t允まいうと3 属鳥ヒ2をなスと4 使用したくない
(2)「足袋の季節」 (中学校)
<あらすじ>
貧しく冬に足袋さえ買えない私は、店でおばあさんの勘違いでお釣りを多くもらつたが言い出
せなかつた。おばあさんはお釣りを渡しながら、私に「ふんばりなさいよJと声をかける。昇進
して、おばあさんに謝罪に行くが、すでに亡くなっていた。私は後悔と共に、その優しさを今度
は自分が誰かに与えたいと思う。
1 使用したい 2  属鳥ヒ允まいうと3 漢鳥ヒだ々なスと4 使用したくない
(3)「元さんと二通の手紙」 (中学校)
<あらすじ>
動物園の職員の元さんは、同情心からきまりを破り、少女とその弟を二人だけで園内に入れて
しまう。二人は閉園時間になつても出て来ず騒然となるが、無事に発見された。その後、元さん
のもとへ二人の母親から、二人を入園させてくれたお礼の手紙が届く。そして上司からは解雇通
知が渡された。元さんは二通の手紙を手に職場を去る。
1 使用したい 2 歴畠t牲まいうと3 漢鳥ttttなスと4 使用したくない
(4)「手品師」(小学校・高学年)
<あらすじ>
腕はいいがあまり売れていない手品師は、男の子に出会い手品を見せて勇気づけた。手品師は
男の子に明日も会う約束をする。その夜、友人から手品師に、「大劇場に出演するチャンスだから
すぐに出発してほしいJという連絡が入る。手品師は葛藤するが、男の子との約束を守るため、
友人の話を断つた。
1 使用したい 2 属鳥ヒ允まいうと3 漢島ヒ允々なスと4 使用したくない
(5)「ロレンプの友達」(小学校・高学年)
<あらすじ>
3人の男に、ロレンゾから20年ぶりに連絡がくる。しかし警察から、ロレンゾは犯罪者なので現れ
たら通報するよう言われた。3人はそれぞれ、「逃がす」「自首をすすめる」「通報する」と意見を違え
ながら真剣に悩み、眠れない夜を過ごす。結局、ロレンゾは無実と判明し、3人は警察から謝罪され
た。
1 使用したい 2 1:鳥tだまいうと3 漢鳥tだ々 讐スと4 使用したくない
(6)「プラツドレーの請求書」(小学校・ 中学年)
<あらすじ>
ブラッドレー は母に、お手伝いやごほうびの金額を書いた請求書を渡した。母はにっこり笑つて何
も言わず、1枚の紙とともにブラッドレー にお金をくれる。その紙は、母がこれまでにブラッドレー
にしてくれたことと、その代金が全て0ドル、と書かれた請求書だつた。
1 使用したい 2  漢島3だまいうと3 属鳥ヒ牲をなスと4 使用したくない
(7)「雨のパス停留所で」 (小学校・ 中学年)
<あらすじ>
雨の日、よし子が母とバス停に行くと、軒先に待つている人々がいた。バスが来たとき、よし子は
先に停留所に並べば座れるかもしれないと、停留所の一番前へ走っていく。しかし、母はよし子を強
い力で元々並んでいた所へ連れ戻した。バスの中で無言の母を見て、よし子は自分のしたことを振り
返り始める。
1 使用したい 2  漢鳥ヒ発まいうと3 漢鳥tttt讐スと4 使用したくない
(8)「はしのうえのおおかみ」(小学校 口低学年)
<あらすじ>
一本橋で出会つたうさぎを「俺が先に渡るんだ」と追い返したおおかみ。このいじわるが楽しくて、
他の動物たちにも同じことをしていたが、強そうなくまには自分から道をゆずろうとする。しかし、
くまはおおかみを抱き上げて向こうへ渡す。翌日、うさぎを抱き上げて渡してやつたおおかみは、前
よりずつといい気持ちであることに気づく。
1 使用したい 2  属鳥t犯まいうと3 漢鳥ヒだを讐スと4 使用したくない
【間6】特別支援学校 (知的障害)高等部における「道徳の時間」の設定口実践に関する
難しさやなじみにくさの理由をはじめ、道徳教育全般について、日ごろお感じに
なられていることがありましたら、下の欄にご自由にご記入ください。
◎ご回答くださつた内容に関して、もう少し詳しく教えていただきたい時などに、調査者
からご回答くださつた先生へご連絡をさせていただいてもよろしいでしょうか。
可・不可のどちらかにOをつけてください。
→ 可
学 校 名
連 絡 先
先生のお名前
(お立場)
管理職 ・ 教務主任 。学部主任 。道徳教育推進教師 。その他 (          )
もう一度、記入漏れがないかご確認ください。
お忙しい中ご協力いただき、ありがとうございました。
→ 不可
資料 5
特別支援学校 (知的障害)高等部における
「道徳の時間」の指導について考える
1.目的
特別支援学校 (知的障害)高等部における「道徳の時間」の指導に関して、教員の多様な意見を
集約することを目的とする。この結果をもとに、よりよい『道徳の時間」の指導のあり方について
検討するものとする。
2.対象
特別支援学校 (知的障害)に勤務する教員のうち、以下の4点を満たす6名
1)特別支援学校 (知的障害)において高等部の生徒を指導したことがある
2)特別支援学校 (知的障害)において軽度知的障害の生徒を指導したことがある
3)特別支援学校 (知的障害)において「道徳の時間Jの指導に主指導者、もしくは副指導者と
して関わつたことがある
4)特別支援学校 (知的障害)における道徳教育について研究を行つている、または興味・関心
がある
3.実施日、実施場所
2013年10月10日(木)15:30～17:00、会議室
4.インタビュー内容
1)特別支援学校 (知的障害)において、これまでに行われた「道徳の時間」の指導の中で、印
象に残つているもの
2)特別支援学校 (知的障害)高等部において、「道徳の時間」の指導が行われている時、または
行われた後の生徒の様子について、気が付いたことや思うこと
3)特別支援学校 (知的障害)高等部において、「道徳の時間」の指導が行われている時、または
行われた後の教員 (自分を含めた)の変化について、気が付いたことや思うこと
4)今後、特別支援学校 (知的障害)高等部において「道徳の時間」の指導を行う際、大切にし
たいこと
※)インタビューに参加した感想
5,スタッフ
ロ司会者 1名 (兵庫教育大学大学院 准教授)
・記録者 1名 (兵庫教育大学大学院 学生)
6.その他
・ビデオ、ポイスレコーダー、筆記による記録を行います
口記録した内容から逐語録を作成し、整理・分析を行います
・個人のお名前等は逐語録においてすべて記号化するため、個人のお名前が外に出ることはあり
ません
発言者 発言内容
司会
こんにちは。今日はご協力ありがとうございます。お手もとにインタビューガイド、ご案内の紙をお配りし
ているかと思います。「特別支援学校 (知的障害)高等部における道徳の時間について考える」ということ
で、え―現在A先生が今大学院で研究中なわけですけれども、研究の一環でこうした調査をさせていただく
ということで、私Bが今日は司会を務めさせていただきます。えっと、インタビュー ガイドによつて研究の
目的を解説させていただきます。今、知的障害の特別支援学校での道徳の時間の指導について研究を行つて
いるわけですが、ここのX特別支援学校は、高等部で数少ない道徳の時間の指導を行つている、全国的に見
てもそんなに多くはない、数少ない道徳の時間の指導を行つている学校であるということで、あの―道徳の
時間の指導を実際に行われている、あるいは関わられている、あるいはご覧になつている、そうした先生方
がおられるということで、そうした先生方に道徳の時間の指導のあり方について、まああの意見を交わしな
がら、現場の先生方のお考えなどを集約するということを目的として、こうした機会を設定させていただき
ました。で、今日のやり方として、こうやつてみんなで話をしていくというグループインタビューというス
タイルなんですけれど、みんなで話をしながら、その意見を分類していくと、そういうやり方で行います。
で、ご覧のとおり、そこでもうICレコーダーが動いていますし、そこでもうビデオが動いているんですけ
ど、あの、ここで出てきた話を逐語録にして、それを分類していくというやり方をしますので、すみません、
逐語録を作成します。ただあの、報告書にあげる際は、皆さん方のお名前も学校名もすべて記号で処理をし
ますので、それがどの学校なのか、ましてそれは誰が言つたのかは、あの分からない形で処理をいたします
ので、え―内部だと分かつてしまうかなという弱点はありますけれども、外部では一切分からないように処
理をいたします。で、その記録は、その取つたデータとか画像のデータも、研究が終われば消去いたします。
証拠は残らないということになりますので、え―まあそういう風にご理解いただければと思います。あとこ
ういうグループインタビューをやる時の注意点、一般的な注意事項なんですが、あのここで出た話はこの場
だけで終わらせたいなと。後で、あの人あんなこと言つたというようなことを持ち帰らないという風なこと
は一応お約束として。まあそうは言つても、同じ職場同士…ということはあるかとは思いますが、一応原則
として、ここでの話はここ限りという風にしていただきたいと思います。まああの、そうしたことを踏まえ
て、忌憚のない意見ですね、みなさんで交わせればという風に思います。まああの、お手もとのお茶とか、
お菓子とか、飲みながら食べながら、気楽にいきたいと思います。はい、よろしくお願いします。で、いつ
ものパターンだとここで自己紹介に入るんですけれども、まぁあの同じ職場の同僚ということで、今回特に
必要ないと思いますので、自己紹介省略いたします。はい、でですね、さつそくですけどインタビュー ガイ
ドの4番目にインタビュー内容を4つほど挙げています。これを大体順番に、まあたぶん大体いけるだろう
と思います。あの上から順番に、やつていきたいと思います。え―では1番目がですね、この知的障害の特
別支援学校においてこれまでに行われた道徳の時間の指導の中で印象に残つているものということで、え―
別にこれ、高等部とか小学部とかあまり限定なしで、まあただ知的障害の特別支援学校で、先生方がこれま
でに、まあご自身で行われた授業でも構いませんし、他の人がやられた授業をご覧になつてでも構いません
し、まあ資料の上ででも構いませんけれども、あの一道徳の時間の指導で印象に残つているものが、何かこ
んなことが私残つてますというようなことをちょつとご意見いただきたいと思いますが。まあ最初ですの
で、順番にいこうかなと。え一、こつちからいきましょうか。
⑥
はい。高と小で、経験があるんですけど、今年行われた中学部の道徳授業に入れさせてもらう、えつと今年
の6学年の児童が行かせてもらつたんですけど、まあ対象はC君とEさんなんですけど、まあEさんがなか
なか波乱万丈でして。まあ来年、中学部、大丈夫かなあいう話もしてたり、今年乗り切るんもどうかなあと
いう。授業も全然出れんくて、教師にもちょつと歯向かってばっかりでつていう子どもなんですけど。まあ、
発言者 発言内容
⑥
その中学部の道徳授業に出させてもらうつてなつた時に、中学部の先生にEさん知つてもらう意味でも、C
君知つてもらう意味でも、行つてみようかつて行つたところ、まあEさん力ぐとてもいい顔で授業できて。な
かなか小学部だと同じ程度の障害のお子さんもいなくて、ちょっとEさんと話が合う子がいないということ
で、中学部行つたらちょっと話ができる生徒がいて。で、楽しくできて、ちょっとこう教師とべつたりな関
係なんですけど、Eさんが、ちょつと離れて、授業受けれたつてところがすごい良かつたです。C君も、去
年はE君とまあ色々と悪さしていたみたいなんですけど、このE君が中学部で順番を守つて授業受けれてい
る様子を見て、ちよつと僕も驚いたんですけど、去年高等部から小学部のE君見ている状態やつたんですけ
ど、落ち着きのない子やなつて思つていたら、ちゃんと座つて、ぼく1番1番つて言う子かなつて思つてい
たら、まあ真ん中の順番くらいでじっと待つている姿を見て、C君も同じように順番守つて座つて授業受け
るつてことができていて。こういう良い影響を、こういう集団の中で、学部を超えてできるつていうのがす
ごい良かつたなつて思いました。まあ今年は他にも、中から高とか小から中つていう授業が何回かできてい
るので、学部を超えて、子ども同士学び合う、お兄さんお姉さんの手本を見て学べる環境つていうのも、授
業設定つていうのも、大事かなあつていう風に思いました。すみません、まとまりがなくて。
司会
えつと、ちょつと確認させていただきたいんですけど、C君とEさん、というお二人のお話中心にしていた
だいたんですけど、今のはその、道徳の時間という中で、その小学部と中学部の合同授業がある?
⑥ そうですね、中学部さんの道徳の授業に入らせてもらう…。
司会 小学部が。
⑥ は い 。
司会
どうなんですかね、その、C君とEさん、道徳の時間が良かつたのか、それとも、お兄さんお姉さんがいる
中で一緒に過ごせて、そうするとなんかすごい落ち着いて一緒にいられる、授業の中身の部分か、それとも、
お兄ちゃんお姉ちゃんが一緒にいるという形態が'・ 。
⑥ そうですね、環境設定が・・.
司会
そういう環境設定が、道徳の時間の中で行われて、それは道徳の時間だからつていうことで、そういう時間
が設定できたと。
⑥ そうですね。
司会
はい、ありがとうございました。え一つと⑤先生、いかがでしょうか。ご自身の経験の中でとか、思つてい
ることを。
⑤
はい、うちの学校で道徳が始まつたのが3年前。で、高等部から始められたんですね。で、テーマ研で道徳
が立ち上がったのが去年から。で、去年と今年と2年間かけて、道徳の研究というか、それの報告的なこと
をやりましょうということで、続けてきて、全学部で去年からやり始めたんですけども。その中で、じやあ
中学部で道徳をどのようにとらえるのかということだつたんですけど、中学部の去年の子どもたちを考えた
ら、軽度の子が7割占めていたので、じゃあその子たちを対象に、いろんな問題点を見ていくと、何か1番
になりたいとか、それから教室で立ち歩いて授業を聞いていないとか、人をけなす悪い言葉を使うとか、人
の気持ちを考えないとか、まあそういうような、こう悪い、悪いというか、そういうところが見え隠れする
子どもたちがたくさんいたので、じやあその点を中心に、道徳としてとらえて、授業を展開していきましょ
うということで、月に1回、去年は11回、今年度も11回計画してやつているんですけど。で、まぁあの、
その中でやつてきたのは、「あつたかことばとチクチクことば」。この言葉やつたら気持ちがいいとか、この
言葉やつたら気持ちが・,悪いとか、そういうのを子どもたちから出させて、自分たちでどう感じるのかつて
いうのを考えたり、そういう場面を設定してやつてみたり。それから、あと犯罪関係でいけば、ものを取る
発言者 発言内容
⑤
とか、それから性的なこととか、そういう犯罪につながるようなこともこれから出てくるだろうなというこ
とも含めて、そういう犯罪の話もしていつたこともあります。中心に、今のところSSTを据えて、まあ1
学期は集団活動で、人の気持ちを考えようとか、今小学部で話があつたように、順番を守つてサーキットト
レー ニングをしよう、友達とペアになつてしようとか、まあそういうのを1学期やつて。2学期3学期はあ
の、ある程度軽度の子を対象に、座学的なもので、すごろく…買つてもらつたんですよ。8,400円出して。
え一低学年用と高学年用に。SSTのすごろくゲーム。で、それをまた2学期やつていこうと思つていま
す。それで問題は2点あつて、重度の子に対して道徳をどうとらえるかということ。それからもう一つは、
授業をやるだけで子どもたちは変わらないと。だからその授業を通してどういう風にそれを定着させるかと
いう、その二つが課題は課題…。
司会 今の最後の課題の中で、授業だけでは…つていうようなところで、軽度の子の、重度の子、両方…?
⑤ あ、両方です。
司会 両方。
⑤
結局はその授業を契機にして、周りの副指導者もおられるので、日々の生活の中で、
の授業であれば、次の日からのその子どもの言動をとらえて、ちょつと指示をする、
関わりと方向でいつたら、ちょつとずつ変わつていく…と思つています。
例えば言葉遺いの道徳
そういうような形での
司会 はい、ありがとうございます。え―④先生、いかがでしょうか。印象に残つたもの。
④
印象に残ったもの、えつと一、この学校に来るまでは道徳の時間の指導というのは見たこともなかつたし、
で、ここの学校に来て2年目なんですけど、去年された授業を 3、 4回見て、今年のA先生の授業を3回か
な、見たくらいで、道徳の時間の指導で印象に残つているものというのは、それこそ 4、 5回の中での…そ
んなんですけど。え一、去年の道徳の授業は、実際に行動しながら、協力し合つたり、一緒に行動するつて
どんな感じ?みたいなんで、やつていたことが多かつた。で今年は、A先生の、要は話を読んで、その時の、
え―自分だつたらどうだつていうのをことばでイメージするつていうか。で、印象に残つている…え一、印
象という意味じやあ、え一、A先生の授業は印象には残つています、良いか悪いかは別にして。で、えつと
一、なぜ印象に残つているかというと、結構無理しとんなあとか、ちょつと無茶やなあとか、分かりにくい
やろなあとかいう意味で印象に残つているという意味で。で、この授業は、実際その特別支援学校で、これ
は道徳として果たして成り立っているの?とかという風な感じがあります。で実際、道徳の問題というのは
気持ちの問題とか、それから自分の立場とかそういつたものを、ある程度客観的に理解できるというか分か
らないと、話を読んでも分かりくいはずなのに、それを、え―まああえて聞くということなんで、ことばで
表現しなくちゃならない。心の問題をことばで表現するということ自体が、すつごい難しいはずなのに、簡
単に授業しているので、しんどいやろなあという感じは受けましたので、印象に残つているといえば、A先
生の授業は印象には残つています。以上です。
司会 はい、ありがとうございます。えつと、③先生、はい。
③
え―先ほども言われたんですけど、あの、本校の高等部の道徳は3年目に入つておるんですけど、1年目は
軽度のお子さんのみの道徳でした。それにも、導入当初は何をすんねやということで、だいぶあの、担当に
なられた先生方、悩まれておつたように思います。私はその悩んでおられる姿が大好きで、今でもそうなん
ですけど、道徳何しようつて悩まれる姿が、教員として大事な姿やなあと思つて、客観的に、私関係ないか
らかも知れませんけど、いつつもそういう風な日で見ております。で、その2年目に入つたときにその、う
ちの中・重度のお子さん対象に道徳を始めようという話を持ちかけて、え一了解を得て始めることができま
して。難しい話は別にしても、やつぱり道徳は、重度なお子さんにもしっかり時間をとつて指導しようやな
発言者 発言内容
③
いかというような経緯から始まつております。今でもあの、賛否両論、職員の中から話が出てくるんですけ
ど。そういう中で始まつた道徳の、その中・重度の生徒さんへ向けた授業に関して、うちのご退職されたベ
テラン教員にあたつていただいたんですけど、その授業が―番、衝撃というか、印象に残つております。え
―重度なお子さんですので、難しい話つていうのはなかなか難しいんですけど、単元名が『たいせつJだつ
たと思うんですけど、え―黒板に、まず最初書ける子書けない子があるんですけど、それはもう問わないで、
「たいせつ」ゆうて書いてから、今日はこういうことに関して授業するよ一、「たいせつ」の意味も分かる
かどうかはちょつと不明なところはあるんですけど、中度のお子さんもおられるので、分かる子もいるとい
う中で、すごい発達段階に差があるお子さんたちが、その場に一堂に会して、授業が始まるという。あの一
重度のお子さんやけども集団的な授業、そこにいるだけでもう道徳の授業やと私は思つておるんですけど。
あの一そういう授業が社会性へ、少しでも役立つんやろなあと思つております。で、その授業の展開は、ま
ずあの一積み木を積んでいくというものでした。え―誰か一人が積み木を積んだら、次のお子さんが来て積
み木を積んでいく。崩さないように、ゆつくリー人ずつ積んでくということで、え―たいせつな積み木を崩
さないように積むんだよ―ということをされて、それから色んな展開があるんですけども、最後に「たいせ
つな水」というテーマで、コップの本当に水面いつぱいいっぱいまでくんである水を、ゆつくりこう隣の子
に回していつて、最後は花壇のプランターの花に水をこう、最後の子はかけるという授業で、たいせつな水
を、命ある植物に与えたんよということで、その授業は完結するというものだつたんですけど、とつても分
かりやすいですし、たぶん衝撃を受けたんは周りの教員もだつたと思います。たくさん入つておるので、こ
ういう風に授業を展開するんやというようなことで。で、そういう流れをず一つと1年間続けられて、え―
テーマが「たいせつJで、次「ありがとうJに変わつたりということで、流れがほとんど変わらないで1年
間展開したというところにまた、意味があつたのかなと思います。以上です。
司会
はい、ありがとうございます。私あの、全然見てないですけど、なんかこう様子が・・見えてくるみたいな、
はい、ありがとうございました。②先生いかがでしょうか。
②
私は2点ありまして、先ほど言われた23年度当初に道徳の授業が始まつたときに、副指導者としてA先生
とともに授業をたくさん経験をさせてもらいまして。その中であの、もちろん生徒への指導もそうなんです
けど、そこに至るまでのプロセスで、教師の中で道徳つて何なんだろうねつて考える場面をいただいた。そ
れが、何か、今まで分かつているようで、ことばにしたり形にしたりしていなかつたものが、そうやつて話
し合うことで形になつていつて、まず教師が勉強して初めて子どもにできるものなんだなあということで。
子どものためじゃなく、大人のための道徳だなと思いつつ、はい、授業、勉強させてもらいました。その中
でモラルジレンマつていうのを、当初色んな意見がありましたけど、悩みながらその題材で進められたんで
すけれども、あの、一人ひとりの意見をまずは尊重するということをベースに、答えはないんだよというこ
とで、とりあえず自分の意見を考えて、持たせて、それを文章なりことばにするつていうことをされました。
それがすごく何か、今まで考えられなかつた子でも、ヒントをもらつて文章にする、気持ちがことばになる
とか相手に伝わるとか、そういう、あの、ことができるようになつているのを見ると、あの、実のある授業
というか、はい、考える…考えさせるという授業も大事なんかなあつていう風に思いました。それから先ほ
ど③先生が言われました、F先生の授業なんですけれども、先ほど言われた以外にもありがとうつていうの
を形にして、のし紙の貼つた箱を、あの文字を相手の方に向けて、それが自分の気持ちだとして、ありがと
うつて言えない子も、口をもごもごさせながらでも、こう渡して、もらう方も生徒なんですけど、両手でも
らってありがとうつてお互い礼をして最後、あ =く・しゆつてその場を離れるというのあつたんですけど、
その様子を見ていて、ありがとうの感謝の気持ちつて大事なんだなあ、顔がもうみんなその時すごく笑顔
発言者 発言内容
②
なつてて、教室の授業の雰囲気もあつたかい感じで。道徳つて、あの一教えられる先生の、人生のそのもの
がもしかしてそういう授業に表れているのかな、F先生だからこういう授業になつたのかなつていうよう
な、印象をすごく受けました。その2点です。
司会 はい、ありがとうございました。①先生、いかがでしょうか。
①
はい。え―僕はこの学校でしか道徳の授業を経験したことはないんですけど。え一つと、先ほど言われてい
た中・重度のお子さんの授業も、受けたことがないので、軽度の授業しか見たことがないんですけども。普
段からすごい、道徳的なことつて大事やなあつて、指導の時に思つてます。ただそれが、生徒同士の中では
なかなか感じにくいと言いますか、お互い、やつばり分からない部分があるので、生徒同士やとちょっと伝
わりにくいんかなあと普段から感じてまして。でまぁ、こういう道億の時間を設定して考える時間があるの
はすごいいいことかなあと思つてます。で、去年僕この学校離れてたので、去年のことは分からないですけ
ど、2年前にえ一つと②先生が言われてた、A先生の授業の時に、モラルジレンマとかで、そのディベート?
で、立場を決めてやったんですね、選んで、え一つと自分の意見を、まぁ考えて、どつちの立場に立ったっ
ていうので、まあ正解はないので、どちらもいいところ悪いところがあつて、まあ自分がこつちの立場に立
つていいところを言うんですけど、向こう側の、いや、こつちはこういういいところがあるよつていうのを
受けて、普段結構自分の思いはこう、だからこうしたいつていうのが結構強いと思うんですけど、この道徳
の授業によつて、あ、自分はこう思うけど、相手にもこういう思いがあるんだっていうのを学べる機会とし
ては良かつたかなあと、はい、思います。ただ授業の中では、ああ向こうもこういう思いがあるんやってい
うことは分かると思うんですけども、それを日常生活の中で友だちとの関係の中で、ああ、あの時こうやつ
たなあつて思つて、考えれるところまでは至つてないと思うので、どう持つていつたらいいのかなあつて思
います。
司会
はい、ありがとうございます。あの、まあうん、お話伺いながら、6名のね先生、いずれもこの学校でのご
経験でね、お話しいただけてるんで、あの一、やつばりこの学校、実際に時間を持たれてされてるとね、ほ
んとにご自身の体験ということで、はい、非常に貴重な、ありがとうございました。でですね、はい、あの
一今、まあ、印象に残つているものそれぞれお話しいただいたんで、次、あの一インタビュー ガイドの今度
2に移ろうかなと。今のは順番でいきましたけど、もう次からはあのお互いちょつとフリー なディスカッシ
ョンでいきたいなと思いますが。えつと2番目は、知的障害の特別支援学校の高等部、今度は高等部ですけ
ど、え―道徳の時間の指導が行われるとき、または行われた後の生徒の様子で、え一気づいたこととか思つ
たこと、何か生徒の様子について、先生方ご自身が思われたこと、生徒の様子について気づかれたこと、そ
ういえばこの子はこんな風な変化が見られたよなあとか、あるいは見られなかつたよなあとか、期待してた
んだけど見られなかったよなあみたいなことを、何か思われることがあれば、と思いますが:え一つと①先
生、今のお話の中で、いろんなディベートとかで相手の考えることとか学ぶ機会としてはありかも知れない
けど、なかなか日常生活では…うん、やつぱりだつたかなあという意味では、この行われた後の様子につい
ての気づきについてのお話が少し最後に出たかなぁと思うんですけど、何かこの辺の、まずちょつと口切り
役として…どうでしょう、その生徒の様子について、何か気づかれたことを…。
①
そうですねえ…やつばり、そういう今考える時間つていう場が設定されてたら、考えないとつて考えるんで
すけど、まあ日常生活の中で、しかも自分が当人で自分の気持ち力｀あつてつていう時に、相手の気持ちを考
えてつていう、とか自分がこう言つたらどう思うかなつていうところを、思うところまでは、少ない道徳の
時間だけでは難しかつたかなあと。全く何も変わりがないかつていうと分からないですけど、そのまあ数回
の道徳で、そのやつばり劇的に変わるつていうことは…ないかなあと。
発言者 発言内容
司会 そうは言いながらも、ちょつと…みたいなところは、あんまり…。
① う一ん…。
司会 やつばり、難しさが先に立つ感じ…。ちょつと生活上での変化は難しかなあと。
①
自分が横から声かけとか、例えば、道徳の授業でこういうことをしたよなっていう話をしたら、考えるきつ
かけつていうか、考える機会になるとは…。
司会
うんうんうん…なるほど、はい。道徳の時間の指導の時、もしくは終わつた後の生徒たちの様子で、感じら
れることとか、思われることありますか。
⑥
先ほどの2年前の、モラルジレンマで、A先生の道徳授業が終わつた後の意見で一番多かつたんが、まあロ
ールプレイを教師でやつたんですけど、あの先生が何々してたとか、あんなことしてたとか、そういう印象
の生徒がほとんどで、そこで行われた心の、まあ葛藤場面だつたりつていうシーンよりも、あの先生が何々
しておもしろかったとか、そういうちょつと表面的なことにとらわれる生徒が多かつたので、まあ―部の生
徒は、迷う場面があつて、先生やつたらどう思う?とか、大人の意見を聞いてそれを吸収しようつていう動
きは、二人ほどは、まあ見られたんですけど、それ以外の子はもつと表面的なことが多かつたですね。あと
は、ない、何も意見を持たない、先生からの支援を受けるまで待つ、正解を言つてくれるまで、大人の声か
け待つてる子がほとんどだつたかなあとは…その印象はあります。
②
あの、終わつた後つていうか、あの、4時間構成でやられて、3時間目くらいの時、私が授業を担当させて
もらつた時に、般化というか、実際の生活でどのようにみんな判断するのかなっていうのでやつてみたんで
すけど、あの例えば国語の授業中、漢字の読み方が分からない時、どうしますか?というのを考えさせて、
lbずかしいので後で聞く、分かりません、教えてくださいと言うとかいつて、OXで答えるような、一応プ
リント上にはなるんですけど、そういうのをやつてみたら、みんな―応答えられてたんですね。だからこと
ばをたぶん選べないんだと思うんですよね、心に気持ちは持つているけど、それを表現として出す手段をた
ぶん知らないだけであつて、考えてはいると思うんですけど。はい、その辺がちょつと難しいのかなつてい
うことで。ちょつとヒントを与えてやつて、いろんな種を植えていつてやつたら、ことばも入れていつてや
つたら、たぶん、表現できるような気がしました、はい。
司会
ちよつと表現するためのことばがなかなか、出てこないのかなあ、分かんないのかなぁ、という風に…思わ
れる。どうでしょうか、道徳の指導の時に….
⑤
さつき④先生が言われたんやけどね、A先生の今年の授業を見られて、ことばをあまりたくさん、こう…語
彙力がない子どもたちに対して、気持ちをこう揺さぶつて、う一ん、ことばを引き出させるとか、どうした
らいいのかつていう選択肢を考えさせる。うん、特別支援はとつても難しいなと。だから僕はそういう授業
はようしない。答えがないのは、私はできないので…うん…だからどちらかといえば、もうSSTで、良い
か悪いかの分野で、それでどつち?つてこう考えていく。で、こつちの方やなつていうやんわりした持つて
いき方で、こう誘導していく。うん、だから道徳つて、そのまあ小学校のね、考えさせて自分の気持ちの揺
らぎがどうこうつていうのがあるんやけども、それは特別支援には合わない…かなあ…という風に思いま
す。④先生、どう思う…。
④
えつと一、え一つとね、いやああの、僕ぶつちゃけた話ししますと、大体この道徳の時間にこうしたからっ
て、こう変わつたつていうのは、それは嘘です。そんなんで変わるはずないし。で、えつと一、まあ、例え
ば合わせた指導の中で、作業学習でね、道徳も0.5時間入つてる、そしたら、例えば作業するときに、まあ
キヤリアの観点も含めて人間関係とかそれをうまく果たせるように、作業にみんなで取り組ませて、その時
に必ず人間関係でごちやごちや起きるだろう、起きた時に、そこに先生の道徳観をうまく入れて、ここはこ
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④
うじゃなかつたかなという風なことを子どもたちに考えさせる。でそのことが、子どもの中でどんな感じに
思つてるか分からへんけれども、その後の生活の中で、何かそういう、例えば友だちに対して、このときは
負けたけど議れたかなとか、あの時はやつばりあの子の言うことを聞いとつた方が良かつたかなとか、そう
いうようなもので身につくことはあるかも知れないんですけど。今あの⑤先生が言われたみたいに、例え
ば、これがこうでという風な授業をして、例えばその時に授業でうまく答えられたからといつて、例えばそ
の道徳的なことが、まあ、身につくというか、分かるという感覚とはちょつと違うような感じがして。例え
ば、その自分がある考え方を持つてて、どっちがどうだつて言つた時に、判断の基準が自分の中にあればで
すよ、こうだと言えるかも知れないけど、その時考えてこうだつて言えたつていうことは、まあ何て言うか
なあ、その状況の中で自分が考える範囲で精一杯を使つてるつていうことですけれども。何かどうなんや
ろ、その今言つてた自分の中にある、その何て言うんですかね、道徳心というかそういうものを、こうかき
立てるようなことにはならないんじゃないかなという感じは…。だから今言われたように、ことばの指導と
いうのはなかなか難しいんですけど。でも、あのちょつとまたもとにもどつちゃうんですけど、そのでも、
僕、最初にA先生の授業、何か、ことばでしんどいやろうなあつて思つて、あれは、だからあの、悪い意味
で言うと、あれちょつと無理なんちゃうんって思うんですけど、逆に、逆におもしろいかなつていう。ちょ
つと前に個人的には話したんですけど、いや、あのあんまりないでしょ、あの子どもがこう必死で考えてど
うやろつていうの。ないので、何て言うかなあ…あんま見たことがないんですよね、特別支援学校で、ああ
いう文章読んでって。だってふつう無理つて思つてしまうし。ちょつと経験積んでる先生やつたらどちらか
というと、例えばある活動を通してその中でやつていくというパターンになると僕なんかは思つてしまうん
ですけど。だから…しんどいやろなあつて、あと何回かあるけど一体どうなんねやろうって…楽しみです。
何もなくてチャンチヤンやつたりするんかも知れないけど、それもおもしろいかなあと思つて。何かあの、
ちょつとこれ道徳と離れるかも知れないですけど、こうチャレンジングな授業つていうのはね、あんまり見
れないんですよ。だから、もう何十年も授業してきてたら大体こう形つていうのが見えてくるんで、何かこ
う目新しいというか、そういうのでは印象的には残つているんで楽しみな……以上です。
司会
今のお話の中でね、考えるつていうことが他にあまり場面がなくつて、この前の授業では、これからどうな
つて…つていうの、今、私お話伺つてて、すごい興味深い…。はい、ありがとうございました。他にどうで
しょっ。
③
今言われとることはほんまにそうやと思います。あの一、道徳を導入した時から、常にそう思とつたんです
けど、道徳だけで完結しようということは全く思つていないので、道徳の結果がその時間のすぐ後で出るこ
とはまあみなさんお分かりの通りないと思うんです。それが数字で見えるものでもね、ないし。10年後かも
知れないし、30年後かも知れないし。その何かのきつかけでとか、何かの場面でそういう成果が現れるかも
知れないと。そんなあの、いいかげんな教育しとつてええんかと言われるかも知れないですけど、そのぐら
いの気持ちでしておるのが・・あれかなあと思いますし、道徳プラス他の授業との関連とか、学校生活、日常
生活の場面で力が発揮されることつてたくさんあると思つておりますので、あの一、そういうことで力つけ
ていこうかつてうのが高等部の道徳かと思います。で、生徒の様子の変化ということですけど、生徒の層が、
あの軽度のお子さんがたくさん入つて来たということで、本校でもほんとに一人暮らし、あるいはグループ
ホームに入つて、普段はもう社会でバッと生活されとると、社会に入られとるというお子さんがもうこれか
らも増えるし、今も、増えてきております。そういう時になったらやっばり自分で考える場面というのは嫌
でも増えてきて、これ買おうかなあ、やめとこかなあ、あの誘いに乗ろうかなあ、やめよかなあ。絶対考え
なあかんのです、自分で。だから、そういう時の、うん、今答えが出えへんかも知れへんし、成果があるの
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③
かどうか分からない、そういう考える場面つていうのはとつても必要で。うん、他の教科では鍛えられない
ところがあるんやろなと思つて、え―おります。あの一実際うちでもほんとに、社会生活営む生徒増えてき
た。そういうことで、あの一この道徳という時間、あるいはその道徳の時間やなくても、日常生活の中の、
あの一道徳的なこともそうやと思うんでですけど、そういう場面つていうのは数に見えないから何とも言え
ないけども、絶対必要になってくるんやろなあと感じております。はい。
④
先ほど⑤先生が言われたね、答えがないような授業があるでしょ、答えのないような授業はしにくい、難し
い、できないとおつしゃつてましたけど、じやあ、答えのない授業、例えば、正解のない授業つていうのは
…いや、先生ね、分かりにくいなつて思われてる感じ…。
⑤
逆にそういうね、答えのない授業の方がおもしろい。だけどうん、もう、パターンつていうか、例が違うか
も知れませんけど、うんと、例えば公共の施設のみんながたくさんいるところでは騒がない、つていうのは
もう分かつてますわね。それで、授業の中で例えば絵を見たりそういう話をしたりして、こういうことはど
う?つて言つたら、あかんっていうのは分かつて、それは答えがある。ほんならいざ、その公共の施設のと
ころに行つて一人で騒いでる、ならそれが、一方で第二者的には分かつてんねやけど、自分がしてはいけな
いということは分からない。だから、それをこう分からせるにはその一方的な授業では難しいやろうし、何
回もやらなあかんじ。うん、だから今言われたように10年後、30年後に分かつてくるようなこともあるや
ろうし。うん、だからやつとかなあかんことはやつとかなあかんから。全然答えになつてませんが・・.
④ ああ、いや、その一…。
②
例えば、その場でね、じゃあ、騒いでいる、そこで導く、この前授業したことはこういうことだつたよねっ
て言う、それは校外での道徳にはならないんですかね。
⑤ ああ、なりますね。
② なりますね。
⑤
うん、だからそれは、その指導者がその授業をしといて、で、他の副指導者とか担任とかが授業の場面でこ
ういうことがあつたなあつて、君のこの立場としてはどうなんやろうつて言うたら、すつとこう入つていく
とかね。だからそういうもののきつかけとしての道徳、そういうもので考えていく方が、今その言われたよ
うに道徳の授業で子どもを変えられるかつて言うたら、それはもう無理なんで…だからいるんなその授業を
やる中で、あれでもやりこれでもやり、毎日の中でちょこちょこちょこちょこ、こう今のはどう?とか言う
て、やかましいほど言うて、刷り込んで刷り込んでしといて、で、こう、うん、ちょつとはこう、まあ、な
ったかなあつとかね、そういうやりかたをせんとしょうがないね。
司会 あと、他、どうでしょう。・。
⑥ 道徳の指導で変わつたことやないとあかんのですか?
司会 道徳の時間の指導で何か、子どもの様子で、変わつたなつてことでなくても、変わんなかつたなつていうこ
とでも。今なんかのだと、こう、授業の後の話、それがどれぐらい生きたかの話が多いわけですけど、まあ
もちろんそういうことがとても大事だけど、まあ授業の中での様子とかでもね、それこそさつきちよつとお
話のあつた、なかなか顔しかめながら考えたりしている様子とか、他のところで見られないみたいなお話も
ちょつとありましたけど、授業のこの時間の中での様子とかですね、構いませんけれども。何か、気づかれ
たこととかありますか。まあ…なかなか難しくて…というようなことでも。
⑥
そういえば、まぁ、ちょつと話がずれるかも知れないですけど、2年前のその授業で、まあ強いライオンに
ついていくか、弱いけど優しいライオンについていくかで、やつてる時に、G君いうちよつと難しいお子さ
んがいまして、ちょうどその時『北斗の拳』を持つてきてたんです、『北斗の拳』つて、強い奴が悪い奴を
8
発言者 発言内容
⑥
力づくで倒していくでしょ、殺して。すごいそれを見て、何かこう僕らの少年時にあるような正義感とかそ
ういうのつて、そういう白黒分かれる方が分かりやすいんかなあと思つたり。そういう発達年齢の子に、弱
いけど優しいライオンについていくつていう発想はできへん、そもそもできへんのかなあつていう風にはち
ょつと思つて。つて考えた時に、その単元設定というか、そういう時に、まあそこで…そのまあ意図とした
ら、強いライオンだけやなしに、弱いけど優しいライオンにも正義…弱いつていうのにも価値観を持たせる
ようにしたいつていうのが課題つていうかA先生の意図やつたんかなあつてちょつと…チラッて思つたり
ね。どういう…まぁこう、脱皮してほしいつていう思いがあつたんかなぁって。でG君に、弱いけど優しい
ライオンも…どんな気持ちやろうつて、今思えば無茶な声かけしたなあつて…。
司会 その時G君はどういう風な…。
⑥ いやもう、チッしか言わん…いやケンシロウですから、頭の中では。はい、まあそういう反抗的な・・。
②
先ほど、どこにもって行きたいんだつて言われてたんですけど、私の中の認識では、考える、何が正しいん
だろうとか、他人のことをどう考えている自分がいるのかとか、その答えを出したことで、結果はどうなる
んだろうつていう、そういう判断したことで、実際自分が行動して、行動した時に責任が伴うよつてことを
最終の…たぶん、授業で言われてたと思うんです。だからやつばり自分が考えていること常に責任をもつて
動いている、人のせいではない、自分が分からんと出した答えも、自分の考えであつて責任なんだっていう
ことを、あの一、大人社会では必要になるということを言われたような気がしています。はい、なので、ほ
んとはもっともつと時間かけてされたかつた授業やと思うんですけど。時間数が決められていたので、早く
トントントンと進められて、伝わらなかつたのかも知れません。
⑥
あと、印象的やつたんが、H君。H君もやつばり、強いライオン派やつたんです。まあ」とか、Kさんとか
は、まあ弱いライオンでもいいやんとか、あと女の子は、優しくて、弱い者を助けてあげるからいいつてい
うような意見も多かつたんですけど。まあ、そうだよねつて。その意見に対して、なんかこう、Hも納得し
て、」なんかでも納得できるような意見交換があるんかなと思つていたらやっばり、まあ、Hは意固地にな
るだけの…つていう風な場面がやつばり印象に残つていて…。
司会 意固地になるつていうのは、え、H君が?
⑥ H君。まあ…彼の中でも、強い者は正義つていうのが強かつたので、その当時。
司会
はい、ありがとうございます。あの一今、ちよつとまだもう少し話が展開しそうなんですが、ちよつと3番
目に移ろうかなと思います。えつと 3番目がですね、道徳の時間の指導が行われる時、または行われた後
で、あの先生方の、あのご自身つていうこともそうだし他の先生方がということもそうなんですけども、先
生の変化として気づいたこととか思われたことが何か、どんなことがあるかなあということで、これ例えば
まあご自身の話が一番分かりやすいかなあと思うんですけど、先生の方の生徒の見方が、ちょつと、道徳の
時間の指導をやつたことで生徒の見方が変わつたとか、あの一授業のやり方、授業つていうのは道徳の時間
の授業のやり方だけではなくつて、とは限定かけずに他ののやり方も、ちよつと道徳の時間をやつたことで
他の授業のやり方とか何かも、ちょつと変わつてきたかなとか、あるいはクラスでの色々な対応の仕方とか
変わつてきたかなとそういうような、教員の方が、道徳の時間の指導をしたことでちよつと変わつたかなと
いうようなことが何かあるかなあということをちょつと今度は少し視点を変えて、お伺いをしてみたいと思
うんですけど、さつき似たようなお話が、②先生のね、最初のお話の中で、その授業、むしろ準備する前の
そのお話が少し出てたかと思うんですけど、何かあの教員の側の変化つていうのは何か気づかれたことつて
…何か…。
② 変化、そうですねえ、あの一、今まではやつばりその⑤先生が今言われてたみたいに、やつばリレー ルを引
発言者 発言内容
②
いてやらないと、あの一知らないから、やつばりそれにのつとって色々学んでいつて、たまにちょつと脱線
させる道をあえて作つて、冒険させて合わなかつたらまたレー ルに戻してつていうような、その教育をして
たのを、そのレー ルを自分たちで引かせるような場面力｀増えてきた。例えば、自分たちでちょつと考えてみ
てつてロングホームルームで。あの、学部集会の内容とかもぼんと落としといて、下ろしといて、で自分た
ちで内容を考えてみたり役割を決めてみたりとかがあつたので。あ、先生たちも考えるという時間を子ども
たちに増やしていつてるんかなつていうのをすごく感じます。
司会 そういう時の先生つていうのは②先生ご自身というよりは、そのクラスの先生ですか。
② クラスの先生です。
司会
はい…、ありがとうございます。その他、ご自身のこととかでも、他の先生のこととかでも…何か…ありま
すか。
⑤
あの一道徳に限らずですけどね、あの特別支援なんかはティー ムティーチングでやるじゃないですか。それ
で、いつもあの考えているのは、その例えば自分が主指導になったときに、簡単な略案を出して、で、こう
いう授業やりますよつてそれを見てもらう。あるいはそれを見ながら授業をしていくんですけど、基本的に
僕が授業をするときには子どもに話しかけるんではなくて、周りの先生に話しかけている、姿勢で授業をし
ている。だから言つてることが先生たちに通じれば、その先生は自分の担当とかそこにいる子どもたちを、
こつちが言つているように動かしてもらえる、という意図でね、あの授業をしているんですよ。色んな行事
の事前指導とかね。だから子どもらも分かつてもらいたいんやけど、まず教師が分からないと、あの一何に
もならない。で、分かつてもらえる人と分かつてもらえない人がいる。で、その一まあ、それでいけば、そ
の道徳の授業を、中学部ですけど、やつたときに、その周りの先生方から終わつた後で、あの子のこういう
ことばで、あの時の授業については、これからはまた指導できますねとかね。そのあとでは、あの子がこう
いうことばを言うたんやけども、あの授業があつたからこういう指導ができましたとかね、いうことで返し
てもらえる先生がちょこちょこと、まあ中学部ではおられるので、まあそういう意味ではその一つのその授
業をきつかけとして、子どもの見方を考えてもらえるというのはあるかなあと。
司会
何かその時に、道徳の時間の指導とそうじやない時間で、何かそういう…声かけ…つて言つていいのか分か
んないですけど、違いつていうのは…何かありますか。それともまあ大体…同じようなもん…。
⑤ まあ同じ…ですね。…私がですか?
司会
まあ、まずその⑤先生が、周りの先生に話しかけるようにって今おつしゃったんですけど、そのやり方は、
道徳の時間の指導も、他の時間も、そこはあんまり変わらない。
⑤ あんまり変わらないようにしている…分かつてくれよって…
司会 はい。ありがとうございます。
③ その意見に、同じようなところがあるんですけど、今の中学部のやり方のお話で、高等部も本当によく似て
おつて。あの一似てるところいうのは、ようあの一、まあ生徒のもちるん道徳なんですけど、教員もやつぱ
り道徳という考えが根付いていなかつたつというのが一つあつたんですけど。あの一これまであの高等部の
教育というのは職業教育というのが全面に出て、それに教科の教育があつて、だから高等部の教育の目玉は
何やと言われたら大体、作業学習とか職業の授業つて答えられるところも多かつたんですけど。うちもそう
いう傾向にあつたんですけど、それで社会に出すとか自立させるとかつていうことを平気で言つておつたよ
うな感じがあつて。で、高等部に道徳が入る時もそうだったんですけど、他の学校のことは全くね、そんな
道徳調べてやつたわけやないんですけど、本当に必要に追られて道徳が入つてきたような経緯があつて。
で、あの一主指導者が悩んで悩んで今の子どもの実態に対してどういう風に授業、何が必要で、うん、一番
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③
弱いところをどういう風に補つていこうかつていう観点から道徳の授業の内容を作つていつてくれたよう
な感じがします。で、そうやつて問題点はここやでつていう風に言うてくれるつていうことは、それを取り
巻く他の教員も、あ、そこが弱いんやなあつていうのが分かつて。で、何が変わつたかなあつて具体的に言
うたら、おそらくあの一、その先ほど言われたモラルジレンマなんかの授業をした後、特に感じたのは、他
の教員も生徒に考えさせる場面をたくさん作るようになったなあという風に思います。注意した時も、一方
的に注意して答えをこうやでつて言うんやなしに、何が悪かつたんやとか、これから自分はどういう風にし
ようと考えてるんやとか、教員が一方的に叱るつていうんやなしに、子どもに考えさせる、意見をまず述ベ
させるという場面とか時間を取るようになつた。うん、やっばりあの一、主指導者が他の教員に訴えるよう
な感じも、先ほど言われたようにあるなあという感じがしています。はい、以上です。
司会
はい、ありがとうございます。④先生あの一、今このXに来るまではあまり道徳の実践つていうのは経験が
なかつたつていうことをおつしやつていたんですが、まあここで道徳の時間の指導とかちょつとこう経験さ
れる中で、まぁ先生ご自身がつていうこともですし周りの先生たちが何かちょつと、こういうことが違うの
かなあというようなことに気づかれたことつて何かありますか。
④
自分自身の中で変化という風なことじゃないんですけど、例えば、この前の授業やつたかなあA先生の、何
かこう、授業のね、最後のところで、私のクラスのL君つていう子は、この子はどう思つたでしようかつて
言つたら、やつと帰れると思つたんじゃないかつて言つた時に、きっとA先生は、そんな意見が出るとは思
つてなかつたと思うんです。そんな意見もあるわね一つて言つとつたつていうことは、きつとね、気持ち良
かったとか、そちらの方向の意見ばかりと思つてたけど、ほんとは人間てもつと素直にね、やつた一、終わ
つた、帰れるわつていう気持ちが絶対出てくるはずで、あの気持ちは絶対大事なんですよ実を言うと。で、
あそこのところで、先生もそう思うわつて、まずいかないと、嘘になると思うんですよね。だからあそこで
何か僕がね、思つたのは、人間つてしんどいの嫌やし、それから暑いの嫌やしつていう風なのは絶対あつて。
それを感じるのと、それとやつばり、気持ちの中で何かそれとは違うところに何か嬉しさとか楽しさとか幸
せとか気持ちの良いものがあつて。二つ平行に気持ちつてあるんだよねつていう風な感覚みたいなんを、え
つと何かすごく意識するようになつて、僕はL君の意見はパンチ効いたなつていう風には個人的に思つたん
です。で、おそらくね、あの自分の中の変化で言うと、だからこう、その一つのことをやろうと思つた時に
子どもつてもつとシンプルにたぶん考えているんだろうなということを考えて、それとこちらの方のちょつ
とこう意図するところつていうのはこう何て言うかな、バランスと言うかさじ加減というか、そんなんはち
ょつと意識するようになつたかなつていう感じはしました。
司会
はい、ありがとうございます。あと①先生いかがですか、何か、まあご自身のことでもいいですし、周りの
先生方こんなんかなあとか。
①
そうですねえ、道徳の時間によつて自分が変化したんかどうかは分からないですけど、う一んでも、まあ考
えさせることは普段から大事やなあと思つて、するようにはしてるつもりではあるんですけど。できてるか
は分からないですけど。まあ注意した後も、たぶん注意されただけでは分からないので、何でこういうこと
を言つているかとかは話すようにはしてるんですけど。う一ん、道徳の時間によつて変わつたか。う一ん、
でも道徳の時間の協力を⑥先生とかとさせていただいて、う一んすごい、楽しいなとは思つたし、こういう、
まあ、そのだから②先生が言われてたみたいにこうしたら伝わるかな、こうしたら考えてくれるかなつてい
う話し合いも、教師の中でできるのもおもしろかつたですし。この先生がこのキヤラをやつたら生徒はこう
思つちやうかなとか、そんな話をしながらこうみんなで作り上げれた道徳の時間は楽しかつたですね。
司会 じゃあどつちかつていうと事前の準備というか…。
?
?
?
?
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①
うん、そうですね。はい。で、やつてるときの自分がこういう感じで表現したら、生徒はどう反応するかな
つていうのも思いながら、こうロールプレイやつて、実際の反応と―緒やつたりまあ違つたり、そういう反
応見るのも楽しかつたです。
司会 はい、あリカ｀とうございます。他に何かちょつと言う…。あ、はい。
⑥
(質問の)2と3、 考えたんですけど、A先生のそのライオンの (授業の)後に、サッカーの試合の、ロー
テーションで、まぁ強いチームにしていくか、みんなが平等に参加機会が与えられるチームにしていくかつ
ていうのがあつて。ちようど去年の春の大会と秋の大会で似たような場面があつたんです。まあPK戦で、
決勝でつていう。で、まあその当時キーパーはM君やつて、そやけど、M君やつたらちょつと反応速度とか
が'・`と思つたんですけど、まあみんなの意見聞いて、その時は、みんなで決めたポジションでやろうと。で、
決めて、行つたら、全員はずして、こつちが。で、入れられて、負けて。つていうのが1回あつた。で次、
秋の大会の時同じチームにまた決勝やつたんです。でそん時に、あ、そういえばこんな場面あつたなあつて
思つて、A先生の授業思い出して、まあその話をしてたら、J君つていう子がいて、それでJは、その春の
大会の時は、僕は勝つチームじゃなくて、みんなで一体感となりたいから、それで、M君がキーパーに行つ
てほしかつた言うて。で、秋の大会でもそれは僕は変わらないつて。だからキーパーは、まあ春で負けたけ
どその通り行きたいつて。まあキャプテンやつたんですけど、言うので。やけど、2、 3人違う意見が出て。
キーパーのM君自身も、僕は勝ちたいんやと。で、(ゴー ル)決められたんも、動けなかつたからや言うて。
緊張して動けなくて、真ん中やつたら止められたかも知れないけど横だと動けなかつたんだって言われて。
で、そういう意見を言うたら、じゃあ…話し合う機会になつて。で春の大会ではN君つていう子がいたんで
すけど、N君つてちよつとちつちやい中学部の。でその子も蹴つたんですけど、ゴールに届かなくて。キッ
クカがなくて、まだちつちゃいから。やけどまぁそんな時期はあるので。僕が行く言うて、その時は僕が行
きたい言うて立候補する子だけが行つてたんですど、秋はちょつと話し合いをして。したらその時はまたN
君が蹴りたい言うたんですけど、何人かが、いやN君、君はちよつと届かんかったやろ言うて。もうちょつ
とでかい、キックカのある子で蹴ろうやつていう話が出たり。こう勝つための意見が出たんです。で、他の
チームを見てみると、まあ決勝とか大事やから、キーパーは本来のキーパーやなしに、絶対、まあ反射神経
のいい子が出てきて。で、勝利に向けて、まあ進むつていう。まあこういう様子をみんなも見て、僕も見て、
まあ去年の大会もこれで負けたな言うて。で、ここで」君折れてくれて。じゃあ僕がキーパー僕がやつてみ
ます言うて。やつてくれて、でまあ勝てたんです。で、最後の大会、その子らの引退試合の時に、1回話し
てみたんです。その春と秋の場面になつたら、みんなどうする言うたら、いや、引退試合だから、勝つんじ
ゃなくて、一体となつて終わりたい、それやつたら僕らも、まあ心が落ち着くつていう意見で。みんな、気
持ちがおさまる言うて、負けても勝つても。つていう風にはなりましたね。そういう意味ではその、A先生
の授業の場面が実際にもあつて、そんな考える場面がができて。で他校ではたぶんそんな、意見交換はたぶ
んしなかつたと思うんです。僕自身も、そんなことも考えずにたぶんもうJ、キーパー行けだけやつたと思
うので。そういう意味では、こういう道徳の授業があるかないかで、そういう考えるきつかけになつたなあ
と思つて。はい、そう思います。そういう意味では自分自身もちょつと変わつたのかなあつて…はい。
司会 ちょうど同じような場面が・・.
④ すごいなあ…。
司会
なるほど、そういうことがあつたりして…。はい。あの、ちょつと、もう少しまた出るかなあと思うんです
けど、ちよつと4番目に行こうかなと思います。あの、今色んなお話を伺つて、大変あの一興味深いお話ね、
いつばい出てきたんですけど。まあこれから、特別支援学校の、高等部で、え―道徳の時間の指導を行う際、
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司会
まあおそらくこのXは続くのかなという印象を持つていますが、あ一その、道徳の時間の指導を行う時にこ
んなことは大切にしていきたいなあと、その大切にしたいことつていうのが、あれば、そのあたり少し、お
話しいただければと思いますが。いかがでしょう。
⑤
あの、最初に言うたんですけどね、あの、高等部も含めて、あの一重度の子の道徳は必要なのかつていう、
去年から話は出てて。で、あの一F先生がうまいこと、感謝、大切とかね、あともひとつは約束かな、その
三つを、まあうちの学校でその三つを中心にして道徳の授業を展開しましょうかということを、あの一校内
の組織作りみたいなものをやつてきたんですけどね。でその時に実際に重度の子には必要なんかなつてい
う、去年からの議論があつて。で中学部ではもう今年ね、集団の授業以外…まぁその友達関係とかそういう
ものの授業以外でやつていく時には、2学期はもう例えばすごろくゲームとかね、そういうことばがある程
度分かつた子どもを、軽度の子を対象に指導してやりましょうと。で重度の子はもう生活単元の授業とし
て、自分たちの身近なものをして。あえて別に道徳を作らなくてもいいんではないかということで今年は取
り組んでいます。で、それも含めてですけど、重度の子は道徳をやるよりも、もつと自分の身近な、その一
日常生活の指導とか、そつちの方に重きを置く方がいいんではないかというのが去年の結論です。で、今年
はもうやつてない。でも今言われたように重度の授業もやつばりその集団的なものからするとええぞつて言
われたら、う一ん…難しいなぁと思つて。主 (指導)になる人がとつてもしんどい。うん、とは思つてるん
ですけど。そこは、(高等部は)今年もやつとつてんやな。
③ ああはい、やつてますね。
⑤ それで今後も続けてんやな。
③
今後も…まだ何も反省もしてないんですけどね。私は続けたいなあと。今のその意見で言わしてもうたら、
おそらくね、中学部段階と高等部段階の違いもやつばりあると思うんです。中学部はあのある程度子どもに
よりそつてね、しないといけないところがあるんやけど、高等部の段階いうのはそればかりも言うておられ
へんところがあつて。今の言い方で言うと、これあのことば…ちょっと悪いことになるのかも知れませんけ
ど、じゃあ重度の子は社会に出さないつて言われとんかなあって、高等部やつたらとられるところがあつ
て。やつばり重度の子も自立とか社会参加をさせようという風に、当然ね、高等部いうのは後力ぐないので、
指導しないといけないので、やつばり道徳つていうのは必要になつてくると。うん。それがあの、ね、他の
授業の中で生活の中で、できへんのか言われたら、やつばりそれはできるかも知れへんのですけどね。うん、
できるかも知れないんやけども、あえてここで時間を取つてやつておるのは、やつばり重度の子であつても
社会参加をさせないといけないという、高等部の使命みたいなところも関わつてきとつたりするので。あの
一中学部ももちろんね、それはあるんかも分かりませんけど、それはやつばり段階段階でやつばり多少子ど
もの実態に合わないトップダウン的なことろは入つてきて当然やと思つておるし。実はあのこの後言おう思
とったんですけど、その高等部の今社会コースの道徳も、子どもの実態に合わさなくてもいい道徳が入つて
も面白いかなと思つておるんです。誰も話が分からないとか、うん、でも、うん、でも必要やと。うん、で
も社会ではこれが必要なんやということを、そういう授業があつてもいいのかなと。子どもの実態にもしか
して合つてないかも知れないんやけど、でも社会はこれをこうしないといけないんやでということを、ほん
まに社会自立させようと思つたらそういう授業も必要になつてくるんも当然や思うんで。うん、社会が子ど
もの実態にすべて合わせてくれるか言うたら、やつぱりそうやない実憩があるので。たぶん高等部段階では
すべて子どもの実憩に合つたことが本当に社会生活につながっているのかというと、それが疑間に思うとこ
ろがあるような、温室から出してやらないといけない部分もやつばりあるんやでというところも、大切にせ
なあかんのかなと思つています。はい。
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司会
重度の子のね、道徳指導はどうかつてなかなか難しいところがあるんですけど、ここであの重度とか何とか
で分けちやうと話としてあれなんで、ちょっと私は⑤先生のに確認をしたいんですど、まあ今のその重度の
子のことはちよつと置いといて、えつと、2学期はそのすごろくとか何とか買われた、つてね、おつしゃい
ましたけども、え―そういうことをやつていこうという時に、やっぱり大切にされていることつて、そのち
ょつと今の重度の話とかははとりあえずその大変そうなんで、難しそうなんで置いといて、何か、あの一中
学部の方で、え―すごろくとか何か道徳の時間の中でそういうことをやつていこうと思う時に、大切にした
いことってどんなことをこう思われて…いかがでしょう。
⑤
いや、その中学部でも色んな子どもがいるのでね、でその中でやつぱり、すごろくも含めて、うん、社会の
ルールとか友達関係とかはやつばり知つてもらいたいな。だからその一番その道徳と聞いて、僕が飛びつい
たんはSST。それがその授業にとつてやりやすいというのもあったのでね。で、あんまり子どもをこう揺
さぶつても、僕自身がどつちの方向へこう授業していつたら、展開していつたらいいか分からないつていう
のがあつたんで、―番飛びつきやすいその授業で、今んところやつています。
司会 社会のルールであるとか。
⑤ は い 。
司会 友達関係…とかね。
⑤ そうですね。
司会
はい。その今③先生、なかなか大胆な発言もあつたかなと思うんですけど、え一まあ今重度の子のね、お話
が少し出たんで、やっばり大事にしていきたい部分つていうのは…どうですかね。
③
重度も軽度も、その道徳も他の授業すべて大体も一緒なんですけど、あの一さつきもちょつと出たんですけ
ど、温室からちょつとでも出してしかなあかんていう部分はあるんです。特別支援学校と同じような体制
で、卒業後の進路つて言うのは、もう皆無に等しいと、思つておりますので。道徳にほんと限らないことに
なるかも知れませんけど、ほんとに、発達つていうのは大事なんやけど、そのまま卒業してブチつとこう違
う世界に変わるというんやなしに、いかにこう移行していくかというのが、特に高等部の課題なので。うん、
その移行の部分もこの道徳で少しずつ入れてやらないと、うん、いけないのかなという風に思つて。で道徳
だからというんではないんやけど、道徳もその責任の一端をあるんかなという風に思つて、そういうところ
は大事にしたいなと思います。
司会 はい、ありがとうございます。
⑤ いいですか。
司会 は い 。
⑤
例えば中学部の子で、先生が前に出てしゃべつてて、で、1時間終わつたときにその子に分かつたかと聞く
と、分からんつて。それで終わつてしまう。それで、ああこの子のこの1時間は一体何やつたんやろうつて
いう、むなしさだけが残るというね。いうのがあるから、その分からへん授業を投げ込んで、ぼんと投げ込
んでも、う一ん、余計難しいやろなつて。言われる意味は分かるんやけど。
③ つまりそれがね、たぶん。卒業後に起こることなんやと思います。
④ それはそうか…。
③ そういうことなんかなと、いつも思つております、はい。
司会 ④先生いかがですか、今の、さつき似たようなご発言があつたかと思うんですけど。
④ え一つとね。ちょつと具体的な話がうまくできないかも知れないんですけど。今の話と絡めて言うと、でも
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④
僕は個人的には、子どもが気づかなくてはならないことを教師は教えてはならない。だから、こうだからこ
うですつていうことを教えて、分かつたか、はい分かりましたはだめやと僕は思つてます。基本的には。だ
から今、③先生が言つたように、社会に出たら厳しいですよ、でこういう風になりますよ、それは当然そう
でしょ。で、そのことに対して子どもたちはたぶん戸惑うこともあるし、それから対応できないこともある
と思うんです。そのことを学校で教えることではないと思います。やつばり、そうなつた時に自分は一体ど
ういう立場でどういう、こう何て言うんですかね、判断する時の一番根本のところをね、分からへん、分か
らへんけど、この時にどうするんやつていう時の、心のあり様と言うか、心の動き方と言うか、その辺のと
ころを鍛えておいてあげないと。例えば、ずつと、こんなことあります、こんなことあります、こんなこと
ありますつて、こういうことはこういうことしなくちゃいけませんよっていうことを伝えてても、そんなこ
とは社会には無限にあるんです。あつて、そんなこと全部教えきれるはずもないし、教えられてもあんまリ
意味は僕はないんじゃないかと僕は思います。つまり社会というのはいつもこう混沌としてるし、そん中で
自分がどんな立場になるかへ分からへんし。で、どんな人と会うか分からへんし、人は全部違うし。だから、
そういう意味じゃ、何て言うかな、もつとこう、何て言うかな、自分の中で…あ、今⑤先生が、分からへん
かつたわつて子どもに言われた授業、僕はいいんじゃないのつて。何だそれって言つても、それはそういう
んであって。僕は、もし、もしかね、1時間の間によ、例えば⑤先生が1時間話している間に、たとえ5分
でも10分でも、子どもが何やろうつて考えてる瞬間があつて、分からんわ一って言うてるんやったら、そ
れはすごいいい授業なんかも知れないし。僕ね、生徒が分かるという感覚に対してすごい疑間を持つている
人間で。子どもが分かつたというのはね、その一、分かつてないと僕は思つてる人間で。自分の中で解釈し
たとか自分の中でこうストンと納得したというような形のものと、その例えば今③先生が言つたように社会
の中で使えるような状況になって、なつてて分かつているというのの間に、そこにすごい差があつて。だか
らどちらかというとそこを目指すよりも、心の動きの中で、難しかつたなあっていう感じのことをたくさん
繰り返していくことで、そういうこう目に見えないパワーみたいなものをどんどんこう、養つていけて、結
局社会に出た時にはそつちの方が大事なん違うかなあつて僕は個人的には思つてます。はい。うまく言えた
かなあ。
司会
なかなか深いなあ。えっと①先生は?あの拝見すると比較的着手の先生かなと、思うんですけど。何か、あ
の感想みたいなことでもいいんですけど。こういうこと大切にしたいかなあというところ。
①
はい。すつごい勉強させてもらいました。え一、そうですね一、僕はやつばり普段の指導で、③先生と同じ
ように、社会に出たらそうはいかんぞっていう話をやたらとよくするんで。あの④先生とすごい普段からズ
レがある…。
④ ズレあるズレある。まあそれはね、いいんですよ。
①
僕が持つてた生徒、2年前に持つてた生徒をそのまま④先生が持つてはるんで、色んな何か…はい、あのご
迷惑をおかけしてるんですけど。
④ とんでもない。
① そうですね、でも、④先生が言われてたように、生徒が気づかないことを教師が教えてはいけないつて言わ
れてて。ああそうやなあ、僕はどうなんかなあつて思つたんですけど。その後も考えてみて。でもたぶん、
④先生がさつき言われてたように、こうやからこうと言われても、たぶんあの子たちは、分かつたつて言つ
ても分かつてない。それに気づくのはたぶん卒業して、実際に自分が厳しい立場に置かれた時に、ああ、あ
の時先生が言つてたのは、こういうことやつたんかっていう風に、覚えてるかどうか分からないですけど、
その時に、やつと、今この学校にいる間に自分が伝えてたことに気づいてくれたらいいかなあつて1・ 。
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④ なるほど。
① 思つてます。たぶん、(僕が)言つて、あの子たちが、そうやなあつて、(学校)出たら頑張らなあかんもん
なあつて言つても、それは自分の実体験が伴つてないので、たぶんそこまで分かつてないと思うので。いつ
かその、何年後か、5年後 10年後、20年後に、ああ自分が置かれたこの状況のことを、先生は言つてたん
かなつて、こういう時にはこうしろつて言つてたな、じゃあそうしてみようかなつていう一つの選択肢にな
ればいいかなと思つています。はい。
司会 はい。他に…何か、こういうこと大切にしたいなということ…。
②
あの今、結構、ご家庭がいい環境ではないお子さんがおられて、一生懸命いいことを学校で教わつても、実
際それが使える場がすごい、あの、環境悪い所だつたと。使いたくても使えない。何か抑制された生活の中
で、すごい苦しい目に遭うつていうようなことも起こりうる。そういう厳しいことがあると思うんですけ
ど、そうなつた時に支えになるのがやつぱり、認められた、自分は先生方に色々認められた、友だちに認め
られた、優しくされたつていう気持ちが、道徳では、結果生きてくるんやないかなあつて私は思つています。
だからその、基本は優しさ抜きの道徳教育はだめなのかなという風には思います。やつばり私もそうですけ
ど、強いられた環境の時には、やつぱり知らんところでその反動が出てる自分がいて、後で反省するんです
けど。で、やつぱり優しく色々言われた時には人にも優しくなれる。自然原理だと思うんです。やつばり、
高校生の年齢として認められる、ということが大事なのかなという風に思います。
司会 はい、ありがとうございます。あと、いかがでしょうか…何かこんなことは大切にしたいなあということ…。
⑥
やつばり、教師同土で、ちょっと話し合う機会が必要で…テーマ研で道徳について色々情報交換できたら…
特別支援学校の重度の子の道徳とか、そもそも特別支援学校での道徳つて何だろうつていうことについて、
話し合い、議論ができるので。もちろん特別支援学校はTTなので、教師間の会話だつたり、話し合う機会
は必要なのかなぁつて。というのも、小学部の道徳やろうってなつた時に、去年のテーマ研の流れで、重度
の子どもさんは難しいので、軽度の子にしぼつていこうっていうことを学部会で話した時に、最終的には去
年の流れで、やつたらええやんと。つていうのも、やつばり繰り返しやつていかんと分からん子が多いつて
いう意見が多くて。まぁ、道徳の時間が良い・悪いは別にして、障害のある子には機会を定期的に、道徳の
時間なら時間で、ぼんとやめていくんやなしに、継続的にやっていく重要性を言われる先生が多かつたの
で。やつばり話し合つて良かつたなあつていうのがありました。それで、内容考えるのは僕なんで、丸投げ
なんですけど…まあまあ。そういう話し合い力《できる機会とか、道徳つてかなり、ちょつと難しかつたので、
僕も、考えるのが。それで中学部に行かせてもらつたのは助かりましたし、そういう教師の助け合いが必要
かなつて思います。
司会
はい、指導者同士のね、話が、大事だつていうことで…はい、ありがとうございました。今だいぶ突つ込ん
だお話が出てきて、もうちょつとね、あの一あるかも分かりませんが、まあ実はちようどいいぐらいの時間
になりましたので、もうね…。あの一、今、お手元にお菓子が、たぶん食べる暇がなかつたと思うので、飲
む暇もなかつたと思うので。ちよつと、食べながら、まぁ最後にちょっと一言ずつ。今日はこういう試みを
やつたわけですけど、あの一、話し残した内容についてでも構いませんし、あるいは今日ちよつとこういう
試みをやつてみたことについての感想でもいいですし、まあ何か、最後に感想を一言ずつ。いただければな
と思います。
① 今回、あの一、メンパーを聞かされた時、大物ばかりで、参加するつて言わんかったら良かつたつて思つた
んですけど…とても楽しかつたです。え一つと、ほんとに色んな先生方の考え方があつて。僕なんてまだま
だ着手で、自分意見を持つてるつもりでもまだまだ経験が乏しいので。で、④先生とズレてると言いました
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①
けど、すごい④先生の考え方つて、あ、そういう考え方があるんやって普段からずっと思つてて…もう勉強
させていただいました。⑤先生も中学部の視点からのご意見で、僕も高等部しか経験したことがないので、
はい、幅が広がるなと思つて。はい、ありがたかつたです。で、道徳の時間は、なかなか、お手伝いさせて
いただくことはありますけど、自分で主 (指導)でしてくれつて言われたらすごい戸惑うと思うんですけど。
まあ部活動とか、道徳的なことをよく言える場所で、まあ僕は僕なりに色んな指導をしていこうかなと思つ
て。色んな先生の指導の力があつていいなあと思いました。はい、ありがとうござました。
司会 ②先生…。
②
教師としてより人として、人間的に、自分が経験を通して色々と理が分かつて、判断ができてでないと、子
どもたちを良い方に導いてやれないなと、今日の会で色々分かりました。ちゃんとこう吸収するつていう、
自分への課題が見つかつたような会でした。
司会 学びの機会だつたんですね。
② は い 。
司会 ありがとうございます。そういう人はなかなかないんですけどね。③先生いかがですか。
③
道徳を取り上げてもらえるつていうのは嬉しいことで、また、うちの学校がインタビューで取り上げてもら
えるつていうのはとつても嬉しいことで。あの一、3年前に私が道徳をやりましょう言うたんですけど、実
は私は道徳の時間の担当をしたことはないんです。そういう中で、あの一、教員も悩んで、授業を計画され
たりしておる姿を見て、心苦しいとこもあり、嬉しいことでもあって。なかなかそうやつて他の教員に悩み
を打ち明けたり、道徳つて何すんねやろうとか、次どうしようつてよく聞くんですけど、なかなかそういう
授業は他になくつて。そうやつて、今何が大切かつていうのを考えていくつていうのは大事なことで。これ
は道徳やなくてのいいのかも知れませんけど、道徳に関しては悩んでおられる姿があつて、そういう姿、大
事かなあつて思います。全体を通じては、これ個人的に思つておることですけども、道徳的なことというか、
道徳の内容が基礎になつて、やつとその上に色んな事が積んでいけるんやなあつていう感覚を私は持つてお
つて、そこを積まずに何を積むんやろうと、いつつも他の先生と言うんですけど。キャリア教育とか色々な
ことが言われとるんやけど、そんなことは道徳的なことがあって。人間的なことがあつて初めて積めるもん
であつて、数学にしろ国語にしろ、初めて積めるもんであって。そこが育つてないのに一体何を積むんやろ
うつていつつも思つておるんですけど。それと、重度な子ほど道徳つて大切なんやろうなと、高等部で3年
間やつてきて思つております。卒業後の生活を考えた時に、笑顔が一つ出せるだけでとつてもかわいがつて
もらえるとか、周りに幸せを与えることができるとか、そういうことにつながる。それは他の授業でも教え
られるかも知れないけれど、ありがとうが一言言えるだけで違うんやということが、特に道徳を意図的に時
間を組んでやる意味かなあと思つております。はい、以上です。
司会 ④先生、何か、感想など。
④
えつと一、道徳つてことばではない部分を扱うことが多くて、それをことばとか色んなことで表現してい
く。で、あの一、例えば重度の子どもさんだったら、シンプルなことばとか、それを核にして、動きでやつ
ていつてるつていうことは何となく分かるんですけども。でもやつぱり教師やし、やつばり授業する時には
教自Tというのは、ことばを使うものなので。そしたら、やっばりたくさんのことばつていうか、―つのこと
を、一つの気持ちを表す時に、どれだけたくさんのことばを重ねて、心とか気持ちに追つていけるかなあつ
て。道徳の中では、ことばとは違うところを扱うんだけど、ことばで迫つていくようなことをやるのは、い
いなあと。A先生が授業でやつてることつていうのは、僕はやつばりいいなあつて思つてて。やつばりしん
どいやろうなあつて思うんですけど、たくさんたくさん語りながら気持ちに迫つていくという方法も、挑戦
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④ 的でいいなあという風に思いながら見ていました。以上です。
司会 ⑤先生。
⑤
僕は道徳を根本的に勉強したことがないので、まず、そういう人間が道徳を担当してるつていうのが不思議
だなあと、改めて…。だからその、指導要領に書いてある人間らしさとか、人間つてどう生きるべきかつて
いうのは全部哲学的なことで。②先生が言われたように、考えよつたらすべて自分に降りかかてくるから、
自分の生き様が全部見えてくるものだと思うんでね。そこで、芯の弱い人間は生き残れない。
④ 大文夫大文夫、⑤先生は絶対生き残れる。
⑤
強い意識つていうのか、道徳的なもの、道徳心つていうのかな、それつてどういうことなんかな。あんまり
勉強したくないんですけど、もうちよつとまた勉強してみようと思います。
司会
⑤先生が道徳つてあんまりちゃんと勉強したことがないんだけどって言われた時、多くの先生がうんって大
きくうなずいて…。
④
小学校 1年生くらいの時は道徳つてあつたんやけど、それから同和つていうのに変わつてて…何か「道徳」
つて書いた本ありました。でも1年か2年の時だけで…道徳つて確かに授業つてね、あつたかなあ…。
司会 それがとても印象的でした。
④ 言われてみればそうやなあ。
司会 ⑥先生、最後に何かありますか。
⑥
初任研で本県版の副読本を用いた指導つていうのをやつたんですよ。そしたら、みんなにも配布されるんで
すね、特別支援学校にも。あるんやと思つて、読んでるんですけど。特別支援学校バージョンもあつたらど
うかなあつて。はい。すごく話し合いができて良かつたなあつて思います。今回A先生は副読本使われたか
ら…何か、色々あるんですよね、副読本つて。
司会
私も色々興味深い、先生方の思いというのを聞かせていただいて、考えさせられる部分もたくさんありまし
た。今日はお忙しい中お時間取つていただいてありがとうございました。
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